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民生常任委員会記録 

 

１．会議日時 

  平成２９年１１月１０日（金）  午前９時５９分 開会 

                  午後４時４７分 散会 

１．場所 

  ３０１会議室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 増 永 和 起  副委員長 村 上 英 明  委  員 南 野 直 司 

  委 員 弘   豊  委  員 森 西  正  委  員 光 好 博 幸 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  副市長 奥 村 良 夫   

市民生活部長 野 村 眞 二  同部理事 小林寿弘  

同部参事兼産業振興課長 池 上  彰 

自治振興課長 丹 羽 和 人  市民活動支援課長 船 寺 順 治 

市民課長 川 本 勝 也  文化スポーツ課長 妹 尾 紀 子 

農業委員会事務局長 辻  稔 秀 

  環境部長 山 田 雅 也  同部参事兼環境センター長 鈴 木 康 之 

環境政策課長 飯 野 祐 介  環境業務課長 三 浦 佳 明 

保健福祉部長 堤  守  同部理事 平 井 貴 志 

同部参事兼高齢介護課長 吉 田 量 治   

  保健福祉課長 有 場  隆  同課参事 川 口 敦 子 

  生活支援課長 大 西 健 一  障害福祉課 森 川  護    

  国保年金課長 安 田 信 吾 

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局長 藤 井 智 哉 同局次長代理 田 村 信 也 同局書記 関  正 秀

１．審査案件（審査順） 

認定第１号 平成２８年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分 

認定第６号 平成２８年度摂津市パートタイマー等退職金共済特別会計歳入歳出 

決算認定の件 

  認定第３号 平成２８年度摂津市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定の件 
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  認定第８号 平成２８年度摂津市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の件 

認定第７号 平成２８年度摂津市介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件 
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（午前９時５９分 開会） 

○増永和起委員長 ただいまから、民生常

任委員会を開会します。 

 本日の委員会記録署名委員は、森西委員

を指名します。 

 先日に引き続き、認定第１号所管分の審

査を行います。 

 質疑に入ります。 

 弘委員。 

○弘豊委員 おはようございます。 

 それでは、先日に引き続きの委員会質疑

を行っていきたいと思います。 

 先日の委員会でも、多岐にわたって質問

の項目を出されておりますけれども、極力

重ならないようにはしていきたいと思っ

ています。また、それぞれ担当の部、課に

分けて今回質問項目を立てておりますの

で、決算書のページとはばらばらになりま

すけれども、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 では、実施効果にかかわる部分での質問

なのですけれども、１点、市政モニター事

務事業というものが上がっております。今

回、決算の金額のところには、執行額がゼ

ロ円ということで上がっておりますけれ

ども、以前、私が民生常任委員会に所属し

ていたときには、モニターの方たちが集ま

って、さまざまなテーマによって提言書を

出されるみたいな、そういう方式でやられ

ていたのから、この平成２８年度は内容を

大きく変えて取り組まれているというこ

とだったというように思います。中身につ

いても、ホームページのほうでどういうこ

とが出ているのかなということで見させ

てもらいましたけれども、多岐にわたって

ご意見も寄せられているというようなこ

と、市政モニター通信というのが１回目か

ら４回目まで出されているものも見せて

もらいましたけれども、こういった取り組

みに切りかえた経過と、それからまた、や

ってみた手応えみたいなところ、そういう

ものについて、最初に聞いてみたいと思い

ます。 

 ２点目です。市民活動支援課にかかわる

部分になりますが、コミュニティセンター

事業、別府のコミュニティセンターが新し

くできてというようなことでの質問は、こ

れまでも各委員がされましたが、別府の公

民館をコミュニティセンターに移転して、

公民館機能にかかわっての問題というよ

うなことがいろいろやっぱり建設時に議

論があったと思うのです。公民館機能を残

してということで講座とかも引き続きや

られている団体がたくさんありますし、ま

た、今度行われる別府のコミセン祭りなん

かも、ほかの公民館とも連携しながら取り

組まれるのも聞いているのですが、コミセ

ンの稼働状況なんかも一定この間聞かせ

てもらったのかなと思うのですが、公民館

を利用されていたクラブ等々の利用状況

について、きょうはお聞かせいただきたい

と思っております。 

 また、料金の問題で、公民館とコミュニ

ティセンターという施設の性質上、料金に

大分差があるということをお聞きしてお

りましたが、この初年度については、また、

経過措置で激変緩和みたいなことになる

のですかね。そういうようなことの取り組

みがされていると聞きましたが、そこらあ

たりの状況についても、お聞きしておきた

いと思います。 

 続いて、３点目は、市民課にかかわって

になります。窓口業務管理事業の中で、先

日の委員会でも窓口業務の委託の債務負

担行為で少しやりとりがありましたが、こ

の平成２８年度は以前からやられていた
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３年の契約が終わって、次４年目の随意契

約でというようなことでやられているよ

うなことを、そのときにお聞きしました。

前年と平成２８年度と委託の金額、そこの

あたりの差ですね。また、業務の中身につ

いての差、また業務の中身についての差、

そういうようなものがありましたら、改め

て決算の場ですから聞いておきたいとい

うように思います。 

 それから、４点目も市民課にかかわって

です。個人番号カード交付事業ということ

で先日もいろいろやりとりがありました。

その中で、個人番号カード等再交付手数料

ということで歳入が入っているというよ

うなことで、私も決算書を見ている中で、

この金額というのはなんだろうというよ

うなことで思っていた中で、議論の中で個

人番号カードそのものについては再交付

２４件というようなことは事務報告書に

載っていましたけれども、通知カードのほ

うの再交付が３７８件、そういうようなこ

とがあったという先日のお答えだったと

思うのですけれども、これだけ多くの方が

通知カードのほうの再交付を受けられる

というのは、どういう目的で受けられてお

るのか。その方が個人番号カードに切りか

える、そういう手続のために再交付を受け

られているのか、もしくは通知カードだけ

を手元に持っておきたいから再交付され

ているのか、ちょっとそこらあたりの担当

としての受けとめを聞いておきたいと思

います。 

 次に、５点目の質問です。文化スポーツ

課にかかわってになります。温水プール管

理事業ということで、この年度は３，０５

５万１，８４０円ということになっており

ます。その中で、これも私は事務報告書を

見ていて、利用者の方は教室で利用されて

いる方が結構多くおられるのですけれど

も、個人で利用されている方の多くが、夏

休みの無料利用の開放日のときに来られ

ているような状況です。大体個人で利用さ

れている方の約５％、年間の中で、それが

そこの時期にぐっと集中して来られてい

るということだと思うのですけれども、そ

ういう一定ニーズがありながら、なかなか

摂津市内にそういうプールを楽しめる施

設がありません。そういった中で、以前、

市民プールが閉鎖されて、跡地には、今、

市営住宅が建っている状況なのですけれ

ども、温水プールに隣接した空き地、今、

駐輪場等々に使われているのかなと認識

していますけれども、以前は温水プールの

建てかえ時に児童用の屋外プールなんか

も検討していくということが言われてい

た経緯があると思うのです。今でもそのこ

とを、担当所管が変更していっていますけ

れども、今の担当にもきちんと引き継がれ

ているのかどうか。また、やっぱり建てか

え時にといったって、温水プールをまだま

だ使用していくということで、プールの槽

も更新してということでやられている中

では、すぐにでもやっぱり欲しいなという

ニーズを、夏場、選挙の時期とかにもお聞

きしたりしておったのですけれども、そう

いったことで考えていける余地がないの

か、この際ですので聞いておきたいと思い

ます。 

 それから、６番目、これも文化スポーツ

課になります。体育施設管理事業で、南野

委員の先日の質問でもありましたけれど

も、大変利用件数の多い事業の一つに、ト

レーニング室の利用があったかと思うの

ですけれども、ここの点、市内に体育館が

３か所ということであります。以前だった

ら福祉会館の横に総合体育館があったと
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き、それから旧味舌体育館ということで摂

津小学校の敷地に体育館があった時期も

ありましたし、それがなくなって以降、旧

味舌、旧三宅のスポーツセンターという形

で、そこの統廃合後の小学校の体育館を開

放してというようなことがやられてきた

中では、今の時点では文化スポーツ課で所

管している体育館は３つだけというよう

なことでは、本当に足りていないんじゃな

いかなと思っております。そういった中で、

そこらあたりのニーズを踏まえて担当の

ほうで今後のお考えをお聞きしておきた

いと思います。 

 次に、産業振興課にかかわってです。７

番目の質問で、中小企業金融対策事業とい

うようなことで、この年度は２億５，５６

５万６，９９７円ということで、預託金を

大幅に増額して、制度の拡充をされている

のですけれども、この年度、制度改正を行

った中での効果について聞かせていただ

きたいと思います。 

 それから、８番目ですが、事業所データ

ベース維持管理事業、これは執行額はゼロ

円と、この年度はなっております。当初立

ち上げてから、随分たってきたのかなと思

っておりますけれども、この年度の中では、

特に何かしらの動きがあったのかどうか、

お聞きしておきたいと思います。 

 それから、次に９番目、通行量及び購買

実態調査事業ということで１５９万円、こ

れも執行されておりますが、この中身を今

後生かしていく方向性、先日、南野委員の

質問の中でもちょっと触れられていたの

かなと思うのですけれども、ここについて

は再度聞いておきたいと思います。 

 １０番目の質問、ちょっと産業振興課で

続きますけれども、南千里丘分室の管理事

業についてです。これは以前、我が会派の

委員のほうからも、去年の決算でもお聞き

していたかなと思うのですけれども、この

利用状況についてです。管理費として結構

支出しておりますが、家賃等々で入ってく

るのに比べてどうなのかというような議

論もあったかと思うのです。実際ここの利

用について、事務報告書でも幾つかの点に

ついては触れられていたかと思うのです

けれども、改めて、ここは聞いておきたい

と思います。 

 次、１１点目です。環境政策課にかかわ

ってです。環境衛生事業で決算執行額が６

０７万７，８２０円というのが上がってお

ります。事務報告書の１４７ページにその

中身が載っておるわけですけれども、衛生

害虫等相談及び駆除、処理の件数というよ

うなことで数が書かれていて、市民の方か

ら相談件数が多いものは、断トツに多いの

が蜂なんですね、１２２件相談があります。

次いでクモが３６件、ネズミが１７件とい

う相談ですけれども、実際駆除で出られて

いるのを見ると、ここでは蚊の予防なんか

にかかわっても含んでいたと思うのです

けれども２４０件、ゴキブリが６２件、毛

虫が５６件ということで、こういう表だけ

を見ると、随分と市民の方から来る相談と、

そういうのに対応できているのかなと見

受けられるのですけれども、ここの中身に

ついて聞かせていただけたらなと思いま

す。 

 次に、１２番目です。環境業務課にかか

わってです。ごみ収集処理事業ということ

で、この点については分別の変更がちょう

ど去年の１０月に行われております。去年

の年末の一般質問のときにも私はこの問

題を取り上げさせていただいたのですけ

れども、分別の変更を行った以降のごみの

状況、分別徹底をどのようにされてきてい
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るのか、できているのか、そういうような

ことについて環境業務課のほうに聞いて

おきたいと思います。 

 また、実際のごみの量です。燃えるごみ、

燃やせないごみ、それぞれ出ている量を事

務報告書で見たときには、そんなに大きく

変わっていないのかなという感じで見え

てくるのですけれども、環境センターのほ

うでも後ほど分別の変更があった以降の

処理の状況について、お聞かせいただきた

いと思います。 

 １３番目に、歳入のほうで環境業務課に

かかわる雑入なのですが、ペットボトル拠

出金というのがございまして、これは前年

度と比べておよそ半分ほどに大きく減っ

ているのかなと思います。ペットボトルの

出ている量についてはそんなに変わって

いないので、単価が切りかわっているのか

なと思うのですけれども、ここらあたりの

状況についてもお聞かせいただけたらな

と思います。 

 次に、環境センターの部分になりますが、

以前は下水道所管にあったし尿収集事業

が、今は環境部ができてから環境センター

の所管ということに切りかわって入って

おります。今の状況、クリーンセンターが

なくなって以降、やっぱり浄化槽汚泥やし

尿の処理にかかわって市内で処理ができ

ないという状況の中で他市にお願いして

処理をしてもらう状況が続いてきている

かと思いますが、状況の変化についてこの

年度どう受けとめておられるか、少し聞い

ておきたいと思います。 

 次に、もう一つ環境センターにかかわっ

てですが、ごみ処理施設維持管理事業です。

精密検査の項目にかかわって、先日の南野

委員の質問の答えでも超延命化というこ

とになりますか、それにかかわる費用が答

弁を聞いて５８億円と、大きな金額になる

のだなというようなことを改めて思うわ

けなのですけれども、広域化を今後進めて

いくという考え方の中で、やっぱり市内で

ごみが処理できる分のメリット、それから

広域にしたときのメリットそれぞれがあ

ると思うのですけれども、金額的な負担の

ことでいいましたら、やっぱり他市に依存

していくということになったときに、さっ

きのし尿の問題でもそうだと思うのです

けれども、量が少ない中でも処理費用に１

億円かかるのですよね。そういった中では、

ごみの処理についても、今は燃えないごみ

は茨木市に入れさせてもらっているとい

うことでやっていますけれども、そこらあ

たりの単価についてもどうなっていくの

か、なかなか市の中では決められないとい

うことがあると思うのです。今かかわって

いる炉の延命にかける費用というのは本

当に大きなものがあると思うのですけれ

ども、今後広域化したときにどれぐらいの

費用の負担になるのかなというようなこ

ともやっぱり考えておく必要があるのか

と思って。なかなか今の見積もりでこれだ

けというようなことは出にくいかと思う

のですけれども、少しお考えについて、考

え方というのは金額はぱっとは出てこな

いと思うのですけれども、先日の議論の中

のお答えの中から気になっていたもので、

聞いておきたいと思います。 

 次に、保健福祉課についてです。１６番

目の質問ですが、社会福祉法人指導監査事

業というのが平成２８年度、執行額が６万

５，６８３円出ております。予算では２７

万３，０００円というようなことの計上で

ありましたが、執行額がこれだけというよ

うなこともありまして、その中身の主なも

のとしては専門員の報酬が４万２，０００
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円というのがあるのかなと思いますが、お

ととし社会福祉法人桃林会のことがあり

ましたので、やっぱりここらあたりは大事

な問題なのかなと思っております。また、

これは以前は大阪府がやっていた事業と

いうことで認識していますし、私が以前、

民生常任委員会の委員をしていたときに、

大阪府からの権限移譲で幾つもの事業が

ある中で、本当に市でこういうことが対応

できるのかなというような質問をしたこ

とがあったかと思うのですよ。だから、体

制としては、専門員に入ってもらってやる

ということで今行われているのかと思う

のですけれども、その中身や体制の問題、

ここについてちょっとお聞きしておきた

いと思います。 

 １７番目です。同じく保健福祉課で、地

域福祉活動拠点整備補助事業でデイハウ

スましたの建てかえのことが先日もいろ

いろ議論されていきました。私も率直にこ

こにかかっている費用が割高なんじゃな

いのかなということも思いましたが、その

中身については課長のほうからもいろい

ろ説明がございました。その中で歳入のと

ころで、正雀川地下道上部空間維持管理負

担金９００万円という歳入がありますけ

れども、ここの一連の地域福祉活動等拠点

の整備と、あそこの十三高槻線のところの

アンダーパスの上部のそこのところに使

われていると思うのですけれども、そこの

部分、負担金９００万円というのはどこか

ら市に入っているのかというようなこと

と、どういう使われ方をしたのかというこ

とをお聞きしておきたいと思います。 

 次に、１８番目、もう一つ保健福祉課に

かかわりますが、歳入の衛生費は府の補助

金ということで、自殺対策緊急強化事業補

助金というようなものがございます。健康

せっつ２１の問題にかかわって、先日、南

野委員の答弁の中で自殺対策の問題での

講演をやったということが言われていた

かなと思うのですけれども、歳入２万９，

０００円ですから、そういったところに充

てられているのだと思うのですが、昨今、

自殺問題にかかわっては、連日のニュース、

新聞報道なんかでも自殺したいというこ

とで思い立った若い人たちがインターネ

ットのサイトでひっかかって、殺害の被害

に遭うみたいな事件なんかもあります。本

来だったら、自殺を思い立ってもそれを思

いとどまらせるという役割というのが社

会の中にはあるべきで、実際はそういう取

り組みがされていると私も認識しており

ます。毎年のように自殺者が３万人を超え

るということが言われてきた時期ですか

ら、そういう問題にかかわって、特段、摂

津市の中でやれる取り組みがないのかと

いうことでちょっと問題意識も持ちまし

たもので、この点について一つ、昨年度行

った中身でお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 続いて、１９番目に生活支援課にかかわ

る部分です。生活保護事業の中で、昨年大

きな変化の一つに住宅扶助の基準引き下

げというようなものがございました。ひと

り暮らしの方だったら、以前だったら４万

２，０００円が住宅扶助で、家賃の上限と

いうようなことで決められていたのが、３

万９，０００円に下げられています。そう

いった中で経過措置等もございましたけ

れども、実際には４万２，０００円から３

万９，０００円のところに住宅転居された

方もおられますし、また、大家なんかとの

交渉の中で家賃を引き下げてもらったと

いうようなことをされている方もおられ

ます。ただ、なかなかそういうことには至
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らずに、基準３万９，０００円に下がった

けれども４万２，０００円の家賃のところ

で生活費からそちらに持ち出しして、生活

されている方というのも一定数おられる

と私も聞いておるのですが、昨年度の決算

ですので、昨年の住宅扶助の実績を事務報

告書で見たら大方１，４００件ぐらいが年

間トータルの平均でおられる中で、どれぐ

らいの方が今回の住宅扶助の支援引き下

げの影響を受けておられるのかというこ

とについて、また、オーバーした家賃を自

己負担している方がどれぐらいいらっし

ゃるのかなというようなことでお聞きし

ておきたいと思います。 

 次に、高齢介護課にかかわってです。さ

まざまな事業をたくさん行われている中

で、その一つひとつを聞いていくともう時

間が幾らあっても足りなくなっていくの

ですけれども、昨年は、おととしの議会の

中で行革のメニューの中で幾つかの高齢

者の一般事業の廃止、縮小みたいな計画が

上がっていました。ただ、実際には、それ

は凍結というようなことで敬老事業であ

りますとか、高齢者日常生活支援事業とか、

そういった中の事業については継続して

取り組まれていると思います。ただ、受け

られる対象の方が年々減っている事業も

あるなと思っておるわけですけれども、そ

こらあたりの状況について、こういう行革

の中でメニューの再構築というか、本当に

求められている事業に切りかえていくと

いうことがあのときには言われていたと

思うのですよ。ただ、私らからしてみたら

必要性がなくなったとは思えないという

ようなことで、廃止、縮小に反対の意見も

言わせてもらったりしていましたけれど

も、実際の点で介護保険事業があったとし

て、それで介護保険の中身がいろいろとメ

ニューもふえてきて、これまでやっていた

事業は利用が少なくなっているというよ

うなものも確かにあると思うのですけれ

ども、そこらあたりの状況について、お聞

かせいただけたらなと思っております。 

 ２１番目で障害福祉課にかかわってで

す。ここもいろいろ言いたいこともあった

のですけれども、項目を絞ってです。１つ

は福祉タクシー事業です。決算額は４９０

万２，６５８円と書かれていて、事務報告

書にも受けておられる対象の方や交付さ

れている件数ですね。これは恐らくタクシ

ーの１メーター、最初の基本料金のところ

を割引してもらえるチケットで使われて

いる制度かなと認識しておりますけれど

も、障害者総合支援法、いろいろ法律も変

わってくる中で、障害の種別によって差別

しないということの中からいうと、精神障

害の方なんかについても対象になるべき

なのではないかなという思いももってお

ります。ちょっと従来の制度からしてみた

ら、そこは対象にならないのかなというこ

とで数字が上がっていませんので、そこの

確認の意味で聞かせていただけたらと思

います。 

 ２２番目に、障害福祉課にかかわっても

う１点、障害者虐待防止事業です。これも

先日の議論がありました。決算額はゼロ円

ということです。ただ、お話を聞いて、事

業の中身や必要性やそこのところも思っ

ているのですけれども、ただ、やる中身と

して、虐待が発生したときに対処するため

の予算的なものかなというようなことで

言えば、本当に未然に防止するための取り

組みというようなことがもっともっと要

るのではないのかなと私は思うわけです

けれども、そこらあたりで昨年取り組まれ

たことなどがありましたらお聞かせいた
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だきたいなと思います。 

 １回目の質問は以上です。 

○増永和起委員長 答弁をお願いします。 

 丹羽課長。 

○丹羽自治振興課長 それでは、自治振興

課にかかわりますご質問、市政モニターに

ついてご答弁させていただきます。 

 平成２７年度以前の市政モニター制度

につきましては、自治連合会、文化連盟、

老人クラブ連合会、青年会議所等々の団体

からご推薦いただいたメンバーに公募の

メンバーを加え、市政モニター制度を運営

しておりました。そこで年６回会議をされ、

提言書をまとめられ、市政に反映させてい

ただくというような制度でございました。 

 従前の市政モニター制度で課題となっ

ていましたのが、１点は構成年齢の偏りで

ございます。平成２６年度の市政モニター

委員の平均年齢でいきますと、６６．７歳

という形になっていました。そのような構

成になっていましたので、どうしても提言

書でいただく意見もちょっと偏りが見え

たというような問題点があったと聞いて

おります。 

 平成２８年度からは、市政モニター制度

につきまして全て公募とさせていただい

ております。また、ファクスや電子メール

などによる意見収集を加え、より幅広い世

代や在宅の方からもご意見をいただける

よう、新たな市政モニター制度へ見直しを

行ったところでございます。モニターにつ

きましては、一般公募させていただいたと

ころ、１６名で進めさせていただきまして、

任期の間に行政に対してさまざまな分野

に及ぶ５７件のご意見、ご要望をいただい

たところでございます。いただいたご要望

等につきましては、各所管課だけではなく

市長へもご報告させていただき、政策へ反

映させていただいているところでござい

ます。 

 平成２８年度からスタートしたところ

でございますが、以前は提言書で一つのテ

ーマに絞ってご意見をいただくという形

でございましたが、今回さまざまなご意見

をいただくということで、行政に対して広

い意見がいただけたと思っておりますの

と、平均年齢のほうも平成２８年度におき

ましては５１．２歳ということで、一定幅

広い年齢層の方にご参加いただけたと評

価しております。 

 現在、平成２８年度から実施いたしまし

た制度について、その活動内容の検証並び

に府内での同様の取り組みの状況調査を

しており、市民から市政に対するより多く

のご意見やご要望、さらに市政へ関心が高

まるような制度となりますよう、検討を行

っているところでございます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 船寺課長。 

○船寺市民活動支援課長 質問のうち、市

民活動支援課にかかわります部分につい

て、ご答弁申し上げます。 

 別府コミュニティセンターの元別府公

民館利用者の利用状況につきましては、別

府公民館クラブに登録されていましたク

ラブにつきましては、引き続き別府コミュ

ニティセンターの登録団体となられまし

て、今までどおり活動されております。ク

ラブの登録団体につきましては、週１回程

度に活動を定めて、年間を通して部屋の使

用が可能という利便性もございます。また、

施行前のワークショップ等でのご意見も

参考に施設の備品等も充実させており、利

便性の向上にもなったと考えております。 

 ご質問の使用料につきましても、各種団

体等の利用につきましては４割減免でさ



－10－ 

せていただいておりますが、登録クラブに

つきましては、平成２８年度は８．５割減

免、平成２９年度につきましては７．５割

減免、平成３０年度につきましては６割減

免というように経過措置を置きながら減

免制度を適用させていただいております。 

○増永和起委員長 川本課長。 

○川本市民課長 それでは、市民課にかか

わりますご質問にお答え申し上げます。 

 まず１点目、窓口業務委託の平成２８年

度と前年度平成２７年度の金額と中身の

差でございますが、まず委託金額につきま

しては、平成２８年度と平成２７年度が２，

７８６万４，０００円ということで、同様

の金額でございます。 

 委託業務の範囲でございますけれども、

これも平成２８年度と平成２７年度は、同

様の委託業務の範囲でございまして、変更

はございません。 

 続きまして、２点目、通知カードの再交

付の目的ということでございますけれど

も、再交付の大半の理由は、職場にマイナ

ンバーを提出する必要があるけれどもな

くしてしまったでありますとか、税の申告

で必要だけれどもなくしてしまった、年金

の手続に必要だけれどもなくしてしまっ

たということで、行政手続に必要だけれど

も紛失したという理由がほとんどでござ

います。 

 なお、マイナンバーカードの交付の際に

も通知カードの返納が必要となってまい

りますけれども、この場合につきましては

紛失届を書いていただくだけで手続が可

能となっておりますので、再交付の申請は

必要ございません。 

○増永和起委員長 妹尾課長。 

○妹尾文化スポーツ課長 それでは、弘委

員の文化スポーツ課に係りますご質問に

ついて、ご答弁申し上げます。 

 まず、１点目でございますが、市営住宅

建設時にその残地に児童用プールをとい

う件でございますが、そこにつきましては、

以前、温水プールの建てかえ時期に検討を

というお話をさせていただいておったと

思います。先ほど弘委員からもありました

が温水プールにつきましては修繕等を実

施して、老朽化の進行をおくらせる努力を

して運用しておるところでございます。平

成２９年３月に策定されました摂津市公

共施設等総合管理計画の中で、公共施設に

つきまして老朽化による機能等の低下が

見られるような施設については、更新もし

くは長寿命化の実施に向けた検討が必要

としております。今後、温水プールに関し

ましても、できるだけ長寿命化の実施とい

う形で考えておりますが、市全体の施設計

画、全体の中でそういった施設の内容につ

いては検討していく必要があるかと考え

ております。 

 ２点目でございますが、体育館の状況と、

トレーニングルームのことについてのお

問いであったと思います。現在、体育館に

つきましては、３館平均して約８０％の稼

働率がございます。現在、体育館が足りて

いないかどうかということでございます

けれども、稼働率から見ますと足りていな

いということはないかとは思っておりま

すが、トレーニングルームでありますとか、

アリーナの大きさの面でありますとか、機

能面につきましては市民の方からのご要

望があるとは思っております。 

 現在、よりスポーツができる環境を整備

ということについて、旧味舌小学校跡地で

の運動施設もしくは総合体育館建設とい

うところを、今、計画で上げさせていただ

いておるところでございます。その施設の
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計画の中で、そういった機能面につきまし

ても充実ができるような形で検討してま

いりたいと考えております。 

○増永和起委員長 池上部参事。 

○池上市民生活部参事 それでは、産業振

興課にかかわりますご質問にお答えさせ

ていただきます。 

 まず、中小企業金融対策事業の件であり

ますけれども、平成２８年度から制度の改

正を行っております。平成２８年度から融

資の限度額を今まで６００万円だったと

ころを１，０００万円に拡大、また、融資

期間を４年だったところを条件にもより

ますけれども最大７年以内ということで、

それぞれ拡充しております。その効果とい

うことなのですけれども、過去３年間の融

資の実績を見てみますと、平成２６年度は

２４件９，５００万円、平成２７年度が２

０件の９，０１８万円、拡充しました昨年

度、平成２８年度につきましては４６件２

億２，０５０万円という融資の実績となっ

ておりますので、一定効果というか、必要

とする方の役に立てたのではないかと考

えております。 

 続きまして、事業所データベース維持管

理事業の件ですけれども、事業所データベ

ースの事業につきましては、市内事業所の

情報を発信することで販路開拓や技術の

連携、研究開発など企業間取引のきっかけ

を提供することを目的としまして、平成１

５年に立ち上げたものでございます。その

後、何度かのリニューアルといいますか改

修を行い、デザインの変更や検索項目をふ

やすなど、使いやすくなるよう工夫を行っ

てきたところでございます。また、平成２

４年度には、事業所実態調査におきまして、

市内全件を訪問する中で事業所ネットへ

の参加、掲載を呼びかけまして、当時の最

新の状態に更新しましたけれども、その後、

一定更新はしておりますけれども、今のと

ころ当初の目的にかなった活用ができて

いるとは言いがたい状況でございます。今

後、リニューアルも含めまして、事業所ネ

ットの活用については、引き続き検討して

まいりたいと考えております。 

 続きまして、通行量及び購買実態調査事

業でございます。この調査の目的としまし

ては、市内の商業集積地域における人の流

動状況の調査を行いまして、経年の変化を

見ることによって顧客の動向を把握、また、

商業施設を訪れた方にインタビュー形式

で買い物に関する購買調査を行うことに

よりまして、消費者の購買行動の実態をは

じめ、買い物施設や活動に対する意見、利

便性等を把握し、今後の商業振興施策の資

料とすることを目的としているものでご

ざいます。調査の項目としましては、通行

量調査として対象地点を通行する歩行者、

自転車、ミニバイク等の通行状況の把握、

購買実態調査としまして、商業地区の来訪

者に対して購買等に対するアンケート調

査を実施したものでございます。 

 この調査の結果についてですけれども、

商工会や商業者団体へ情報提供を行いま

して、状況を把握する中で、商店街、商業

者、市も含めまして、関係者それぞれが商

業の活性化のために何をすべきか、また何

ができるのかについて考え、取り組む機会

となることを期待するものでございます。

昨年の調査の結果につきましては、今年３

月２３日ですけれども商業者を対象に報

告会を実施したところでございます。また、

報告書につきましては、図書館等にも配置

しておるところでございます。 

 続きまして、南千里丘の分室についてで

ございます。産業支援ルームの利用状況に
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ついてでございますけれども、産業支援ル

ームにつきましては、平成２６年１１月か

ら使用を開始しております。平成２６年度

は１１月からですけれども、就労支援のた

めの講座等で２３回、平成２７年度は同じ

くセミナー、講座等で６１回、平成２８年

度は６３回利用しております。 

○増永和起委員長 飯野課長。 

○飯野環境政策課長 それでは、環境政策

課にかかわりますご質問にお答えいたし

ます。 

 衛生害虫等のご相談と駆除の実績に関

するご質問ですが、衛生害虫駆除業務につ

きましては、主に市内の水路やマンホール

に対する蚊、ゴキブリなどの駆除や公共施

設の樹木への消毒により毛虫の駆除等を

行っております。一方で、蜂やクモの駆除

につきましては、事務報告書でクモが３６

件の相談に対し５件の駆除を行っており

ますけれども、ほとんどがセアカゴケグモ

ですが、こちらは１か所で大量に発生した

ものに対し駆除を行っております。それか

ら、蜂につきましては１２２件のご相談に

対し２３件の駆除を実施しておりますが、

こちらは摂津市蜂駆除実施要項に基づき

まして、例えば高齢者のみで構成されてい

る世帯ですとか、障害者のみで構成されて

いる世帯につきましては、全ての蜂に対し

まして駆除を行っております。また、スズ

メバチにつきましては危険性が高いので、

全てのものに委託業者により対応させて

いただいているものでございます。 

 それと、し尿処理に関するご質問につき

まして、現在、環境政策課のほうで所管し

ておりますので私のほうからお答えさせ

ていただきます。 

 し尿及び浄化槽汚泥の処理につきまし

ては、クリーンセンターの機能停止に伴い

まして、平成２５年１０月１日からし尿の

処理を豊能町に、浄化槽汚泥の処理を茨木

市にそれぞれ委託し、各市町に処理に係る

負担金を支払っております。今後も、し尿

及び浄化槽汚泥の減量の取り組みを進め

ていくとともに、両自治体への処理委託を

引き続きお願いしていきたいと考えてお

ります。 

 一方で、委託の継続が困難になった場合

に備えまして、他の自治体や民間企業への

委託ですとか、市域内での処理の方策につ

いても研究していかなければならないと

考えております。 

○増永和起委員長 三浦課長。 

○三浦環境業務課長 それでは、環境業務

課にかかわります２点のご質問にお答い

たします。 

 まず、容器包装プラスチック類の可燃ご

みへの区分変更についてでございます。区

分変更につきましては、事前に説明会等を

繰り返させていただきました。また、ホー

ムページ、広報等でも周知を図ってまいり

ました。さまざまな機会を用いて周知した

結果、市民の皆様方には十分理解いただけ

たかなと考えております。そのため分別変

更に伴って不燃ごみのプラスチック類、こ

れが可燃ごみに大量にまじっているとい

うことはございませんでした。それと、不

燃ごみの量につきましてですが、平成２７

年度比３５９トン、１６．９％の減となっ

ております。 

 続きまして、ペットボトル拠出金の減に

ついてでございます。ペットボトル拠出金

につきましては、ペットボトルの売却に伴

うもので、ペットボトルの売却につきまし

ては、公益財団法人日本容器包装リサイク

ル協会にお願いしているものでございま

す。売却量そのものにつきましては前年度
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とほぼ変動はございませんが、拠出単価が

大幅に減ったため、拠出金も減ったという

ことでございます。 

○増永和起委員長 鈴木部参事。 

○鈴木環境部参事 それでは、環境センタ

ーにかかわります２点のご質問にお答え

申し上げます。 

 １点目、１２番目の質問の平成２８年１

０月より包装容器等のプラスチックごみ

の焼却化について、ご答弁申し上げます。

環境センターでは燃えるごみの焼却を行

っており、平成２８年１０月より従来の燃

えるごみと新たに収集しました包装容器

等のプラスチックごみをあわせて焼却し

ております。平成２８年１０月から半年間

で、１万２，１６５トンを焼却いたしまし

た。また、包装容器等のプラスチックごみ

を焼却していない１年前の平成２７年１

０月からの半年間が１万１，７８４トンの

焼却になり、焼却の増としまして３８３ト

ンの増加となりまして、１年間に換算しま

すと約７６６トンになり、当初見込みまし

た、おおむね年間１，０００トンの増加に

なるのではないかという想定と、おおむね

計画どおりの量で進んでいるという認識

をしております。 

 次に２点目、１５番目の質問、ごみ処理

施設維持管理事業に係りますごみ処理の

広域化の考え方について、ご答弁申し上げ

ます。ごみの処理には、市内で焼き続ける

方法と近隣市と共同でごみ処理を行う広

域化の方法がございます。本市で焼き続け

るには、現地での建てかえが非常に困難で

ある、また、ほかに移転するのに適した候

補地がない。こういう状況を踏まえながら、

ごみ処理には相当のコストが今後もかか

っていく。また、環境に対する基準がさら

に厳しくなる傾向がありまして、一例を申

し上げますと、水銀対策におきましても１

焼却場ごとに対応していかなければなら

ないというような状況があります。こうい

うことを考えますと、広域化によりまして

焼却コストの低減、スケールメリットを図

っていく必要があろうかと考えておりま

して、現在、近隣市とごみ処理の広域化に

ついて協議を進めている状況でございま

す。 

○増永和起委員長 有場課長。 

○有場保健福祉課長 保健福祉課にかか

わります３点のご質問のうち、２点につい

て、お答えいたします。 

 まず、１点目でございます。社会福祉法

人指導監査事業の執行率等についてでご

ざいます。社会福祉法人指導監査事業です

けれども、この事業の中身、主な内容とし

ましては、専門員の報酬が大半を占めてお

ります。この専門員の報酬につきましては、

会計分野の監査において主に公認会計士

に同行いただくことを想定したものでご

ざいます。平成２８年度の予算につきまし

ては、市内６法人のうち２法人にかかわる

監査費用を計上しておりまして、各法人に

２回ずつ、計４回分の予算を計上しており

ましたが、ご承知のとおり市内の法人にお

きまして不祥事がございましたので、平成

２８年度は当初計画を延期して、その不祥

事の対応に当たることとしております。不

祥事事件への対応としましては、平成２８

年度は７回の随時監査を行いましたが、う

ち１回に公認会計士が同行し、その後、報

告をいただいております。決算額はこの分

の費用として支出したものでございます。 

 次に、監査の内容等につきましては、理

事会などの議事録、財務書類等の各種書類

の確認、役員や職員等への聞き取り調査を

実施し、法人のガバナンス体制や法令遵守、
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財務運営等が適切かどうかということを

確認しております。 

 職員の体制についてでございますが、社

会福祉法人指導監査事業につきましては、

今回のような不祥事事件があった場合は、

高度で専門的な知識が必要となりますし、

その対応についても多くの時間を割く必

要がございます。ですので、通常の業務と

の落差というか、かなり激しいような状況

にございます。この辺につきましては、本

市だけではなく各市とも苦慮していると

ころではございます。 

 ただ、この事業につきましては、府も含

めて情報の連携が活発でございまして、北

摂におきましては北摂ブロックで定期的

に情報交換の場を設けるなど連携を図っ

ております。また、保健福祉課内におきま

しても担当を複数名任命するなど、スキル

の承継ということを重視して体制の強化

に努めておるところでございます。 

 続きまして、２点目、地域福祉活動拠点

整備補助事業についてでございます。これ

につきましては、デイハウスましたの建て

かえ工事費用ということで先般の委員会

でもご答弁いたしましたとおり、建物の建

設費用に加えて十三高槻線アンダーパス

上部の外構費用、また旧デイハウスました

の解体費用等が含まれておりますので、通

常の工事費用よりは高く見えてしまうと

いうことでございます。 

 歳入につきまして、正雀川地下道上部空

間維持管理負担金についてでございます

が、これにつきましては、十三高槻線アン

ダーパス上部に本市がデイハウスました

を建築することになりましたので、これに

つきまして、上部の外構費用等を含めて一

体的に本市が整備しております。本来であ

るならば大阪府が負担すべき整備費用と

いうものにつきまして大阪府に負担して

いただき、工事費用に充当させていただい

たものでございます。平成２７年度は１０

０万円歳入がございました。平成２８年度

は９００万円ということで、計１，０００

万円ご負担いただいております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 川口参事。 

○川口保健福祉課参事 保健福祉課に係

ります自殺対策につきまして、ご答弁申し

上げます。 

 平成２８年度の自殺対策についての講

演会の内容についてでございます。平成２

８年度実施いたしましたのは、市内の高校

３年生を対象としまして、立命館大学の総

合心理学部の教授を講師にお招きいたし

まして、ストレス対処能力の向上をテーマ

に、生活上の困難やストレスに直面したと

きの対処方法などについてご講演をいた

だいております。参加者は３４５名ござい

ました。 

○増永和起委員長 大西課長。 

○大西生活支援課長 それでは、生活支援

課に係りますご質問について、ご答弁させ

ていただきます。 

 住宅扶助の基準改定につきましては、平

成２７年４月１４日付の厚生労働省社会

援護局長通知により、平成２７年７月１日

から基準改定となっております。それに伴

い、対象世帯の方に住宅扶助限度額改定に

ついて文書でのご案内を行うとともに、各

ケースワーカーからも家庭訪問時に基準

改定の説明を行ってまいりました。また、

基準改定に伴う家賃交渉についても、個別、

可能な限り、担当ケースワーカーが家主等

に理解を得られるよう丁寧に説明してま

いりました。転居につきましても、希望さ

れる世帯に対し敷金及び引っ越し費用の
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支援も個別に行ってまいりました。さらに、

平成２８年６月までは、旧基準での経過措

置を全対象世帯一律に実施し、それ以降に

ついても局長通知に基づき、直近の賃貸借

期間終了まで旧基準での適用としており

ます。 

 しかしながら、平成２８年度末時点で２

６０世帯、平成２９年１０月末時点で２４

３世帯の方が家賃についての幾分かの自

己負担をいただいている状況でございま

す。 

○増永和起委員長 吉田部参事。 

○吉田保健福祉部参事 それでは、高齢介

護課に係りますご質問について、お答えい

たします。 

 第５次行革で見直しになっている事業

で一時凍結ということで事業が行われて

いるか、利用者のほうが減少している事業

もあるがどのように考えられているかと

いうご質問かと思うのですけれども、事業

によっては必ずしも減少しているばかり

ではないし、事業によってもう見直しをさ

せていただいている事業もありますので、

主な事業に関して、簡単にご説明させてい

ただきます。 

 敬老祝い金等、７７歳、８８歳、９９歳、

１００歳以上に祝い金等をお配りする事

業ですけれども、事業に関しましては、対

象者の増により前年度比でしたら７４名

増の１，０９１名の方に配付させていただ

いております。また、社会福祉協議会への

ヘルパー派遣事業が挙がっていたかと思

うのですけれども、その事業に関しまして

は、利用対象者に関して平成２６年度から

利用実績がございませんで、平成２９年度

４月に総合事業を開始させていただいた

ときに、その事業と統合させていただいて

おります。この事業に関しましては、介護

保険の非該当の方に関してヘルパーサー

ビスが必要な方という条件でございます

ので、総合事業、ちょうど要支援１の方が

市町村の事業ということになっておりま

すので、チェックリスト等で総合事業のみ

を利用される方ということで対象になる

のではないかということで統合させてい

ただいておりました。特に平成２９年度に

入りましても、利用のご相談ということは、

今のところはございません。 

 住宅改造費用助成事業に関しましては、

平成２８年度の状況でございますが、前年

度比１名増の３名の方に関してさせてい

ただいておりましたが、この事業に関しま

しては平成２９年度、障害の制度に同じよ

うに住宅改造の制度がございますので、そ

ちらと統合させていただいております。市

の高齢者の所得基準は同様でしたが、高齢

者の住宅改造が上限６０万円という上限

でございまして、介護保険の住宅改修をあ

わせて６０万円ということでございます

が、障害の住宅改造が上限１００万円とい

うこともございますので、ただ、対象の方

に関しましては身障手帳をお持ちの方等

の条件はございますが、もともと、府の制

度でさせていただいた経過もございます

ので統合させていただいております。 

 続きまして、ふれあい入浴の対象者に関

しましては、利用者が前年度比で、これは

延べでございますが９７５人の減で２，３

８７名となっております。この事業に関し

ましては、公衆浴場に月１回無料で高齢者

の方等が入っていただくという事業でご

ざいますが、委託等をやっていただいてい

た公衆浴場が１か所なくなりまして、今２

か所というような状況でございますので、

利用者の減があったのかなと考えておる

状況でございます。 
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 あと、高齢者の事業で、利用の減がある

事業といたしましては、ショートステイ等

の一時預かりの市独自の事業というのが

ございまして、事業でいいますと高齢者日

常生活支援委託事業ということで、市内の

特別養護老人ホーム等に短期入所で市独

自で預かっていただく事業でございます

が、介護保険に同じ制度があるのですけれ

ども、介護保険の利用限度額を超えられた

方等が利用していただいておる事業でご

ざいます。利用実績に関しましては、前年

度比で４３日減の４５１日の利用でござ

いまして、延べ人数に関しましても２０人

減の２６９名という状況でございます。た

だ、この減に関しましてどのように考えて

いるのかということに関しましては、平成

２７年度、特別養護老人ホームの制度改正

の結果、待機者等が減っているということ

で、この介護保険の利用限度枠を超えられ

ている方とか入所待ちの方とかも結構お

られるというような状況で、在宅生活が難

しい方が利用している状況もございます

ので、その関係で特別養護老人ホーム等に

入れることで減っているのではないのか

なとは考えておるのですが、ただ、平成２

８年度の状況でしかまだわかりませんの

で、経過は見ながら考えていきたいと思っ

ている状況でございます。 

 主な事業に関しましては、減少している

のも個々の事業によってはあるのですけ

れども、高齢者の方々の事業、それ以外に

も例えば市の事業としましては、緊急通報

装置での見守り等の事業等がございまし

て、この事業に関しましては、主に６５歳

以上で、ひとり暮らしの方のご病気とかの

状態で緊急性が要る方で、中間独居の方も

対象になる事業でございますが、この事業

に関しましても、前年度比でいいますと２

４名減の１４５名という状況になってお

ります。ただ、この事業に関しましては、

高齢者の見守りの事業としてより使いや

すい方法として考えられないのかという

ことで、平成２８年度まではアナログ回線

しか利用できなかったのですけれども、平

成２９年度７月からデジタル回線のほう

も、ただ承諾書等を必要とさせていただい

て、デジタル回線等の場合は停電等になる

と結局使えないというような弊害もござ

いますので、今まで利用はしておらなかっ

たのですが、時代の流れでアナログ回線自

身がもう少なくなってきているのではな

いのかなという状況で、制度の変更等もさ

せていただいております。今後、利用の実

績がふえるように、ひとり暮らしの見守り

の申請等を見ながら、近隣各市の活用も考

えてすすめております。 

○増永和起委員長 森川課長。 

○森川障害福祉課長 それでは、障害福祉

課にかかわります２点のご質問にお答え

させていただきます。 

 まず、福祉タクシー事業で精神障害者も

対象になるべきではないのかというお問

いだったかと思いますけれども、福祉タク

シー事業につきましては、在宅の重度障害

者に対しましてタクシー料金の初乗り運

賃相当額のチケットを交付し、助成するこ

とによりまして、日常生活の利便と社会参

加の促進を図ることを目的としておりま

す。このことによりまして、在宅の重度障

害者における外出機会の提供の一助にな

っているのではないかと考えております。

対象者につきましては、身体障害者手帳

１・２級所持者、それから療育手帳Ａ所持

者で、精神障害者保健福祉手帳所持者は含

まれておりません。先ほど委員からお話が

ありましたように、現在、障害者の定義に
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は精神障害者も含まれておりまして、さま

ざまな障害福祉サービスは精神障害者も

対象となっているところからも、福祉タク

シー事業につきましても、今後見直しが必

要であると感じているところでございま

す。 

 次に、障害者虐待防止事業で未然に防止

するために昨年取り組んだ内容等につい

てでございますけれども、虐待予防の取り

組みにつきましては、まず虐待に関するこ

とを知ってもらうことが必要ではないか

と考えております。そのため取り組んでお

ります内容といたしましては、先日の南野

委員の質問時にもご答弁させていただき

ましたように、障害者虐待防止のための研

修会を行っております。平成２８年度につ

きましては、大阪府が実施しました研修会

への出席を行いましたが、平成２７年度で

は、障害者総合相談支援センターのセンタ

ー長を講師としまして、市内の障害福祉サ

ービス事業所の職員を対象といたしまし

た研修を実施しております。そのほかにも、

障害者虐待防止に関するポスター掲示で

ありますとか、ホームページ、広報紙への

掲載を行っております。広報紙につきまし

ては、今年度ではありますけれども、次号

であります１２月号、こちらにも障害者虐

待防止に関する記事掲載を予定している

ところでございます。 

○増永和起委員長 弘委員。 

○弘豊委員 それでは、２回目の質問をさ

せていただきたいと思います。 

 最初に、市政モニター事業にかかわって

なのですけれども、たくさんの意見が今回

のホームページを見たら平成２８年度の

実績ということで載っております。 

 一方で、平成２９年度に入ってからの部

分については、今の市のホームページのと

ころでは載ってないのですけれども、そこ

らあたりは取り組みの状況がわかるもの

があるのかどうか。今回、以前からずっと

続けてこられたのから切りかえた理由と

いうのも、おっしゃることも一定わかるの

ですけれども、ただ今回たくさん意見は出

ているのですけれども、個人と市役所のや

りとりなのかなみたいな感じで受け取ら

れて、以前のような、例えばモニター皆さ

んがお集まりになられて会合を開くとか

いうことがなかったのかなということ。例

えば、インターネットとかでつながってい

るような方たちでもオフ会みたいなこと

でやったりするのがあるじゃないですか。

そういうようなものがこういうところで

はなかったのかなということをお聞きし

ておきたいと思います。 

 それと、２番目、市民活動支援課の別府

コミュニティセンターのことになるので

すけれども、いろいろと開設前から公民館

との違いはとか、いろいろと公民館機能を

引き継ぐということだけれどもうまくい

くのかなどうなのかなというようなこと、

いろいろな、やっぱりご意見があったとい

うように思うのです。そんな中で、実際、

昨年から始まって、喜んでおられる方もた

くさんいらっしゃると思う反面、以前やっ

ていた公民館のクラブの中でもうやめら

れたというようなところなんかもあるよ

うにお聞きするのは、やっぱりちょっと残

念な面もありまして。そこらあたり、今後

料金については本来の料金の８．５割減免

から７．５割減免になって、６割減免にな

ってというようなことでいったら、どんど

んと倍ぐらいに上がっていくのかなとい

う感覚もあって、定期的に使われている人

たちにとっては負担になっていくのかな

と思うわけです。これは開設のときに決め
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たことだから、そのとおりにやっていくの

かなというようなことも思わなくもない

のですけれども、実際、稼働率との兼ね合

いからしたら、ほかの利用者との関係とか、

例えばホールの利用状況とかはなかなか

空きが多いみたいなことも聞いたりして

いますけれども、何かうまい調整方法がな

いのかなということも感じるわけですけ

れども、ここらあたりの点をお聞きしてお

きたいと思います。 

 次に、市民課の窓口業務管理事業の部分

です。窓口業務の委託の金額については、

平成２７年度、平成２８年度は変わりあり

ませんよと。契約の金額も同額ですよと。

仕事の中身も金額も同じというようなこ

となのですけれども、以前の委員会では、

ほかにパスポートの業務とか新しく入る

事務、それとマイナンバーとか、そういう

ようなことで、ほかの面でいろいろと大変

だから、その時期に契約のプロポーザルの

公募をかけるとか、そういうのが難しいと

いうのも何かちょっと腑に落ちないなと

いうような感じで思うのです。今回、また

来年度に向けて債務負担が上がって、契約

書の仕様書なんかも出てきているものを

見てみたら、以前と変わらない中身と思う

わけで、そうだったら、別におととしにや

ることもできたのではないのかなと普通

に思うのですけれども、そこらあたり、も

う一回聞かせてもらえないかなと思いま

す。 

 続いて、個人番号カードにかかわってな

のですけれども、通知カードの再交付を受

けられた方の状況について、お聞かせいた

だきました。やはり本人はマイナンバーを

別に持たなくても大丈夫かなと思ってい

たけれども、いろいろと会社との関係、ま

た年金の受け取り、また銀行なんかもそう

いうところで番号がどうしても要るのだ

みたいなことを割とかたくなに言われる

ところが多いというようなことも聞きま

した。以前、番号カードが始まる際に、私

は議会の一般質問のときに、市役所の中で

は番号カードを持たないことで不利益が

生じないように、そこらあたりは気をつけ

てやってくださいねということを言った

ことがあると思うのですけれども、いろい

ろな書類とか手続とかの事務にどうして

も番号の記入はしたくない、私はもう番号

を使いませんというような人は、以前もあ

りましたよね。そのことについては、そう

いうことで処理は受け付けるというよう

なことを役所はやっているけれども、民間

ではなかなかそうなっていないというこ

とがある中で、やっぱりカードを持ちたく

ないという方についても、こういう状況に

なってくるのだなというのが改めて感じ

るわけでございます。そういった点からし

ましたら、いろいろと現場ではご苦労があ

ると思うのですけれども、そもそものマイ

ナンバーについて市民の皆さんはこれが

安全、安心とか、全ての人たちに番号を振

られる、これが当然ということは思ってい

ないということの裏返しであると私は思

っています。そうであるけれども、やむな

くカードを持つという人が少なくなく、再

交付という形で出てきているのだと、担当

課としては認識もしてほしいなと思うの

です。先日の答弁の中で、安心して利用で

きますよということで市民の皆さんにさ

らにカードの交付を進めていくという立

場では、それがあるべき形ではないと私は

思っているので、そこのところはお願いし

たいと思っています。 

 それと、先ほどの答弁で、個人番号カー

ドの正式なカードを所持する申し込みの
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際には、通知カードがない場合には紛失・

遺失届を警察にも出して、そういう手続で、

それで５００円を払わなくてもカードの

交付というのはできると私は認識してい

るのですけれども、そこらあたりはそれで

いいわけですよね。だから、仮に通知カー

ドをなくして、そういう方が正式なカード

を入手しようと思ったときには、いわゆる

通知カードというのを改めて再申請する

必要はないと思うのですけれども、今回、

三百数十名の方たちは通知カードを再交

付というようなことで申し込んでおられ

て、これはやっぱりここでもこの人たちは

番号カードを持つ意思はなくて、通知カー

ドだけを手元に置いておこうかなという

ことなのか。そういうのがちょっと不思議

な感じがするなと思って、私は先日の答弁

を聞いていたのです。そこらあたりをもう

一度お聞かせいただきたいなと思います。 

 ５番目、温水プールにかかわってなので

すが、これはもう要望しておきますけれど

も、やっぱり今、市営住宅の裏の空き地に

なっている部分はもったいないなと、プー

ルを利用されている皆さんは思っておら

れるのです。でも、市民のニーズとしては

やっぱりあるということで受けとめてい

ただいて、それで、以前は温水プールの建

てかえの時期にというようなことでのお

答えだったけれども、本当にいつのことか

というようなことにどうしてもなるわけ

ですよ。だから、市民プールを閉鎖してい

たときの子どもたちはもう大人になって

という今でもそういう状況ですから、子ど

もたちに気軽に安心して遊ばせにいこう

というようなことで、無料開放のときにた

くさんの親子連れが来ているというよう

なことから見ても、そこのところはちょっ

と総合体育館事業のところで今大変だと

いうことがあったり、そこに多くの予算が

かかるというようなこともあるかとも思

いますけれども、児童用の室外プール、例

えばこれをつくるとしたら幾らぐらいか

かるのだというようなことも、一回試算し

ていただいて、そういうものを提案できる

ような準備も、もしできるようだったらや

っていっていただきたいなと思います。 

 体育施設の点についてであります。これ

も稼働率が全体としては８０％前後とい

うようなことがおっしゃられていまして、

また、市民のニーズにあったような設備に

ついても、今後の検討というようなことも

おっしゃられています。そういった点では、

やっぱり今の時点で利用実績の高いトレ

ーニングルームなんかであれば、今は味生

だけということですから、千里丘からでも

鳥飼からでも、やっぱりあそこに行かれて

いるというようなことが一定数おられる

と思うのです。そういった意味では、地域

で気軽にすっと行けるようなところにあ

るというのも大事かなと思います。 

 また、この間、保健福祉課が取り組んで

いますまちごとフィットネスというよう

なことで、ウォーキングと、それから健康

遊具というようなことで、そういうのも本

当にたくさんの方が利用されて、今、健康

推進に力を入れて取り組んでいるという

ことの中では、やっぱりスポーツ施設とい

うことも、そこのところは本当に密接に関

係してくると思います。吹田市や茨木市や、

そういったところなんかは、駅前に行った

らフィットネスは気軽に民間のところで

利用できるようなものがありますけれど

も、摂津市には残念ながらそういうのはな

いですよね。そういったことを民間が来て

やってくれたらいいなと思っておられる

方もいると思うのですけれども、なかなか
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そこのところがすっとすぐに実現すると

はならないですよね。例えば、オークワが

あるアトリウム南摂津のあいたスペース

にフィットネスクラブみたいなのが来る

かといったら、なかなかそういうふうには

なりませんし、今度、岸辺の健都のほうの

取り組みの中では、市内マンションの下と

かにでもできるのかなと思ったりします

けれども、きっとマンションの人しか利用

できないような、そういうことになるのか

なと。そう思えば、健康づくり、体育スポ

ーツ、そういった点に力を入れてやってい

く必要があると思いますので、ぜひ味舌な

り、総合体育館なり、そういったところも

ちょっと挙がりましたので、そこは検討を

加えて、ぜひぜひ実施もしていってほしい

と思います。これはもうどちらも要望とし

ておきます。 

 産業振興課にかかわって、７番目に中小

企業金融対策事業をお聞きしました。これ

は大幅に制度を拡充したということで、利

用される方もたくさんふえてということ

で喜んでいる声も私も聞いていますし、ま

た、預託金自身は銀行に預けた分はまた返

ってくる部分ですから、そこが大きく市の

財政を逼迫するようなものではないとい

うようなことも提案した当時から言われ

ていたことだと思いますので、ここのとこ

ろはまた中小企業のまちでこういう制度

を、大阪府内でもこれだけ充実した制度を

やっているのは摂津市ぐらいだというよ

うなことも胸を張ってもらってもいいと

思うのですけれども、その利用やアピール

についてもぜひ取り組んでもらえたらな

と思いますし、また、次の事業者データベ

ースのところに少しかかわりますけれど

も、ここのところで企業間とのつなぎ、マ

ッチングみたいなところで事業所ネット

を立ち上げていますけれども、事業所ネッ

トで今の摂津市の産業の取り組みなんか

と、そういうようなのがパソコンで気軽に

情報が入るというものに構築していくこ

とが必要なのではないかなと思っていま

す。平成１５年の立ち上げというようなこ

とをおっしゃられていましたから、つくっ

てから大分たって、よその市もいろいろな

事業所ネットみたいなことで、摂津市のペ

ージを開いてリンクで飛ぶところも幾つ

かあって、そういうところを見て比べてみ

ても、ちょっと改善が必要だな思っており

ますので、ここらあたりはまた課題として

取り組んでいただけたらなと思っており

ます。 

 通行量及び購買実態調査事業のところ

も次の活用に向けて考えておられるとい

うようなことですけれども、商工会、商店

連合会は報告会などを実施して対応もし

ていっているというようなことですけれ

ども、次のアクションプランというか、中

小企業、商工、商店でさまざまかかわって

くると思うのですけれども、そこをつくっ

ていく基礎資料にも、こういうのはなって

いくと思うのですが、そこでいったら市内

の中小企業の実態調査みたいなのもまた

また取り組んでいく必要があるのかなと

思っているのですけれども、そこらあたり

のお考えがないのか、聞いておきたいと思

います。 

 １０番目の南千里丘の分室の関係です。

これはもう最初に指摘したときから比べ

ると、利用の回数はふえているのかなと思

いますが、でも、やっぱりあの場所で今の

実態からしたらもったいないなと思いま

す。今は産業支援ルームということで産業

振興課が所管して、商工会や、そういうつ

ながりかと思うのですけれども、２階は保
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育所ですよね。保健、子育て支援やそうい

ったところからのアプローチや、庁内全体

のところを含めて、あそこの場所を産業振

興に固定する必要が本当にあるのかなと

いうことなんかも含めて、もっと有効な利

用方法がないのかについて、そういう検討

を行っていただきたいと思うのですけれ

ども、できれば部長か副市長かにお答えい

ただけたらなと思います。 

 続いて、１１番で環境衛生事業です。お

っしゃられたように、市民の皆さんからの

相談全てに出動しているわけではないで

すよということ、ネズミや蜂やそういうも

のについては基本個人で対処してもらう

というのがあるということですよね。ただ、

やっぱりおっしゃられたみたいに、なかな

か、ひとり暮らしで高齢でとか障害があっ

てとか、ご自分では対応できないところに

はやっぱり飛んでいってやってもらうと

いう体制が要ると思っています。以前、こ

この事業を保健福祉が担っていたときに、

防疫業務とか、そういったものについて全

部民間委託に切りかわってしまっている

のかなとも思っていましたけれども、ただ、

今、防疫車両の管理事業とかがあって、そ

このところは環境政策課の職員、お話を聞

いていたら再任用の方でというようなこ

とで聞きましたけれども、飛んでいって。

地域でアシナガバチの巣があって、それを

取りに来ているところにたまたま出くわ

して、状況をその職員の方からお聞きした

のですけれども、こういうことを続けてや

ってくれているのだなということが、私は

うれしいと思っているのです。だから、そ

ういった点からして、いろいろな相談を市

民の方から、あれはどうしたらいい、これ

はどうしたらいい、もちろんご自分で対応

できるところもある、そこのところはやっ

ぱり個人でやってもらうことは大事です

けれども、市の職員がもしものときには駆

けつけてやってくれる安心感というか、そ

ういうのがすごく大事だと思っておりま

すので、引き続きお願いしておきたいと思

います。 

 また、豪雨時とか雨で汚水があふれたり

とか、そういったときに消毒に行ってもら

うのとかも、これも緊急ですぐにぱっと市

の職員が出ていけるという体制について

も、今おられる再任用の職員が終わられた

後を引き継ぐような人というのがいるの

かどうか、そこだけちょっと聞いておきた

いと思います。 

 それから、し尿収集事業のほうも、先ほ

ど環境政策のほうでお答えいただきまし

た。これは、やっぱりクリーンセンターが

なくなってから将来どうなるのだろうと

いうことを、あのとき、さまざま議論して

いたと思うのですよ。建設常任委員会のほ

うで話をしていましたが、やっぱり将来的

には下水の接続率を１００％にして、ここ

の量を減らしていくというようなことも

挙げられて、浄化槽の部分も、浄化槽をご

自分でつくられて、それがあるのに下水に

接続するのはとかというのもなかなか課

題があると思うのですけれども、今後の下

水整備が進んだら、し尿や浄化槽汚泥とか

も量がさらに減ってというようなことに

なったときに、いつまでも豊能町というふ

うにね。私は、先月、豊能町の市制施行４

０周年の記念行事というのが行われてい

て、副議長だったので行かせてもらったの

ですけれども、道中、往復やっぱり距離が

あるのを、改めてこれを毎日、摂津市のバ

キュームはここを走っているのだなとい

うことを思いながら行ってきたのですけ

れども、今はお世話になりますというよう
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なことでご挨拶してきましたけれども、で

もやっぱりいつまでもということにはな

らないような、そういう対策をどこかで考

えていかないといけないのだろうと思っ

ておりますので、その点については、また

下水のほうなんかともしっかり連携をと

って、やっていってもらいたいなと思いま

す。 

 次に、環境業務課の部分です。ごみ収集

処理事業で分別の変更後の状況をお聞き

しました。多量に燃やせないごみが燃える

ごみにまざってということは、そこまでは

ないということですけれども、やっぱりい

ろいろな方から声を聞いていると、プラス

チック容器が燃えるのだったらペットボ

トルなんかも燃やせるんじゃないのとい

うような声があったり、でも、それは資源

だからちゃんと分けてくださいよとかっ

て、そういう話も巷ではするわけです。そ

ういった点では、丁寧な市民の皆さんへの

説明も大事だと思いますし、ごみ減量推進

員とかが以前分別の細かい徹底を一生懸

命地域の皆さんにやっておられたという

ことからして、随分と今回それが緩くなっ

たというか、そこでモチベーションが下が

っていないかなとかいうこともあるわけ

です。また、燃やせないごみがやっぱりま

ざってしまうというような中で、環境セン

ターのごみの焼却炉のほうにそういうの

が影響が出てくるようなことにはやっぱ

りしたらいかんと、今の時期やから特に思

うことでありますので、そこらあたりの対

策について改めて聞いておきたいなと思

っております。 

 それと、先日の南野委員の質問の中で挙

がっていたのですけれども、パッカー車に

ライターやガスボンベやそういうような

ものが投入されて、車両火災が起きること

がよくあるというようにおっしゃってい

ましたが、私もその場面に出くわしたこと

が実はあるのです。ただ、そこの収集地域

はもう委託の地域でしたので、そういうこ

とが起きているけれども、なかなか議会に

おる私らなんかにも報告とかは来ないの

ですよ。数年前に市のパッカー車で車両火

災があったときには、すぐにこんなことが

ありましたという報告が来ていたけれど

も、民間委託しているエリアがもうおよそ

半分になっている中で、そういうことは頻

繁に起きているのかなということを改め

て聞きたいと思いますし、また、本会議で

は車両の事故のことが何点か報告されま

したけれども、パッカー車は大きな車で狭

い路地を午前中に回り切ってしまおうと

いうようなことで走るわけですよね。そん

な中で民間の委託している地域のそうい

う事故というのは年間にどれぐらい報告

があるものなのか、この際ですから聞いて

おきたいと思います。 

 あと、ペットボトルの拠出金なのですけ

れども、ポリ単価が下がったというような

ことをお聞きしました。単価の下がる原因

というか、毎年のように変動があるとお聞

きしていますけれども、以前もそういうこ

とを聞いたことがあったと思うのですけ

れども、半分に下がるって結構大きな影響

ですよね。そこらあたり、原因がもしある

ようでしたらお聞かせいただきたいと思

います。 

 それと、環境センターごみ処理施設維持

管理事業のところについては、おっしゃら

れることはそのとおりだなと思いながら

聞いているのですけれども、ただ、やっぱ

り摂津市のごみを広域化というようなこ

とでいったら、いわゆるおんぶにだっこみ

たいな形で相手のほうにお願いするとい
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うことにどうしてもなるのかなと思うの

です。持ちつ持たれつみたいな関係で協力

して広域化という形ではないような、そう

いう形のときにいろいろな弊害、デメリッ

トというのが逆にあるのかなと私は思っ

ているのです。以前、数年前ですけれども、

一般質問で小金井市の話、ごみを周りの近

隣の市がどこも受け入れてくれなくなっ

て、ごみ非常事態宣言ということで大きく

報じられましたよね。ああいうことがやっ

ぱりあってはならないということもある

ので、ここらあたり、しっかりと再度考え

を持っていってもらいたいと思っており

ます。ここも先日の議論もありましたら答

弁は結構です。 

 続いて、保健福祉課にかかわっての部分

です。社会福祉法人指導監査事業、これは

昨年の問題で平成２８年度は結構そこに

手がとられたんだということですよね。な

かなかほかの法人に監査に回るまで手が

届かなかったということなのかなと思う

のですが、体制やノウハウやそういったも

のがなかなか市の担当課で持てない中で、

こういう専門的な監査をやっていくとい

うことになっているわけなので、ここのと

ころは、とりわけやっぱり問題があった次

の年度というようなことだけに、やっぱり

気になるところだと思っているのです。だ

から、ほかの法人は大丈夫なのかなとか、

指導せなあかんことがないのかなとか、そ

ういうようなことも率直に思うので、そこ

のところをもう一回聞かせてもらいたい

のですが。市がここの対象とする社会福祉

法人、市内何法人になるのかです。今はイ

レギュラーな感じだけれども、大体どれぐ

らいのペースで、その全事業所の監査が行

われていくのかということを聞かせてい

ただきたいと思います。 

 次に、デイハウスましたの正雀川地下道

上部の空間なのですけれども、私も正雀の

あのあたりはよく通るのですけれども、あ

そこができたときにアスファルトに、ぴた

っとしちゃったじゃないですか。あのとき

に、えっと思って、正雀川の上から先に吹

田市は南正雀の自治会館が建って、公園広

場に藤棚や木々の植栽なんかもあそこは

あるのですけれども、ぱっと振り返って正

雀を見ると、真っ黒の駐車場という感じで

どうしても見えてしまうのです。そういっ

た点でいうと、どうしてそうなったのかな

とか、予算的なものなのかなということを

思わざるを得ないのですが、ちょっとそこ

らの経緯を、もしお答えできるようでした

らお願いしたいと思っております。 

 次に、自殺対策緊急強化事業補助金です。

私もこのことを項目が挙がっていたので

気になって、いろいろ調べて、大阪府が出

している自殺の概要というのが去年、平成

２８年版がありました。自殺防止緊急対策

事業は、およそ１０年ほど前にやっぱりも

う大変だというようなことで国のほうも

法律をつくって、そのあたりから、ある意

味、本腰を入れての取り組みというような

ことが始まっているのかなと思うのです

けれども、最近の自殺者の推移を見たら減

少傾向で下がってきているのは、これはう

れしいと思うのです。ただ、なかなかその

減り幅も、ぐんと減っているわけでもない

のかなと。年間、平成２８年でいきました

ら、全国で２万１，８９７件、大阪府では

１，２３８件、その中に摂津市の市民の方

も含まれているのかなと思うわけであり

ます。そういった点では、やっぱり予防と

いうようなことがすごく大事で、ただ、自

殺というのは、その本人だけの問題ではな

くて、社会的に追い込まれて追い込まれて
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死を選ぶ方が多いということからしてみ

たら、社会全体がやっぱりそこの問題につ

いて取り組んでいくというようなことが

必要だと思います。自治体として取り組め

る中身も限られているのかなと思いなが

ら、先ほど聞かせていただきました講演、

それからまた啓発とかも大事だとは思う

のですけれども、具体的に目に見える形で

摂津市がこんなことに取り組んでいるこ

とがあればなというようなことも私は思

った次第です。 

 それで、例えばなのですけれども、鉄道

への飛び込みでの自殺というのが直近で

も二、三件、やっぱりございました。そう

いうことからして、例えば、阪急摂津市駅

近くの坪井踏切とか。よそで取り組まれて

いる青色ライトで、夜間、そういうのが犯

罪抑止や自殺防止に有効だということで

取り組まれているところがあると聞きま

した。駅のホームとかにもそういうのは設

置されているところがございます。科学的

にそれが本当に効果があるというような

ことについては、ちゃんと実証されていな

いというようにも言われておりますけれ

ども、ただ、そういうのを設置したことで

減っているという統計上のそういうもの

らしいです。この近くでもＪＲ東淀川駅の

ところ、駅のすぐそばの踏切が、あそこも

あかずの踏切なのですよね。強引にもあそ

こに進入しちゃうということの抑止をす

る効果もあるようなこともお聞きしまし

たが、そういう取り組みがされていると聞

いております。そんなことができないのか、

もしくは、そういうことではなくても、こ

ういうものを今考えているところがあり

ますよ、とかいうようなのがあれば、お聞

かせいただけたらなと思います。 

 １９番、生活保護事業の住宅扶助にかか

わってです。先ほど課長がおっしゃられた

みたいに、対象になられて影響を受けられ

ている方が大勢いらっしゃって、個々に対

応して、ワーカーの皆さんも大家との家賃

交渉にもかかわってくれているケースも

あるということであります。ただ、これは

本当に法律そのものがやっぱり下がって

しまっているというようなことが根本の

ところで残念な状況なのですけれども、そ

ういった中で本当に自己負担されている

当人にしてみたら、本当に最低限度の生活

をさらに削って家賃に回しているという

ようなことですから、まだ二百数十件、そ

ういった状況が残っているというような

ことに対しては、きちんと対処してほしい

と思います。 

 厚生労働省の局長通知で、特別なケース

のときには差額分、基準をオーバーしても

出すということなわけでありますけれど

も、やっぱりここのところについては本当

に取り組んでいただきたい。以前、委員会

で増永委員が質問したとき、そのときは摂

津市は対象になっている方はいませんよ

というようなことだったかと思うのです

けれども、本当にいないのかなと私は思っ

ていて、先日、相談をお聞きした方なんか

は、やっぱりもう高齢だから転居も考えた

らどうかというようなことをワーカーに

言われたけれども、自分はもうここでとい

うようなことでオーバーした家賃をかぶ

っていらっしゃいます。そういった方だっ

たり、また、障害のある方なんかで精神の

関係でなかなか本当に移動が困難とか、大

家との交渉とかってワーカーに言われた

けれども、本人はとてもとてもそんなこと

は自力ではようできないといったことを

おっしゃっている方もやっぱりおられま

す。ここのところは、引き続き、しっかり
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と取り組んでいっていただかないといけ

ないかなと思います。 

 とりわけ経過措置が終わって、今負担さ

れているけれども、そういった対象の中で

本当に局長通知で対応できる人がいない

のでしょうか。そこらあたり、もう一回お

聞きしておきたいと思います。 

 ２０番目、高齢者施策にかかわってです。

さまざま、いろいろな事業にかかわってで

すから、先ほど答弁ありがとうございます。

大体いろいろな制度自身で補う制度があ

って、置きかわってというようなことだっ

たら事業の縮小というようなことも考え

られるのかもしれないのだけれども、以前

行革の対象に多く上がって、今、凍結にな

っている部分でいったら、受けておられる

方にとっては本当に大事なんだというも

のも含まれていたかと思うのですよ。鍼灸

マッサージの助成なんかにしたってそう

だと思うし、それから、緊急通報装置、こ

れは行革のところには挙がっていなかっ

たと思うのですけれども、これも改善され

るということでうれしいなと思ってお聞

きしておったのですけれども、引き続き、

一つひとつ市のやる事業の中身、独自事業

として、受けられる対象が少なくてもやっ

ぱりこれは必要だと。少なくなったら少な

くなったで出ていく予算も減っていくの

だから、そういうようなことは残しておく、

そういうことについて要望としておきた

いと思います。 

 あと、障害福祉課にかかわる部分で福祉

タクシー事業のことを質問させてもらい

ました。これも、先ほどの高齢者事業でい

ろいろ再構築が図られていっているとい

うことの中身、国や大阪府なんかの変化も

ある中ですけれども、福祉医療の再構築と

いうようなことがこないだ本会議で上が

ったじゃないですか。あれは議決されまし

たけれども、あの中でも高齢者施策でこれ

まで取り組んできたものを障害者施策に

というようなことで移行しているものの

中身には、認知症高齢者の方たちは精神障

害の手帳をお持ちになられていて、福祉医

療を受けておられて、そういう方たちが今

度からは障害者医療の制度になっていく

わけですよね。そういったことからしたら、

ここのところの福祉タクシーとかも大変

大事な取り組みとして対象を広げていく

ことは必要かなと思っております。 

 ここも、私がつい先日かかわった方で、

もう７０代のご主人に、ちょっと若い奥さ

んがいるのですけれども、奥さんはもうう

つで、家にひきこもっていて、ほとんど外

に出られないんですよ。近くのお店に買い

物に行こうと言っても近くは顔がさすか

ら行きたくないというようなことで、月に

１回だけ他市の商業施設にご主人がタク

シーで引っ張り出して連れていくという

ようなことをおっしゃっていました。本当

にそういったことでないと外に出られな

いというような方もおられますし、ぜひぜ

ひ、ここらあたりのところは改善をお願い

したいと思います。要望としておきます。 

 障害者虐待防止事業にかかわって、最後

お聞きしておきたいのですけれども、これ

もやっぱり起きてからということももち

ろん大事ですけれども、予防、事前に起こ

さないというようなことがすごく大事で、

ただ、私も以前は障害者の福祉施設で働い

ていて、事業にかかわってきましたけれど

も、本当に介護の中で追い詰められて、そ

うなってしまうというケースもあります

し、また、日常的にその家族の間だからと

いうようなことで、子どもがなかなか言葉

で言ってわからないから手が出るのだと
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いうようなことを、そういうのを当たり前

のように受けとめておられる家族の方と

いうのがやっぱり少なくない数いらっし

ゃると思うのですよ。私が施設で働いてい

たときにも、そこの親が言うことを聞かな

かったら手を挙げていいからねと言うの

ですけれども、そんなことはもちろんしな

いですけれどもね。そこのところをやっぱ

り説得して、そうじゃないでしょうと言っ

ていくのも大事なことだと思うのですよ。

障害者差別禁止法とか、虐待防止法とか法

律ができる背景とか、それ以前に、もう当

たり前のようにしてしまっていたことを、

そうじゃないのだということを伝えてい

くような、そういう啓発も大事で、ただ、

当事者のそれ虐待、虐待という言葉を使う

ともうすごく抵抗を持って反発して、話に

ならないというような、そういう事例が結

構あるので、いろいろなソフトの面からの

アプローチも含めて、これは大事な仕事だ

と思っていますし、この事業の中で何かし

らそういう具体的な予算もつけてやって

いくようなことが必要なんじゃないかな

と思いますので、ここのところも要望とし

てお願いしておきたいと思います。 

○増永和起委員長 それでは、暫時休憩し

ます。 

（午前１１時５５分 休憩） 

（午後 ０時４５分 再開） 

○増永和起委員長 それでは、再開いたし

ます。 

 休憩前に引き続き、質疑を行います。 

 答弁求めます。 

 丹羽課長。 

○丹羽自治振興課長 それでは市政モニ

ター制度にかかわります、ご質問にご答弁

させていただきます。 

 平成２９年度の市政モニター制度の状

況でございますが、モニター募集をさせて

いただき１３名の方の申し込みがござい

ました。現在１回目の意見募集をさせてい

ただき６名のモニターの方から２２件の

ご意見をいただいているところでござい

ます。現在、ご意見の内容を整理し、所管

課へ回覧させていただいているところで

ございます。その後、意見集約を行い、モ

ニター通信を作成し、公開してまいります。 

 従前の市政モニター制度でモニターの

方から、会議が負担になるとのお声もあり、

モニターの負担軽減、さらに気軽に本制度

にご参加いただけるようメール、ファクス

でのやりとりを中心とした制度に変更し

たところでございます。 

 モニターの方々にご参集いただいては

とのことでございましたが、今後の検討項

目の１つとさせていただきたいというふ

うに考えております。 

○増永和起委員長 船寺課長。 

○船寺市民活動支援課長 別府コミュニ

ティセンターに関しましてのご答弁を申

し上げます。 

 利用率等がまだまだ低いのではないか

というご指摘でございますが、できまして

まだ１年足らずの施設でございますので、

なかなか利用率が上がってこないのはご

指摘のとおりでございます。ただ、先日も

ご答弁させていただきましたように、市民

活動支援課が主催します、講座であります

とか、施設管理公社でやっておられます、

講座でありますとか、いろんな形でですね、

まず施設を知ってもらって来ていただけ

るようにＰＲを兼ねてやっていきたいな

と考えております。 

 市民活動支援課でやっております連続

講座等につきましては終了後に、クラブ化

を目指していただけるよう、参加者にもお
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声がけさせていただきまして、今年度につ

きましては１つがクラブ化になりました。

もう１件、今お声がけさせていただいてい

る途中で、多分クラブ化できそうで、クラ

ブがふえていくことによって利用率も上

がっていくものと考えております。 

 また、利用料につきましては市の公共施

設等の利用料金等に基づいて決められた

ものだと聞いております。減免措置等につ

いても経過措置を置きながら利用者にと

っては便利な施設として活用をしていた

だいております。ささいなことではござい

ますが１１月１９日の祭りに向けまして

予行練習をしたいというようなご意見も

多ございましたので、クラブで借りていた

だくにはお金がかかるということで、市民

活動支援課のほうでホールを借りて、予行

練習を２日ほど追加しまして、無料で利用

できるような、工夫もしております。今後

とも市民の方に、利用者の方に親しんでい

ただけるような施設づくりに努めていき

たいと考えております。 

○増永和起委員長 川本課長。 

○川本市民課長 まず、窓口業務委託につ

きまして、平成２８年度にプロポーザルを

せず単年度の随意契約したかという、こと

ですけれども、窓口業務委託をスタートし

ましたのが、平成２５年度からでございま

して、当初は３年間の委託期間でございま

した。 

 本来であれば、平成２５年度、平成２６

年度、平成２７年度の、３年間でございま

すので、平成２８年度から再度プロポーザ

ルをして業者選考して３年間あるいは５

年間と、するところでございますが、平成

２８年度からプロポーザル等をしようと

思えば平成２７年度の夏か秋ぐらいには

その準備を始めなければならないという

ことでございまして、その当時は、平成２

７年１０月からマイナンバー制度の開始

が予定されておりました。 

 また、翌２８年１月にはマイナンバーカ

ードの交付が予定されておりました。その

翌月の２月には本市でコンビニ交付の運

用の開始が予定されていました。 

 そういった中で、当時はマイナンバーカ

ードがどれだけ普及するのか、また、コン

ビニ交付がどれだけ利用されるのか、非常

に不透明な状態でございました。それによ

って窓口業務の取り扱い件数であります

とか、また、窓口業務そのもののあり方も

大きく変わってまいる状況でございまし

た。 

 そういった過渡期の中で万が一、業者を

変更するとなれば、市民サービスが不安定

になりまして、市民サービスの低下を招き

かねないということでございましたので、

平成２８年度につきましては、単年度で随

意契約をしたということでございます。 

 今回、ようやくマイナンバー制度開始か

ら２年が経過しまして、一定業務の見通し

もついてまいりましたので、改めて先だっ

ての議会で、債務負担行為の議決を受けま

して、今後業者選定をしてまいるところで

ございます。 

 続きまして、通知カードの再交付の件で

ございますけれども、我々、市民の方が窓

口に通知カードをなくしたからマイナン

バーを教えてほしいと申し出に来られた

際に、３つの方法をご案内しております。 

 一つは、通知カードそのものを５００円

で再交付します。もう一つは、無料でマイ

ナンバーカードが作成できます。もう一つ

は、マイナンバー入りの住民票を３００円

で交付できます。この３つの方法を提示し

まして、市民の方に選択していただいてお



－28－ 

ります。 

 そういった中で、通知カードの再交付が

平成２８年度につきましては３９６件と

いうことでございました。 

 統計はとっておりませんけれども、マイ

ナンバーカードをつくるという方も相当

数いらっしゃいました。そういう状況でご

ざいます。 

○増永和起委員長 池上部参事。 

○池上市民生活部参事 それでは、弘委員

の２回目のご質問にお答えいたします。 

 通行量調査も、今後アクションプランの

資料にもつながるんじゃないかというこ

とで、あとまたそれ以外に事業所の実態調

査にも取り組むべきではないかというよ

うなお問いでございますが、通行量調査も

含めまして、各種調査については、産業振

興施策を立てる上で貴重な資料となるも

のでございます。 

 今後、摂津市の産業振興アクションプラ

ンの改定につきましても現在考えており

ますことから、方法はどうなるかわかりま

せんけれども、現在の市内事業所の状況を

把握するために調査は必要であり、今後実

施してまいりたいと考えております。 

○増永和起委員長 野村部長。 

○野村市民生活部長 南千里丘分室の利

用状況についてということでございます。 

 この問題につきましては、以前からこの

民生常任委員会でもいろいろご議論いた

だいてきているところでございます。市と

いたしましては産業振興を目的とした事

業などで利用をしていくということでや

っております。ただ、現状施設を管理する

常駐の職員も配置されていないことや、建

物の管理上いろいろ制約があるという理

由から、結果としては産業振興に係る市の

主催事業であったり、会議または市商工会

主催事業等の使用にとどまっているとい

うことで、それらの利用で若干ですけど、

年々ふえてきてるということで委員から

ご感想をいただいたところでございます。 

 そのような状況でございますけども、先

ほど委員からもご指摘いただきましたよ

うにせっかくの施設でございますので、ど

こまで幅広く使えるかということも含め

まして、今後有効に活用できるように内部

で検討していきたいと思っております。 

○増永和起委員長 飯野課長。 

○飯野環境政策課長 環境衛生事業に関

する質問にお答えいたします。 

 衛生害虫の駆除につきましては、ご指摘

のとおり現在再任用職員が中心となって

対応しておりますが、緊急の駆除の際は可

能な限り、複数で現場に出向くようにし、

技術と知識が引き継がれるように意識し

ております。今後も技術や知識がしっかり

継承できるよう取り組んでまいりたいと

考えております。 

○増永和起委員長 三浦課長。 

○三浦環境業務課長 はい、それでは環境

業務課に係るご質問にお答えいたいます。 

 まず、分別区分の変更に伴うごみ減量推

進員のモチベーションについてでござい

ます。 

 今回の分別変更をする以前から、事前に

ごみ減量推進員に、十分説明を行いご理解

をいただいてきたと思っており、モチベー

ションへの影響はないと考えております。 

 また、センターでの焼却への影響につい

てでございますが、分別が不十分なごみが

出された場合、従前から啓発シール、取り

残しシールというものを貼って収集を行

わないようにしております。これにつきま

して、今後も同様に続けていきたいと考え

ております。 
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 続きまして、委託業者の事故についてで

ございます。委託業者の事故につきまして

は、交通事故についてはその都度、報告書

の提出を求めております。平成２８年度に

ついては３件の報告があり、２件は車両の

運行に伴う接触事故、もう１件はごみ収集

車にごみを積み込む際に、ごみが飛んで駐

車車両に傷をつけたという、いずれも物損

事故でございます。収集車の車両火災につ

きましては、特に報告書の提出は求めてお

りませんが、車両火災が発生した周辺の地

域について、分別の徹底の啓発を行うため、

口頭での報告をお願いしております。 

 なお、平成２８年度中には報告はいただ

いておりません。 

 続きまして、ペットボトル拠出金の拠出

単価の減の理由でございます。 

 拠出単価につきましては、日本容器包装

リサイクル協会の売却によるものでござ

います。そのため経済動向、市場価格とい

うものが大きく左右してくるものと思わ

れます。 

○増永和起委員長 有場課長。 

○有場保健福祉課長 保健福祉課にかか

わります、２点のご質問にお答えいたしま

す。 

 まず１点目でございます。社会福祉法人

指導監査事業についてでございます。 

 社会福祉法人につきましては、市が所管

するものとして現在６か所ございます。先

ほどの答弁でもお答えいたしましたが、基

本的に年間２か所、これを３年間で一巡す

るということで計画させていただいてお

ります。 

 体制につきましては、委員がご指摘のと

おり、平成２７年度から平成２８年度にか

けましては、市内の法人の不祥事等の対応

としまして、業務量が大幅に増加いたしま

して、状況によっては困難な場面もあった

ことは事実でございます。 

 我々としましては、その経験から反省点

を踏まえて今後の組織力強化に繋げてま

いりたいと考えております。 

 続きまして、十三高槻線アンダーパス上

部の空地アスファルト部分についてでご

ざいます。こちらのほうにつきましては、

デイハウスましたの建築工事と一体的に

整備したものではございますが、デイハウ

スましたの敷地としてではなく、広場とい

う位置づけで管理されているものでござ

います。 

 従いまして、恐れ入りますが所管外とい

うことになりますので、ご理解のほどお願

いいたしたいと思います。 

 ご要望につきましては、所管課のほうに

お伝えしたいと思います。 

○増永和起委員長 川口参事。 

○川口保健福祉課参事 それでは、私から

は保健福祉課に係る１点のご質問にお答

えさせていただきます。 

 具体的な目に見える形での自殺防止の

対策についてでございますが、現時点では

普及啓発となりますが、窓口におきまして

自殺防止のための「いのちの電話」などの

番号を記載いたしました名刺サイズのカ

ードの設置、また妊娠届け出時には産後う

つなどからの自殺を防止するという目的

から妊産婦の心の相談といった電話番号

案内の名刺サイズのカードをお渡しをし

ております。 

 平成３０年度には、健康増進計画であり

ます健康せっつ２１の中間見直しの年と

なります。また、自殺対策につきましても

計画の策定を予定しており、具体的な対策

につきましては、関係各課と協議をしなが

ら検討してまいりたいというふうに考え
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ております。 

○増永和起委員長 大西課長。 

○大西生活支援課長 それでは、生活支援

課に係ります２回目のご質問についてご

答弁をさせていただきます。 

 住宅扶助の基準改定に伴い、影響を受け

ている世帯の方につきましては、今後該当

世帯の生活状況を再度十分に確認させて

いただき、引き続き個別可能限り担当ケー

スワーカーが家主等に理解を得られるよ

うに丁寧に説明を続けてまいります。 

 また、転居を希望される世帯に対しても

敷金及び引っ越し費用の支援も個別に行

ってまいりたいと考えております。 

 さらに、近隣に親族等の扶養義務者がい

らっしゃるご高齢の世帯の方や介護や障

害等で住宅改修を既になされている物件

にお住まいの世帯の方につきましては、転

居や自己負担の考え方を個別柔軟に対応

してまいりたいと考えております。 

○増永和起委員長 弘委員。 

○弘豊委員 そうしましたら、３回目とな

りますが、市政モニターの関係ですね、今

お答えいただいた分で、今年度も引き続き

やられていて、もうじきまた資料が見れる

のかなというふうに思うんですけれども、

去年の１年間の分だけ目を通す限りでは

ね、やっぱり個人的な市とのやりとりでと

いうようなことが中心だったと思うんで

すけれども、中にはやっぱりもっとお互い

に話しもってやったら、深まるのになと思

うような意見なんかもありますし、提言、

提案というような形で、出される場合にね、

本当にやっぱりそういったところが集団

でも、会議が負担になるというのは確かに

あるのかもしれないですけれども、それで

もモニター同士の交流とか、そういうなん

は一度やっぱりあったほうがよいのかな

というふうにも思いますので、また参考に

していただけたらなというふうに思って

おります。 

 先日一般質問でね、光好議員もおっしゃ

ってたみたいに、広聴、いろんな市民の声

をどう市政に反映していくかというよう

なことの中では、大事な取り組みの１つか

というふうにも思ってますので、こういっ

た取り組みについて、ぜひまた引き続き頑

張っていただけたらなと思います。 

 続いて、市民活動支援課にかかわる別府

のコミュニティセンターの運営、まだ始ま

ったばかりということはもちろんあるの

かなと思います。また、公民館機能を引き

継いでというようなことを言ったらなか

なかそこを踏み込んで言うと所管が違っ

てくるとは思うんですけれども、でもやっ

ぱり中心になっているのは市民活動支援

課というようなことでありますので、やっ

ぱりこれまで利用されてた方たちが利用

しづらくなったわって声をきくのは残念

なことだと思いますし、やっぱり従来のそ

れぞれの種類が違うものを足して、それで

相乗効果が上がるようなことを確か立て

るときには言うてたと、記憶もしているの

で、そこのところは所管、生涯学習課のほ

うになりますかね、そっちともしっかりと

協力しもって取り組んでいただきたいと

思います。 

 また利用料なんかの面でもね、やっぱり

安威川公民館でやったり、味生公民館でや

ったりする分と、一部差が開いてくるとい

うことが、やっぱりお互いにクラブ同士の

交流なんかももちろん出てきますから、そ

うなったときにその場所自体をちょっと

考えようかなというようなことになって

きたりもするんじゃないのかなとか思う

ので、ホールの利用なんかにかかわっても
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ですね。 

 そういった点で課題が大きいなという

ふうに思いますが、そこらあたりのところ

をよりよい施設にしていくという点で今

言ったことも参考にしていただけたらな

と思います。 

 市民課にかかわっての窓口業務の業務

委託の契約の関係ですよね。マイナンバー

のちょうどその時期あったということ、確

かにそうなんですけれども、そのことが窓

口業務の委託業者の仕事の中身について

どれだけ関係というか、影響をしているの

だろうというふうなことを、窓口業務の方

たちにしてみたら、その中でやっている仕

事と外から来られる市民の方との引き継

ぎ、つなぎじゃないですか、やる中身につ

いては。基本的には大きく変わるものじゃ

ないというふうに認識してるですけども、

最初の１回目の質問のときにも、平成２７

年度と平成２８年度とでほぼ同様の仕事

で同額の委託料でというようなことでお

っしゃられてたかと思うんですが、なかな

かその辺の想定がしづらかったというこ

となのか、ちなみに平成２８年度はそれほ

ど窓口業務影響なかったけども、平成２９

年度なってみたらまた違っているのか、そ

こらあたりももう一回お聞かせいただけ

ますでしょうか。窓口業務の中身というこ

とで、お願いします。 

 それと、個人番号カードの件ですね、再

交付手数料のところで３９６件、この方た

ちはいってみたら個人番号カード、正規の

ものは要らないですよというふうなある

意味そういう形で、番号入りの住民票とっ

たら３００円だけども、再交付の５００円

のこっちのカードを申請しましたという

ふうなことですよね。 

 私、実は個人番号のこの番号通知カード、

家にあると思うんですけれども、どこにあ

るかちょっと忘れてしまって、以前書類で

ね、番号がどうしても要ると言われたとき

に、番号入りの住民票を市民課で出しても

らったことがあるんです。 

 やっぱりマイナンバーカードを自分で

持ちたくないというふうな、そういう意思

表示でもありますし、そういう方たちが、

いってみたらこの３９６件ってそうなの

かなというふうにも思えるので、国として

は社会保障の一体改革ということの推進

の中で、このカードの普及というようなこ

とを強めていってる動きがありますけれ

ども、でもそれに国民全体は賛同してない

し、そこのところは改めて言っておきたい

というふうに思います。ここはもう答弁は

結構ですので。 

 次に産業振興の点にかかわって、今後の

アクションプランをつくっていく上で経

済情勢、経済動向の関係で言ったら必ずし

もこの間、この数年間で大きく状況が変化

してとかいうことではないのかなと思う

んですけれども、ただ、一人ひとりの事業

所の状況というのは変わってきてるとい

うふうに思うんですよ。不況の中でなかな

か事業を続けられないという方もおられ

るし、新しく創業した方もこの間おられる

しというふうな、そういう市内の中小企業

施策支援、いろんな問題に取り組んでいく

中での計画づくりというふうなことは、ま

たもうそろそろ本格的に動いていく必要

があるのかというふうに思っております

ので、そこらあたりはまた大いに期待もし

ていきたいというふうに思います。 

 やっぱり中小企業のまち、摂津市のね、

そこがやっぱり底力、底上げをしていくと

いうふうな観点もね、ぜひお願いしていき

たいというふうに思っております。 
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 南千里丘の分室、部長にお答えいただき

ました利用についてね、検討していってい

ただきたいなというふうに思っておりま

す。 

 産業振興課で今これまではということ

でしたけれども、もっと幅広く使い道もあ

るのかな、難しい部分があるかというふう

にも思うんですけれども、例えば子どもが

いろんな社会見学とか、事業所のいろんな

ね、課外の取り組みとか、教育委員会なん

かがああいうところで課外授業とかした

りする取り組み、また、産業振興課でこれ

まで取り組んでいってる中身をさらにね、

消費生活相談とかそういうなんも順調で

あそこでやられているということですか

ら、もっといろんな視点からの取り組みな

んかも使い道はあるのかなと。 

 ただ、それは努力してこられてこの間の

六十数回ということかと思うので、また、

庁内、各部署、もっとこんな使い道ないか

なというアイデアも載せていただくよう

にまたよろしくお願いします。考えていっ

てください。 

 環境衛生業務で担当の職員の方の引き

継ぎというか、世代継承みたいなことです。 

 業務の大半は委託のほうに切りかわっ

てるということなので、ただ、全く丸投げ

じゃなくということからしてみたら、やっ

ぱりノウハウを引き継いでいくというこ

とが大事かというふうにも思ってますの

で、以前聞いたときにはいろいろと再任用

の方がいる間にマニュアルづくりなんか

もされるというふうなことをね、おっしゃ

っていたかなと思うので、そこらあたり引

き続き課題としてよろしくお願いしたい

と思います。 

 それから、ごみ収集の関係です。 

 分別の徹底については、これまでも取り

組んできたし、これからもということはも

ちろんそうで、担当課も理解してやっても

らってるというお答えだったかと思うの

ですけれどもね。私あらっと思ったことの

一つに、もう一つのペットボトルの関係で、

以前リサイクルプラザに施設見学という

か、視察に行った際に、ペットボトルをそ

のままぐっと凝固して納品するというふ

うな形の作業やったんですけど、私は以前

からラベルはもうはがすものやという認

識やったんだけれども、そうなってないと

いうことでね、お聞きしましたら引き取り

手はそのままでいいということで、もらっ

てってくれてるよという話だったんです

ね。でもやっぱり、現時点では外側ラベル

を外した透明のペットボトルだけで納品

したほうが高く引き取ってもらえるとい

う状況だということもお聞きしたりして

ね、そのあたりは何かそのときのやりとり

で二転三転というか、してるのかなという

ふうな気もしてて、ごみの関係でもそうだ

と思うんですよ。そのときに分別を以前は

こうだったのに変わってしまった。変わっ

たときにちゃんと説明を聞いている人は

こういう理由でというようなことがわか

るけれども、そのときに聞いてない人は何

で変わったのかがよくわからないという

ことで、ある意味ちょっと不信感にもなる

というふうなことですから、その環境の問

題、今大きく捉えたら地球温暖化とかね、

さまざまそういうときに摂津市としての

そういう姿勢、本当に日常的なところの見

え方というところで姿勢を、市民の方から

してみたらそういうところで見ていると

いうふうに思うので、ここらあたりのとこ

ろですね、引き続き長いスパンで見て、今

の事業を進めていく、また、啓発の観点な

んかでもまた広報で特集組んでどうなっ
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ているんだときちんと説明してわかるよ

うなそういうものもつくっていくとか、そ

ういう工夫は要るのではないかというふ

うに思っておりますので、よろしくお願い

します。これも要望です。 

 それと、委託業者のほうで起きる事故で

すよね、そんなにたくさん毎度毎度起こし

てもらってたら困るのだけれども、やっぱ

り年間３件というようなことで、起きてい

るわけです。 

 以前だったらそこの部分も含めて市が

直営で回してた部分のエリアですからね、

そういったことからしたら、やっぱり議会

とかにも報告があっていいのじゃないか

なというふうにも思ったりします。火災な

んかは特にね、そういうライターなり燃え

るものがまじっててそういう状態になっ

たというようなことで、注意喚起を流すよ

うな広報が回るというようなことでした

ら、やっぱり一声わかるようなそういうこ

とも取り組んでいただけたらというふう

に思います。 

 あと、保健福祉課にかかわってです。 

 社会福祉法人の指導監査の関係で市が

直接指導していく対象としては６か所と

いうふうなことであります。そこのところ

に去年はなかなか手が回らなかったけれ

ども、順次やっぱり取り組んでいくという

お答えでありました。 

 市の職員と主に公認会計士なんかとね、

専門医と一緒にというふうなことですけ

れども、そういった体制でこれまで大阪府

がどういう体制でね、取り組んできたのか

なというふうなことは順次情報とかも得

ていってということでおっしゃってまし

たけれども、そこらあたり大丈夫なのかな

ということを思いつつ、今回は今の説明で

了承していこうと思います。 

 ちなみに大阪府からいろいろとね、これ

まで権限移譲で市町村におりてきてます

けれども、府の権限移譲の交付金で歳入の

ところを見てみたら保健福祉課のとこに

は２万７，０００円しか入ってないという

ようなことも見てね、えっ、と思いながら

見てたんですけれども、大阪府から、これ

まで権限がおりてきて、それぞれの所管の

ところでご苦労されているかと思います

けども、これはもうこういうものと受けと

めないといけないのか、もし機会ありまし

たら、副市長のほうもっと大阪府、市がこ

んだけ負担してるんだということを市長

会等を通じてでも、また言っていってもら

えたらなと思います。 

 それから、デイハウスましたのところの

駐車場の空間は所管外というふうなこと

なのですけれども、そもそもあそこの十三

高槻線アンダーパスの上部利用がどうな

るかという議論とかってね、議会でも余り

してこなかったと思うんですよ。どこでそ

の利用の方向が決まったのかなみたいな

ことも、そういう思いもあったし、実際で

きてみたらあそこのところがね、吹田市と

比べるとちょっとな、というふうな感じの

ご意見も聞きますので、その点については

今この決算のときぐらいしか聞けないの

と思って、もし、そこのところ経過でお答

えできるようでしたら、副市長から聞いて

おきたいなと思っております。 

 自殺対策緊急強化事業補助金の部分で

す。 

 この補助金の中身については、大阪府の

ほうからもメニューというか、大体中身に

ついては示されてて、啓発やその講演やソ

フト面でのアプローチのところでの補助

金というふうなことですから、例えば先ほ

ど言いましたようなライトにそういう効
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果をつけるとかいうことについては、対象

にならないというふうにはね、思っており

ます。 

 ただ、あれもいろいろ議論がある中で例

えばここはとりわけ危険だからとかいう

ふうなこととかで、つけられている場所と

かがあるそうなんですよ。青色ＬＥＤをず

っと見てると、何かちょっと目のほうに悪

いというか、ブルーライト症候群とかいう

んですか、ああいうのもあって健康的には

どうかなというのもあるそうですけれど

も、ただちょっとこの間やられてる自治体

のところで判断してやってるところもあ

ると思うので、また研究していって、ほか

の課にも働きかけていってもらえたらと

いうふうにと思っております。これも要望

としておきます。 

 最後、生活保護の住宅補助の関係ですね、

ご答弁いただきましたように本当にまだ

この制度の変更によって引き受けておら

れて、もう生活費の持ち出しというふうな

ことでやられてた方が二百数十人いらっ

しゃるという実態というのはやっぱり早

期に解消していかなければならない課題

だというふうに思っておりますので、先ほ

ど言われたような個別実態しっかりあわ

せてケースワーカーの皆さんもご苦労か

けますけれども、取り組んでいっていただ

きたいというふうにと、これも要望として

おきます。 

○増永和起委員長 川本課長。 

○川本市民課長 それでは、窓口業務委託

についてでございます。 

 まず、窓口業務の委託の範囲でございま

すけれども、平成２８年度、平成２９年度

は同じ業務範囲でございます。委託を開始

しました平成２５年度から変更がありま

したのは、平成２６年度に、パスポートの

発給業務を追加したきり、それ以後は追加

はございません。 

なぜその当時、プロポーザルをしなかっ

たということでございますけれども、やは

りプロポーザルをするとなれば複数年、３

年なり５年ということでやっていきます

ので、その期間を見据えた業務内容であり

ますとか、業務フロー、業務のマニュアル、

５年間の委託の金額とかをやっぱり仕様

書等々に、プロポーザルの際に提示しなけ

ればならないということでございます。 

 その当時は、マイナンバー制度が開始さ

れましたら、行政手続で住民票なんか要ら

なくなると。それから、コンビニ交付を開

始しましたら、その当時はマイナンバーカ

ードもどれだけ普及するのかというのが

わかりませんでしたので、どれだけカード

が普及して、どれだけコンビニ交付が利用

されて、３年間なり、５年間なり、プロポ

ーザルをしようとなると、その間にコンビ

ニ交付がどれだけふえるのかということ

によって、金額とかも大きく３年スパン、

５年スパンで考えますと、大きく変わって

まいりますので、なかなかその当時は提示

できなかったというのがございまして、一

旦はこの期間は単年度の随意契約で契約

をしたというところでございます。 

○増永和起委員長 奥村副市長。 

○奥村副市長 それでは、私のほうから答

弁申し上げますが、まず最初にさっき市長

会等通じての府委託金等についての要望

というお話がございました。 

 平成２８年度決算におきましては、国庫

支出金あるいは府支出金の構成比が１９．

０％でございます。その中でいわゆる負担

金的な部分、それから補助金的な部分、あ

るいは委託金という区分けがございます。

その中では特に最近、国のほうからも府の
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ほうからもそうなんですが、選挙の委託金

なんかは、非常にシビアに委託金が通知し

てまいります。そういう意味では我々はも

っと機会あるごとに府なり、あるいは国な

りに要望しながら、財源確保には努めてい

かなければならないというふうに思って

おります。 

 それから、先ほどのデイハウスましたの

横の空地のことなんですが、聞き及んでま

すところは、あそこのところは一応無償で

借りております。旧デイハウスましたのと

ころは有償でございました。無償で借りる

条件といたしましては、市が管理をすると

いうことで、一応借り受けしております。 

 デイハウスましたの横のところに広場

がございます。当初はそこのところでちび

っこ広場的な公園ができないものかとい

うことで検討されたいうふうに聞いてお

ります。ただ、地元のほうでの公園管理を

お願いしたいということでしたが、地元の

ほうでは難色を示して、現在空地として宙

に浮いたままになっております。 

 今後、この活用についてはどういう活用

ができるのか、再度検討はしていきたいと

いうふうに思っております。 

○増永和起委員長 弘委員。 

○弘豊委員 はい、わかりました。 

 そうしましたら、もう最後にしておきま

すけれども、窓口業務の委託の話ですね、

実際その業務量がどれぐらいになるのか

みたいなことの見通しの点で、平成２７年

の夏の時点、秋の時点ではなかなか新たな

プロポーザルには見込めなかったという

ふうなことと、そういうお答えですよね。 

 ただ、結果としてその業務の量が大きく

ふえる、大きく減るというふうなそういう

ことではなかったというふうに捉えてよ

いのでしょうかね。その次の契約のところ

にかかわってくるから、余りそこを踏み込

んで聞くのもどうかというふうにも思い

ますけれども、とりあえずきょうのやりと

りでは今のお話で、最後の答弁は結構です。 

 基本的にはいろいろ繁忙期であります

とか、業務の量等々の点でただ生じてくる

ということだとしても、基本の窓口業務の

中身自体は変わらないんですから、そんな

にも差が開いてくることではないように

も思いますので、また、答えごとに確認さ

せていただきたいというふうに思ってお

ります。 

 それと、デイハウスましたのことですけ

れども、率直に同じつながった空間の中で

正雀川を挟んで吹田市と摂津市とでね、随

分と差があるようにというふうに、そうい

う声が大きいです。そのアスファルトのほ

うが管理が人手がとられないというのは

確かにそうなんだろうと思うんですけれ

ども、公園としての利用ということもあっ

たのかなというふうには、今になって言っ

ても遅い話かもしれませんけれども、ちょ

っと感想として述べておきたいと思いま

すし、今回決算でこの数字以上でね、建物

の建設とあわせてそこの整備でかかった

費用というふうなことで出てきてました

ので、聞かせてもらいましたけれども、き

ょうのところは以上にしておきたいとい

うふうに思います。 

 以上、終了です。 

○増永和起委員長 弘委員の質問が終わ

りました。 

 続いて、森西委員。 

○森西正委員 それでは、質問をさせてい

ただきたいと思います。 

 歳出に関しては決算概要で、歳入に関し

ては決算書で質問させていただきたいと

思います。 
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 それでは、まず歳出から決算概要からい

きたいと思います。 

 ５０ページの一番下ですけれども、ＬＥ

Ｄ防犯灯等防犯推進事業ですね。 

 ほかの委員から多くの質問がございま

したけれども、課長から答弁で、市民と自

治会要望で設置しているというご答弁が

ございました。４月２９日の自治連合会の

総会で、書類を自治会長に配付をされて、

自治会の要望で設置ということで私は認

識しておるんですけれども、市民というお

答えがあったんですけれども、その市民と

はどういうふうな方なのかをお聞かせい

ただきたいと思います。 

 続いて、５４ページですけれども、摂津

市自治連合会研修会補助事業ですけれど

も、自治会の加入率が今、下がっておりま

す。現状の加入率を教えていただきたいと

いうふうに思います。 

 それと、もし可能でしたら、近々の加入

率も教えていただきたいと思います。 

 続いて、５４ページですけれども、一般

事務事業の町美用ごみ袋自治会配達委託

料ですけれども、これは各自治会にですね、

町美、つまり、町内美化活動を実施をいた

だいてて、これ実際、全自治会のうち何％

で実施をされてるのかですね、実施をして

いない自治会には、配達は現実はしていな

いのか、お答えをいただきたいと思います。 

 続いて、５８ページです。 

 コミュニティセンター事業ですけれど

も、先ほど来からもですね、多くの方の質

問がございまして、コミュニティセンター

の稼働率といいますか、使用頻度という質

問がございました。 

 事務報告書のですね、１０３ページから

ですけれどもね、コミュニティプラザの稼

働率が午前、午後、夜間というふうな形で

出てて、１０５ページではコミュニティセ

ンターの稼働率が午前、午後、夜間と各部

屋毎に出ていてですね、１０９ページでは、

これ正雀市民ルームがですね、貸し室で有

無の記載は有料、無料ということですけれ

ども、部屋ごとの稼働率が出てなくてです

ね、全体の貸し室の利用状況になってて、

フォルテもですね、そのような形で、フォ

ルテは３０１、３０３ですから、各部屋毎

の稼働率ということになるんですけれど

も、その点の稼働率が正雀市民ルーム、フ

ォルテのほうが見えませんので、各部屋の

稼働率ですね、どうなっているのか教えて

いただきたいと思います。 

 続いて、６４ページです。 

 市民サービスコーナー事業ですけれど

も、市民サービスコーナーが廃止になりま

して、今、マイナンバーカードでコンビニ

交付という形で進められておりますけれ

ども、現在は公民館での交付という形がで

きてます。公民館での交付ですから、文教

上下水道常任委員会のほうになるかもわ

かりませんけれども、その点、公民館では

何件交付をされてるものなのか教えてい

ただきたいと思います。 

 それと、正雀市民ルームのところに市民

サービスコーナーがございました。その後

はどういうふうな使い方を考えておられ

るのか、南摂津の場合は防犯協会に貸され

てます。公民館等は例えば公民館の会議室

とかですね、事務所に使われているという

ふうな部分がありますけれども、その点、

お考えを教えていただきたいと思います。 

 ７０ページですけれども、スポーツ推進

委員活動事業ですけれども、今現状はどう

なっているのかですね、定員が何名で、現

状がどうで、欠員状態であるのかですね。

校区で例えば何名という定員があって、そ
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の点が、かつては体育指導委員の場合はあ

ったと思うんですけれども、どうなってい

るのか教えていただきたいと思います 

 続いて、７２ページです。 

 温水プール管理事業ですけれども、先ほ

ど来にも質問がありましたけれども、近年

にプールの下を改修されたと思うんです。

プール槽のほうは老朽化が解消されまし

たけども、建物全体の、例えば耐用年数と

いうのはどうなのか、教えていただきたい

と思います。 

 続いて、７２ページのですね、総合体育

館建設事業ですけれども、ここで基本構

想・基本計画策定支援業務委託料というの

が出てます。決算で７６１万４，０００円

ですけれども、今総合体育館の建設をどう

するかというような話が出てまして、現在

の経緯からこの支出をどう考えているの

か、お聞かせいただきたいと思います。 

 続いて、７４ページです。 

 民生児童委員協議会の補助事業ですけ

れども、これもですね、今の定員が何名で、

現状が何名で、欠員が何名の状態になのか

を教えていただきたいと思います。 

 続いて、７４ページ、社会福祉法人の指

導監査事業です。先ほど来、質問がござい

ました。社会福祉法人桃林会の件は協議会

等で説明をいただいたんですけれども、そ

の後ですね、何か変化進展があったのか、

お答えをいただけたらと思います。 

 続いて、７４ページの災害時要援護者支

援事業ですけれども、これも他の委員が質

問をされて、対象者と同意されてる方が１

割もいかないような人数であります。同意

とる流れというか、アプローチはどうされ

ているのか、お聞かせいただきたいと思い

ます。 

 続いて、７６ページですけれども、生活

困窮者自立支援事業でですね、ここの一時

生活支援事業負担金が予算で出てて決算

がゼロ円で、そのまま残額で出てるんです

が、これ教えていただきたいと思います。 

 続いて、７８ページですね、ひとり暮ら

し高齢者等安全対策事業ですけれども、こ

れも他の委員が質問されて答弁があった

んですが、独居老人愛の一声訪問事業の乳

酸菌飲料の配布というのは週に１回だと。

ライフサポーターは月に１回程度だとい

うことでですね、そのようなご答弁をいた

だいたんですけれども、それもアプローチ

がどうなっているのか、現状はどのよう形

になってるのかですね。 

 例えば、緊急通報装置が必要な方に緊急

通報装置をというたときには具体的にど

ういうふうな流れでそれを受け入れられ

るものなのか、教えていただきたいと思い

ます。 

 ７８ページです。老人クラブ活動事業で

すけれども、これ加入率とですね、それと

声がよくあるのが、老人クラブに入ってお

られる方と、自治会の区域とが一致しない

というところがあって、そこで何らかのト

ラブルがあるということを聞いておりま

す。事実あるのかですね、その点を教えて

いただきたいと思います。 

 続いて、７８ページのシルバー人材セン

ター事業ですけれども、かつては高齢者生

きがい公社ということで、これ摂津市が全

国で初めてつくってですね、これが全国に

広がってシルバー人材センターになった

わけですよね。まあいうたら摂津市は先が

けで全国で最初につくった組織でありま

す。 

 このシルバー人材センター、当初はです

ね、当然就労の期間の制限がなくて、それ

から期間が８年になって、５年になって、
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３年というですね、そういう基礎の就労期

間が短縮されていると、なかなかと就労に

つけないという会員もおられるというと

ころで、今就労の待機者というのはどうな

っているのか教えていただきたいと思い

ます。 

 ８２ページにいきます。 

 市立みきの路運営事業ですけれども、み

きの路の運営の中にはですね、入所支援、

生活介護、短期入所、日中の一時支援等が

ございますけれども、実際、待機者がいる

のかですね、教えていただきたいと思いま

す。 

 ９２ページにいきます。 

 生活保護事業ですけれども、先ほど来か

らも質問があって、そういうときの具体的

なんは伺ってます。市としてですね、生活

保護を受けられる方を、極力少なくすると

いうことをやっぱり考えているのが市だ

と思うんですよ。自立に向けていくという

ことですね。本当に生活ができなくて、収

入が得ることができなくてという場合は、

生活保護というような形にはなろうかと

思いますけれども、この自立支援に向けて

ですね、どのように考えておられて、極力

生活保護を受給されないようにというか

ね、切ることではなくてですね、自立をし

て生活保護を受けられないようにしてい

こうとしているのかをお聞かせいただき

たいと思います。 

 ９４ページいきます。 

 休日小児急病診療所運営事業ですけれ

ども、この中のですね、休日小児急病診療

所管理委託料ですね、予算が約１，１００

万円あって、決算で約５４０万円でですね、

残額が約６００万円というような形です。

残額がかなり多いというようなことで、こ

のなぜかということを教えていただきた

いと思います。 

 あわせて二次診療体制確保負担金です

ね、これも残額が出てますけれども、教え

ていただきたいというふうに思います。 

 ９６ページいきます。 

 乳幼児健康診査事業ですけれども、４か

月児、１歳６か月児、３歳６か月児を対象

した健診ということですけれども、年齢が

上がるほどですね、受診される方というの

が、低くなっていくと思うんです。その点

の受診率を教えていただきたいと思いま

すし、なかなかこの健診で１００％の方が

来られないですし、そういう方にですね、

あとケアをどういうふうな形でとってお

られるのかをお聞かせいただきたいと思

います。 

 ９８ページです。 

 飼犬等保護管理事業ですけれどもね、こ

の中で所有者不明猫避妊・去勢手術費用助

成金ということで出ております。この中身

ですね、平成２９年度には新たに拡大をし

たということは聞いてますけれども、平成

２８年度はどういうふうな中身でという

のを教えていただきたいと思います。 

 １００ページにいきたいと思います。 

 鳥獣飼養登録等事務事業です。この中で

有害鳥獣の捕獲許可及び鳥獣飼養登録等

の事務ということですけれども、今、カラ

スがごみをつついたりとかっていうよう

なことで、市民からは多くのカラスをどう

にかしてほしいというような声がありま

す。 

 他の行政ではですね、カラスの対策とし

てですね、さまざまなことがされていると

思うんですけれども、例えば鳥獣の動物愛

護というようなことからですね、カラスが

捕獲できないというようなこともありま

すけれども、例えばほかでカラスを捕獲で
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きるような条例をつくってたりですね、そ

ういうところがあるのか教えていただき

たいというふうに思います。 

 続いて１００ページの、斎場管理事業で

す。 

 これは稼働率がどうなっているのかと

ですね、炉を改修されたと思うんですけれ

ども、改修によって耐用年数は延びたと思

うんです。そしたら、外のですね、建物と

か、そういう部分の耐用年数は今どうなの

か教えていただきたいと思います。 

 １００ページの葬儀会館管理運営事業

ですけれども、これも稼働率ですね、教え

ていただきたいと思います。 

 続いて、リサイクルプラザ整備事業です

けれども、１０２ページですね。 

 この中でリサイクルプラザの増築工事

が行われましたけれども、この増築をした

中身と、それと中で障害者の方が作業され

ているということを伺ったんですけれど

も、以前はシルバーの方も作業をされてた

と思います。シルバーの方もおられて、障

害者の方もおられるような状況なのか教

えていただきたいと思います。 

 １０４ページ、ごみ収集処理事業ですけ

れども、改めて聞きたいと思います。委託

率が約半分だっていうふうに聞いてます

けど、現状で委託率は実際何％なのかを教

えていただきたいと思います。 

 それと、委託の考えですね、前からも議

会等の質問でありますけれども、改めて委

託の率をどうしていくのかをお聞きした

いと思います。 

 同じく１０４ページ、ごみ処理施設維持

管理事業ですけれども、これも他の委員か

ら質問があって、そのときに、耐用年数を

平成５３年までですかね、さらに延ばされ

るという答弁があったというふうに思い

ます。茨木市との広域化を今、摂津市のほ

うはですね、模索、考えている段階でして、

茨木市の計画はその点どうなっているの

かですね、延命をしたというふうに伺って

ますけれども、その点、教えていただきた

いと思います。 

 １０８ページ、鳥飼なす保存奨励事業で

すけれども、この中で摂津市の特産品であ

る鳥飼なすの保存、そして普及ということ

で書いておられます。実際、普及をしてい

く場合には、拡大というような形になるん

ですけれども、そうなってくると、その担

い手といいますか、どなたがということに

なってくると、農業委員とか、農業振興会

の会員ということになろうかと思うんで

すけれども、その点がどのような現状にな

ってるのか、そしてまた、普及というのを

どういうふうに考えているのかお聞かせ

いただきたいと思います。 

 続いて、１１０ページです。通行量及び

購買実態調査事業ですけども、先ほども他

の委員からも質問がありました。商店街、

商店会や商工会に情報提供しているとい

うご答弁があったんですけれども、そした

ら、庁内の中で、例えばまちづくりとかの

施策に、そういうふうな部分というのは、

市やから、冊子をつくってこれやといって

いうふうなことでしょうけども、実際には

施策に反映されているものなのかをお聞

かせいただきたいと思います。 

 続いて、企業立地等促進事業ですけれど

も、これも他の委員からの質問で、中小企

業の事業所が奨励を受けやすいように、基

準を緩和したというふうに伺っておりま

す。 

 そうしますと、中小企業対策としては緩

和をしたということですけれども、そした

ら、中小企業もですけども、摂津市に大企



－40－ 

業やその本社に来ていただくような、そう

いうふうな考えはないのかお聞かせいた

だきたいと思います。 

 続いて、１１２ページ、消費生活相談ル

ーム事業ですけれども、昨今、還付金詐欺

とか特殊詐欺というような犯罪が横行し

ておりまして、そういうふうな消費生活相

談ルームに相談とかがないのか、そして、

あった場合には、それはどういうふうな形

で対応されてるのかお聞かせいただきた

いと思います。 

 続いて、歳入、決算書のほうに行きたい

と思います。 

 ３６ページ、３７ページですけれども、

生活保護費等負担金ですけれども、２２億

８８３万８，０７３円ですかね。平成２８

年度は、２８億８，３３６万９，３３３円

の４分の３プラスの４，６３１万１，０７

３円で計算をされてるんです。それが、平

成２７年度は、国庫負担対象額の４分の３

ってなってるんですけれども、この計算が

違う部分を教えていただきたいと思いま

す。 

 同じく３６ページの生活保護受給者就

労支援事業負担金も、４５５万８，９２０

円ですね、これも、平成２７年度は国庫負

担対象額の４分の３ですけれども、これが

６０７万８，５６０円掛けるの４分の３で

すけれども、これが同じ意味なのかどうか

教えていただきたいと思います。 

 ３８ページですけれども、更生医療費負

担金、５，３２５万９，３２５円ですか、

これが平成２８年度が８，９３０万円掛け

る２分の１プラス１，７２１万８，６５０

円掛ける２分の１で計算されてるんです。 

 平成２７年度は、７，３６０万円の掛け

る２分の１というような計算で、この違い

を教えていただきたいと思います。 

 同じく、この３８ページの療養介護医療

費負担金です。この部分も、平成２８年度

の計算が平成２７年度と違ってます。この

点を教えていただきたいと思います。 

 ３８ページ、３９ページ、文化振興費補

助金です。これが、決算書に出てるのが、

予算現額がゼロ円で、調定額がゼロ円で、

収入済額がゼロ円で、不納欠損額がゼロ円

で、収入未済額がゼロ円って出てるんです。

全部ゼロ円で、なぜ載ってるかというか、

それを教えていただきたいと思います。 

 同じく３８ページの生活困窮者自立支

援事業の補助金２２２万６，０００円です

けれども、これも、平成２８年度と平成２

７年度で計算方法が違います。教えていた

だきたいと思います。 

 ４２ページに行きます。生活保護費負担

金ですね。５，４０６万５，４１８円、こ

れは、府支出金ですから、国費と計算が違

うかもわからないですけれども、その点の

違いも教えていただきたいと思います。 

 同じく４２ページの更生医療費負担金

ですね。これも国費と一緒の計算なのか教

えていただきたいと思います。 

 ５２ページですけれども、奨学資金貸付

金元金収入ですけれども、収入未済額が１，

１０３万６，４００円で出ております。こ

の奨学金自身の給付型奨学金と、これは返

済というふうなことになるんでしょうけ

ども、その点が現状どうなってるのか教え

ていただきたいと思います。 

 ５６ページです。資源ごみ売却収入です

ね。先ほど来からも質問がございますけれ

ども、よく声があるのが、アルミ缶の持ち

去り等というのがあります。これは、いわ

ゆるごみステーションのかごの中にアル

ミ缶を入れた段階でごみという定義なの

か、これ、資源ごみの売却が摂津市にとっ
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ては、そのまま回収をされて、今度は売却

をすると、いうたら売却収入というのがふ

えるわけですよね。その点の考えを教えて

いただきたいと思います。 

 ごみステーションに入れられるときの、

お答えがいただけたらありがたいんです

けども、ごみステーションのケースの中に

アルミ缶を入れたという数量がわかれば、

どの程度入れられて、要するに、持ち去ら

れてるのがどの程度の数量なのかという

のが想定できたら、教えていただきたいと

思います。 

 それと、資源ごみのさまざまな売却益が

あると思うんですけれども、その分類です

ね。何が何ぼの収入があるのか教えていた

だきたいと思います。 

 ５８ページのほうに行きます。正雀川地

下道上部空間維持管理負担金ですけれど

も、中身はお聞きをしました。これは、平

成２８年度の決算に出てますけれども、こ

こだけの収入なのかを教えていただきた

いと思います。 

 あわせて、その下の社会福祉協議会地域

福祉活動拠点整備負担金ですね、１，５９

７万８，０００円、これも、平成２８年度

だけのものなのかを教えていただきたい

と思います。 

 以上です。 

○増永和起委員長 それでは、答弁を求め

ます。 

 丹羽課長。 

○丹羽自治振興課長 それでは、自治振興

課にかかわりますご質問についてご答弁

させていただきます。 

 まず１点目、ＬＥＤ防犯灯の設置要望に

ついてのお問いにお答えさせていただき

ます。 

 具体的な要望につきましては、先ほど森

西委員がおっしゃられましたように、自治

会におかれましては、摂津市自治連合会総

会時に市内の全自治会長の皆様に防犯灯

新規設置、照度アップの申請についてとい

うことで、通知文をお渡しさせていただき、

各自治会や町会内において、必要と思われ

る箇所を取りまとめていただき、設置要望

をいただいているところでございます。 

 また、市民の方々につきましても、ご意

見やご要望をお聞きしており、これもあわ

せて設置要望として取り扱っているとこ

ろでございます。 

 市民の方々とは、ということがあったん

ですけども、市民の方は、自治会のように

通知文等は出しておりませんが、例えば、

お声の中には、夜暗いとかいうことであれ

ば、防犯灯の設置要望という形で取り扱わ

せていただいているところでございます。 

 ２点目、自治会の加入率ということでご

ざいます。これ、最新が平成２９年４月１

日の加入率になりますけれども、５７．

８％ということになってございます。 

 続きまして、町美用ごみ袋の配布等につ

いてのご質問にご答弁させていただきま

す。 

 町美用のごみ袋の配布状況といたしま

しては、平成２８年度、地域環境美化活動

を実施される市内の８６の自治会、ですか

ら、７８．１％の自治会に対して配布を行

っております。 

 なお、ご依頼をいただいた自治会のみに

ごみ袋を配布させていただいております。 

○増永和起委員長 船寺課長。 

○船寺市民活動支援課長 市民活動支援

課にかかわるご質問にお答えさせていた

だきます。 

 質問の３点目になりますが、施設の利用

状況に関しまして、コミュニティプラザと
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コミュニティセンターと、正雀市民ルーム、

また、フォルテの利用率、利用状況の数字

の記載の仕方が違うので比較しにくいと

いうご指摘でございます。 

 正雀市民ルームとフォルテ３０１、３０

３につきましては、平成２８年度から市民

活動支援課の所管になりまして、平成２７

年度までは別の課が所管しておりました。

事務報告書をつくるときに、前年度との比

較も必要だろうということで、前年度と同

じような形で正雀市民ルーム、フォルテ３

０１、３０３については記載させてもらっ

ております。 

 確かに、おっしゃるとおり、同じ課で統

計の出し方が違うというご指摘はごもっ

ともでございます。次年度の事務報告書の

作成については、同じような形、比較しや

すいような形で提出させていただきたい

と思います。 

 なお、数値等については、同じような形

で資料はとってはおりますが、すぐに提出

することができませんので、必要であれば、

後刻提出させていただきます。 

 続きまして、市民サービスコーナーの跡

の利用についてでございます。 

 千里丘サービスコーナーと正雀市民ル

ームの市民サービスコーナーについて、今

年度から市民活動支援課で所管すること

になっております。それぞれの施設につい

てどのような利用が適切であるのかとい

うのを現在考え、活用について検討してお

ります。 

 ただ、どちらの施設についても、今ある

施設につながってるという施設があった

りとか、同じ建物の中にある施設というこ

とで、その全体の建物の活用の状況を踏ま

えて利用を現在検討しております。 

○増永和起委員長 川本課長。 

○川本市民課長 市民課に係りますご質

問にお答え申し上げます。 

 まず、市民サービスコーナー廃止に伴い

ます激変緩和措置として、本年度から公共

施設６か所で実施しております証明書の

取り次ぎサービスの利用状況でございま

すが、取り次ぎ施設、これは、安威川公民

館、千里丘公民館、新鳥飼公民館、味生公

民館、コミュニティプラザ、別府コミュニ

ティセンターの６か所でございますけれ

ども、この６か所全体の利用件数が、４月

が２２件、５月が４０件、６月が３２件、

７月が２７件、８月が２１件、９月が３３

件、１０月が２１件となっております。 

 続きまして、斎場の稼働率ということで

ございます。斎場につきましては、火葬炉

３基がございまして、ローテーションで１

日５枠の火葬枠を設定しております。 

 平成２８年度につきましては、火葬件数

が年間８１２件ございまして、年間３６４

日業務を行っておりますので、１日当たり

約２．２件ということになっております。

枠での稼働率としましては、約４４％とい

うことになっております。 

 続きまして、斎場の建物自体の耐用年数

ということでございますけれども、詳しく

は把握しておりませんけれども、平成２２

年度と平成２３年度に火葬炉の更新工事

を行っております。その際に、建物の耐震

補強工事も行っておりますので、当面の間

は大丈夫というか、もつものと思っており

ます。 

○増永和起委員長 妹尾課長。 

○妹尾文化スポーツ課長 それでは、森西

委員の文化スポーツ課に係りますご質問

にお答え申し上げます。 

 まず、スポーツ推進委員の委嘱の件につ

きましてですが、定員、現状の人数、欠員
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と校区別の部分についてというお問いで

ございました。 

 スポーツ推進委員、以前は体育指導委員

というお名前で、スポーツ基本法が平成２

３年７月に施行されたということにより

まして、スポーツ推進委員という名称に変

更になりましたけれども、定員のほうは明

文化された規定はないんですけれども、一

応、旧１２小学校区、５中学校区でそれぞ

れ２名ずつといった計算で、定数は３４名

以内ということになっております。 

 現状ということでございますが、平成２

８年度につきましては、３０名の方を委嘱

しております。また、平成２９年４月に２

名を改めて委嘱しておりまして、現在は３

２名の方がスポーツ推進委員となってお

られます。 

 欠員ということでございますが、３４人

以内の定数ということですので、あと２名、

なっていただける枠があるというような

形でございます。 

 校区別で申し上げますと、大体、どこの

校区、中学校別で見ますと、大体皆さん、

均等な形でスポーツ推進委員を委嘱して

いるような形となっております。 

 次に、温水プールにつきまして、耐用年

数というお問いがあったかと思います。温

水プール自体、昭和５７年４月にオープン

ということですので、もう既に３０年以上

経過しておりまして、老朽化している部分

につきましては、プール槽の部分も含めて

軽微な部分でありますとか、改修はその都

度行っておるところでございます。 

 先ほど、弘委員のご質問のときにもお話

しさせていただきましたが、平成２９年３

月に摂津市の公共施設等総合管理計画と

いうのが策定されておりまして、その中で

は、温水プールに関しましては、耐用年数

は３４年とされておりますが、これも更新

等、修繕を重ねて、長寿命化の方向で考え

ていきたいと思っております。 

 次に、総合体育館の基本構想・基本計画

策定支援業務委託料の支出のことについ

てお問いがございました。現状、この総合

体育館の計画につきましては、基本計画案

を審議会から答申いただいたという状況

で、その答申をいただいた後、影響が出る

であろうと思われる屋外競技団体にスポ

ーツ広場にかわる代替策というところに

ついてご意見をいただいて、ご理解いただ

けるようにということで行っているとこ

ろでございますが、支出につきましては、

この基本計画案自体は、総合体育館自体の

建設はまだ取りかかれてはおりませんけ

れども、これから行っていくに当たりまし

て、必要な資料ということでございますの

で、支出について特に問題はないと考えて

おります。 

 また、歳入のところでございます。決算

書の３８ページの文化振興費補助金のと

ころでございますが、これにつきましては、

旧味舌スポーツセンターの耐震工事に係

ります社会資本整備総合交付金の内容で

ございますが、こちらにつきましては、平

成２８年の第３回定例会の一般会計第３

号補正によって減額をいたしております

ので、収入済額のほうはないという形です

が、どうしても決算書の作成の関係で、こ

の部分は全部ゼロ円で出てしまうという

ことを聞いておりますので、そういうこと

でゼロ円で上がっているという状況でご

ざいます。 

○増永和起委員長 答弁される場合です

ね、ページ数、あるいは質問番号を言って

いただけますようにご協力をお願いしま

す。 
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 有場課長。 

○有場保健福祉課長 保健福祉課にかか

わりますご質問にお答えいたします。 

 まず、決算概要７４ページでございます。

民生児童委員の欠員の状況等についてで

ございます。民生児童委員につきましては、

昨年の一斉改選におきまして、多くの欠員

が生じている状況でございます。定員１４

５名に対して、現時点では１３１名、１４

名の欠員となっております。 

 続きまして、同じく決算概要７４ページ、

社会福祉法人桃林会の件でございます。桃

林会の不正問題につきましては、平成２９

年６月３０日に最終、１０回目の随時監査

を行っております。 

 この監査におきまして、改正社会福祉法

に基づく新体制のもとで、理事会や評議員

会が開催されるなど、理事長に対するけん

制機能を備えた適正なガバナンスが構築

されたことを確認しまして、法人としての

対応策は一定達成されたものと判断して

おり、以降、法人に問題が発生した場合に

行う随時指導監査から通常の指導監査で

あります一般監査に切りかえて状況を見

守ってまいりたいと考えております。 

 現時点では、前回の監査からまだ日も浅

い状況でございますので、状況の変化等は

特にはございませんが、当該法人につきま

しては、改善状況の確認のために通常より

は短いスパンでの監査を実施してまいり

たいと考えております。 

 続きまして、同じく決算概要７４ページ、

災害時要援護者支援事業について、災害時

要援護者の同意を得るまでの流れという

ご質問かと思います。 

 災害時要援護者名簿につきましては、保

健福祉部で管理しております高齢者、障害

者、介護認定受給者等の名簿をもとに作成

しており、同意要援護者として登録してい

ただく流れにつきましては、まず、高齢者

の方には、民生委員がひとり暮らし高齢者

宅の訪問時にお声かけをいただき、登録を

進めております。 

 障害者の方につきましては、障害者手帳

作成の新規の方に、窓口でハンドブックを

使い説明をし、そのまま登録の手続をされ

る場合が多いということでございます。障

害者手帳に関して、新規でない方につきま

しては、制度発足時に一斉に資料送付を行

いますとともに、市内の障害者団体への説

明等を実施し、周知を図ってまいりました。 

 続きまして、決算概要９４ページ、休日

小児急病診療所運営事業についてでござ

います。この部分につきまして、まず休日

小児急病診療所管理委託料の執行率が低

いというご指摘でございます。 

 休日小児急病診療所運営事業の残額に

ついては、当該事業のうち、休日小児急病

診療所の指定管理者、これは、一般財団法

人保健センターに支払う委託料につきま

しては、執行率がこの平成２８年度は４７．

２％ということになっております。 

 これにつきましては、先日の委員会でも

答弁させていただきました保健センター

にかかわる指定管理料と同様、指定管理料

をもって診療所の運営費に充てまして、人

件費や医薬材料費等を支出して、後日に診

療報酬等が収益として入ることから、診療

件数の増加等による収益が増加した場合

は、執行率がどうしても低下してしまうと

いう状況にございますので、一定、やむを

得ないことと考えております。 

 続きまして、同じ事業の中で、二次診療

体制確保負担金の執行率でございますが、

これにつきましては、三島二次医療圏にお

ける二次救急医療体制の確保を目的とし
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て設置される病院群輪番制病院が当番日

において病院運営に要した費用に対して

負担するもので、年度末に実績を勘案し請

求されるものでございます。 

 費用の内訳としましては、輪番制の体制、

小児科救急の運営、設備整備費用が対象で

ございます。これにつきまして、主に三島

二次医療圏の各市町の人口の案分により

算出されるものでございます。 

 これにつきまして、予算計上の際は、一

定、患者数が増加しても対応できるように

ということで要求しておりまして、平成２

８年度の余剰額につきましては、患者は平

年どおりであったということで、各病院か

ら請求された額が想定より少なかったと

いうことでございます。 

 続きまして、決算書５９ページでござい

ます。正雀川地下道上部空間維持管理負担

金につきましては、先ほどご答弁させてい

ただきました府からの補助金で、社会福祉

協議会地域福祉活動拠点整備負担金につ

きましては、社会福祉協議会からの負担金

でございます。これは、いずれも平成２８

年度限りで終了となります。 

○増永和起委員長 川口参事。 

○川口保健福祉課参事 それでは、保健福

祉課に係りますご質問１点についてお答

えさせていただきます。 

 乳幼児健診の受診率についてでござい

ます。平成２８年度の乳幼児健診の受診率

については、４か月児健診は９８．１％、

１歳６か月児健診は９６．２％、３歳６か

月児健診は９１．５％となっており、年齢

が上がるとともに、やはり受診率は下がる

傾向がございます。 

 健診につきましては、対象児には個別に

案内をお送りするとともに、当該月に未受

診の方に対しましては、翌月の健診案内も

実施するなど、できるだけ健診を受診いた

だけるように取り組みをしております。 

 また、未受診児に対するケアについてで

ございますが、地区担当の保健師のほうか

ら未受診の子どもについては、電話や家庭

訪問などで状況を把握させていただいた

り、あるいは、保育所等に通所されている

子どもの場合には、保護者の方と連絡をと

らせていただき状況把握をさせていただ

いて対応をさせていただいております。 

 また、保護者からのご心配やご相談につ

きましては、随時、保健師が対応をさせて

いただいている状況でございます。 

○増永和起委員長 大西課長。 

○大西生活支援課長 それでは、生活支援

課に係ります歳入歳出のご質問について

ご答弁をさせていただきます。 

 まず、歳出のほうでございます。決算概

要７６ページ、生活困窮者自立支援事業で

ございます。一時生活支援事業につきまし

ては、住居を持たないホームレスの方に一

定期間、住居としてビジネスホテルなどの

宿泊施設を提供する事業となっておりま

す。 

 本負担金につきましては、ビジネスホテ

ルなどの宿泊施設を提供した際に発生す

る費用となっており、平成２８年度につき

ましては、実績がゼロとなったため、執行

はしておりません。 

 なお、本市においても、ホームレスの方

からの相談はございますが、その多くが体

調・健康面でのものとなっております。こ

の場合、大阪府社会福祉協議会と連携し、

まずは病院に検査入院することが多くな

っておりますので、ビジネスホテルなどの

宿泊施設ではなく、医療機関へとつなげる

支援を行っております。 

 次に、決算概要９２ページ、生活保護事
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業でございます。自立支援に向けた具体的

な内容でございますが、大きく２点ござい

ます。 

 まず、１点目についてでございますが、

各種年金、失業・傷病手当などの他法他施

策の活用に向けての各ケースワーカーか

らの支援となります。 

 ２点目につきましては、就労支援でござ

います。就労支援の内容といたしましては、

ハローワークのコーディネーターと当課

就労支援員が連携して、就職希望先への面

接日時の設定であったり、面接会場までの

同行、履歴書の添削及び面接対策などの就

労支援を行っております。 

 なお、平成２８年度につきましては、９

０名の方に就労支援を行い、５５名の方が

新たに就労を開始されており、また、条件

のよい勤務先に転職をされております。 

 続きまして、歳入でございます。 

 決算書３６ページ、４２ページの生活保

護等負担金についてでございます。生活保

護等負担金につきましては、国庫分と府費

分となっており、それぞれ平成２７年度ま

では、現年分の所要見込み額と過年度分の

負担金対象額を加えたものに、国庫は４分

の３、府費は４分の１を乗じた計算式とし

て記載をしておりました。 

 平成２８年度からは、現年分と過年度分

を別々に記載をし、現年度分は所要見込み

対象額に国庫は４分の３、府費は４分の１

を乗じたものに、過年度分は、負担金対象

額ではなく、負担金不足額として記載をさ

せていただいております。 

 なお、計算式の記載方法は、平成２７年

度と平成２８年度で違いはございますが、

計算の考え方につきましては、前年度との

変更はございません。 

 また、生活保護受給者就労支援事業負担

金につきましては、平成２７年度は国庫負

担対象額と名称記載をさせていただいて

おりましたが、平成２８年度については、

具体的な数字を記載をしておりますので、

こちらについても変更は特にございませ

ん。 

 続きまして、４０ページの生活保護適正

実施推進補助事業につきましては、国から

の通知で、平成２８年度から研修旅費の補

助対象項目が変更となったため、３９ペー

ジにございます生活困窮者自立支援事業

補助金での計上となったため変更となっ

ております。 

○増永和起委員長 吉田部参事。 

○吉田保健福祉部参事 それでは、高齢介

護課に係ります３点のご質問についてお

答えさせていただきます。 

 まず、１点目のひとり暮らし高齢者等安

全対策事業に関しまして、愛の一声訪問は

週１回、ライフサポーターで月１、２回と、

どのようなアプローチで現状はどうかと

いうことでございますが、まず、基本的に、

ひとり暮らしの高齢者の事業に関しまし

ては、地域を見守っていただいている民生

委員の方からひとり暮らし高齢者の、ひと

り暮らし登録というのをしていただいて

おります。 

 平成２８年度でしたら、この登録を１，

４５６名の方がしていただいておりまし

て、その登録時に緊急搬送等の医療情報を

記載する緊急医療情報キットなどを配布

させていただいておる状況でございます。 

 このひとり暮らし登録をもとに、ライフ

サポーターの方が、その方の状態に応じて

訪問を個別にさせていただいております。 

 また、その中で、週１回訪問、安否確認

等が必要な方の場合、愛の一声訪問などを

させていただいておる現状でございます。 
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 愛の一声訪問に関しましては、平成２８

年度でしたら、月平均で２１６名の方がご

利用いただいておる状況でございます。 

 続きまして、緊急通報装置に関しまして

は、見守りという部分が非常に重い方とい

うことでございまして、家庭での事故や病

気のときのために緊急に対応していただ

くものでございまして、おおむね６５歳以

上のひとり暮らしの方で、重篤な疾患をお

持ちの方ということが基本的な対象にな

っております。 

 ただ、ご家族がおられる場合でも、昼間

独居の方もおられますので、その方も対象

にしていただいておる状況でございます。 

 緊急通報装置のご相談の場合は、こうい

う、やはりひとり暮らしの方が対象になる

場合が多うございますので、ライフサポー

ターの方や民生委員の方、場合によっては

ご家族等からご相談に市役所のほうに来

ていただいて、決定させていただいておる

状況でございます。 

 ２点目といたしまして、老人クラブの加

入率はどのくらいかということと、自治会

との地域の関係ということでございます

が、平成２８年度現在で、摂津市の老人ク

ラブ連合会の会員の方は２，８８３名で、

５５クラブという状況でございます。 

 ６０歳以上の高齢者の老人クラブの方

との会員数の割合は、１１．２％というこ

とでございまして、減少傾向かなという状

況でございます。 

 あと、平成２８年度で、自治会が１１０

あるということで、クラブは５５ですので、

地域的にはやはり重なってない部分が非

常に多い状況ということで、必ずしも自治

会とクラブが一緒というような状況では

ないという現状でございます。 

 ３点目といたしまして、シルバー人材セ

ンターで平成２８年度の待機者の状況と

いうことでございますが、平成２８年度の

会員数は９８２名で、就業者数８３７名、

８５．２％と報告いただいておりますので、

待機者と考えられますのは１４５名で、１

４．８％の方という現状でございます。 

○増永和起委員長 森川課長。 

○森川障害福祉課長 それでは、障害福祉

課にかかわりますご質問にご答弁させて

いただきます。 

 まず、決算概要８２ページ、市立みきの

路運営事業のそれぞれの事業での待機が

あるのかどうかですけれども、森西委員の

お話の中にもありましたように、みきの路

では、施設入所支援、短期入所、生活介護、

日中一時支援の四つの事業を行っており

ます。 

 待機の状況につきましては、施設入所で

は、現在、摂津市内に居住の方では１０名

程度、摂津市外の方を含めますと８０名程

度の方が入所を待っておられる状況でご

ざいます。 

 それから、短期入所につきましては、こ

れは、その日その日の利用のため、待機人

数は把握しておりませんが、希望どおりの

利用ができていない方がいるということ

は認識をいたしております。 

 続きまして、歳入ですけれども、決算書

３８ページ及び４２ページの更生医療費

負担金、療養介護医療費負担金の備考欄の

記載の方法の違いですけれども、国費、府

費、また、それぞれの負担金によりまして、

申請方法が若干異なるところがあります

が、基本的には年度途中に決算見込み額で

の申請を行い、それに基づき負担金の歳入

を受けるものであります。 

 その後、翌年度におきまして、実績報告

を行いまして、決算見込み額より実績額が
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多かった場合には、翌年度に追加の歳入を

受ける実績額が少なかった場合には、翌年

度に返還を行うものとなっております。 

 備考欄におきまして、金額掛ける２分の

１、もしくは４分の１プラス金額掛ける２

分の１もしくは４分の１と記載している

部分につきましては、前年度分の追加の歳

入を受けているものでありまして、金額掛

ける２分の１もしくは４分の１の記載に

とどまっている部分につきましては、前年

度分については返還を行っているという

ものでございまして、記載の考え方に変更

があったものではございません。 

○増永和起委員長 飯野課長。 

○飯野環境政策課長 それでは、環境政策

課にかかわります２点のご質問にお答え

いたします。 

 まず１点目、決算概要の９８ページ、飼

犬等保護管理事業で、所有者不明猫避妊・

去勢手術助成制度についてでございます。 

 こちらの制度は、市内に生息する所有者

不明猫、いわゆる野良猫に対しまして避

妊・去勢手術を行った方に１件当たり５，

０００円を助成するものでございます。 

 野良猫への避妊・去勢手術を実施するこ

とで、即効性はございませんが、将来的な

個体数の抑制につなげ、野良猫被害の減少

を目指しております。 

 続きまして２点目、１００ページ、鳥獣

飼養登録等事務事業で、カラスの捕獲につ

いてのご質問でございます。 

 カラスの捕獲につきましては、例えば東

京都のように、鳥獣保護管理法による有害

鳥獣駆除の捕獲許可を取得して、大規模な

わなを設置し、捕獲を行っているといった

ような自治体が存在することは把握して

おりますが、カラスの捕獲について条例化

をしている自治体があるかどうかという

ことにつきましては、申しわけございませ

んが、把握をしておりません。 

○増永和起委員長 三浦課長。 

○三浦環境業務課長 それでは、環境業務

課に係ります質問にご答弁させていただ

きます。 

 まず、決算概要、１０２ページのリサイ

クルプラザ増築工事の内容でございます。 

 リサイクルプラザの増築工事につきま

しては、休憩室といたしておりました仮設

のプレハブ建屋の老朽化が激しくなった

ことから、リサイクルプラザ内で資源ごみ

の選別作業を行っておられるシルバー人

材センターの会員、ひびきはばたき園の利

用者の方々の休憩室といたしまして、休憩

室スペースが８３．２９平米、倉庫スペー

ス７１．５９平米、駐輪場４．８９平米で

建設したものです。 

 今回のこの休憩室を使っておられるシ

ルバー人材センターの会員、ひびきはばた

き園の利用者の方々、いずれもリサイクル

プラザ内で資源ごみの分別作業を行って

いただいておるものです。 

 続きまして、決算概要の１０４ページ、

ごみ収集処理事業の委託率でございます。

現在、委託率ですが、直営が３３．５％、

６６．５％が委託となっております。 

 委託についての考え方ではございます

が、現業職が現在、退職不補充という形に

なっておりますこと、それに、これまで行

政が担ってきました業務につきまして、民

間でできることは民間に経費面、サービス

面とも効率的・効果的であると判断される

場合には、業務を委託していっております。 

 今後、著しく職員の関与が薄れる場合、

また、効率性、効果などが低下する場合に

は、業務のあり方、特性を踏まえて今後の

検討をしてまいりたいと考えております。 
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 続きまして、歳入のほうでございます。

決算書５６ページ、資源ごみ売却収入でご

ざいます。 

 まず、資源ごみの抜き取り、アルミ缶の

抜き取りにつきましてでございます。これ

につきましては、近隣各市とも頭を悩ませ

ているような状況でございます。我々とい

たしましても、情報交換等を行っておりま

す。 

 自治体の中には、持ち去りの禁止条例を

制定している自治体もございますが、資源

ごみの所有権等々につきまして不明確な

ところもありまして、効果が薄いという話

も聞いております。 

 本市といたしましては、持ち去り禁止の

看板を日本語を含む多国語で作成いたし

まして設置したり、市職員のパトロール等

も行っております。そのほか、市民の方々

から相談がありました場合には、自治会や

こども会、老人会等が行っている集団回収

のほうを利用していただくというのも一

つの方法であるかと考えておりますので、

そちらのほうをご案内させていただいて

おる状態です。 

 なお、資源かごに入れられているアルミ

缶の総量、また抜き取り量というものにつ

いては、我々のほうでは把握はしておりま

せん。 

 それと、資源ごみの売却金額でございま

す。無色の瓶が１２万７，６１５円、茶色

の瓶で５万５，３０４円、アルミ缶で３９

万７，９５０円、スチール缶３６万９，９

２０円、スチールがら１０万５，３８０円、

新聞４５万６，０００円、雑誌５２万４，

９７５円、段ボール１３７万８，８００円、

古着が２２万２，６００円、紙パックで６

万２，６４５円、模造紙５万１，０４０円。

それと、シュレッダーごみが１０万３，０

２０円、ペットボトル、これは、独自ルー

トでございますが、これが４０１万９，４

１２円、それと食品トレイ、これが６万３，

５６４円、売却に係ります消費税が２９万

３，７７６円、それと小型家電３，５２３

円、締めて８２３万５，５２４円となって

おります。 

○増永和起委員長 鈴木部参事。 

○鈴木環境部参事 それでは、環境センタ

ーに係ります決算概要１０４ページ、ごみ

処理施設維持管理事業に係ります２点の

ご質問にお答えいたします。 

 １点目、焼却炉の耐用年数を延ばす取り

組みを進めているのかにつきましては、環

境センターは平成４０年度に耐用年数を

迎えることから、さらに１０年は施設を延

長して使用できないか、できるとすれば、

その見込み経費を把握するために、焼却施

設精密機能検査を平成２８年度に実施い

たしました。 

 調査結果は、本市が進めるごみ処理の広

域化や広域化の時期等の判断に活用して

いく考えであり、本市の焼却場の延命化を

決定したものではございません。 

 ２点目、茨木市の焼却場の計画につきま

しては、平成２７年６月より本市と茨木市

でごみ処理広域化連絡調整会議を設置し、

同時期に耐用年数を迎える焼却場を広域

事業として両市で茨木市の環境衛生セン

ターにて施設を更新し、ごみの焼却を進め

る協議を行ってまいりました。 

 そして、平成２８年１１月に茨木市より、

更新の方式から現在の施設を長寿命化し

た施設にて本市との広域化を検討する連

絡がありました。長寿命化の最大の理由と

しましては、更新よりコストが下がること

と聞いております。 

 本市といたしましては、茨木市の施設で
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あることから、茨木市の一般廃棄物処理実

施計画に基づく行動であり、広域方法でご

み処理を行う点に変更がないことから、現

在も引き続き協議を進めております。 

○増永和起委員長 辻局長。 

○辻農業委員会事務局長 それでは、産業

振興課に係りますご質問のうち、農業に係

る部分、それから、農業委員会に係る部分

の２点のご質問にお答えいたします。 

 まず、農業振興会の会員、そして、農業

委員会の委員の状況についてでございま

す。現在、農業振興会の会員につきまして

は、３４人おられ、新規加入もいただきな

がら、順調に会員数を維持しております。 

 市が農業振興会に委託しております鳥

飼なすの栽培も、春に植えつけを行い、そ

の後、今の時期に至るまで、来る日も来る

日も早朝より保存畑で精力的にさまざま

な作業を行っていただいております。本日

も、明日の農業祭の準備に朝早くから取り

かかっていただいているような状況でご

ざいます。 

 ただ、会員の高齢化は今後の農業振興会

に各種の活動を行っていただく上で大き

な課題であると認識しております。今後も

活発な活動を持続可能なものとできます

よう、十分な支援を行ってまいりたいとい

うふうに考えておるところでございます。 

 次に、農業委員会の委員についてであり

ます。農業委員会の委員は、任期が３年で

ございまして、本年の７月２０日より新委

員の体制のもと、順調にスタートしており

ます。 

 従前の委員の選出方法は、公選制に基づ

くものでございましたけれども、現在は、

法改正によりまして、地域の農業者や農業

関係団体等に候補者の推薦を求めると同

時に、あわせて公募も行う方向に改められ

ております。 

 推薦をいただく際には、各団体でそれぞ

れの事情を勘案し、候補者の選定について

十分な検討をされた上で推薦をいただけ

ている状況でございまして、なり手不足と

いったような状況は、今のところ発生して

ございません。 

 ただ、農業団体からの推薦におきまして

は、年々、農業者そのものが減っていく状

況を考えますと、団体からの推薦も徐々に

いただきにくくなる状況が訪れようとし

ていることは確かであると考えておりま

す。 

 いずれにいたしましても、農業委員会を

安定して運営していくためには、委員候補

者の確保に今後とも全力で取り組んでい

く所存でございます。 

 それからもう１点、鳥飼なすの普及につ

いてでございます。摂津市が江戸時代から

脈々と独自のブランドとして大切に守り

続けてまいりました鳥飼発祥の伝統野菜

であります鳥飼なすを何とか郷土の誇り

としてもっと広く知っていただきたいと

いう思いは、我々も全く同じでございます。 

 市内向けの取り組みといたしましては、

苗の販売や配布、それから、学校などへの

植えつけ指導、そして、学校給食用の食材

提供、そして、老人福祉施設への食材提供、

農業者や農業祭来場者への漬物の販売な

ど、さまざまな取り組みを行っております

が、そのどれもが栽培農家の増加につなが

るものにはなり得ておりません。 

 ただ、市内の農家の中には、近年、新た

に鳥飼なすの栽培を行い、他市ではありま

すが、地産地消型の店舗へ提供し始めたと

いった精力的な取り組みを始められた事

例もございます。 

 そして、鳥飼なすは、大阪府内で現在１
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８品目しか認証を受けていないなにわの

伝統野菜の一つとして、大阪府と連携しな

がらその保存奨励にも取り組んでいると

ころでございます。 

 なかなか全国的な認知度、そしてニーズ

といったものを一気に押し上げるような

取り組みというのは、とても難しいですし、

それに対応できる供給体制も十分とは言

いがたい状況でありますが、一歩ずつ、そ

して地道に着実に前進していくことが大

事ではないのかと考えているところでご

ざいます。 

○増永和起委員長 池上部参事。 

○池上市民生活部参事 それでは、産業振

興課に係ります残り３点のご質問にお答

えさせていただきます。 

 まず、１１０ページ、通行量等の実態調

査の件でございますけれども、この調査結

果について、庁内では共有しているのかと

いうことでございますけれども、庁内で関

係するであろう課に対しては配布をして

おりますけれども、まとまった報告会であ

りますとか、今後の活用について話し合う

等の機会等は持っておらないというのが

現状でございます。 

 続きまして、１１０ページ、企業立地等

促進事業の件でございますけれども、大企

業を呼び込む考えはということでござい

ますが、本市の企業立地等促進制度につき

ましては、特に大規模な企業のみを想定し

たものではなく、中小も含めました多種多

様な企業に新たに立地していただけるよ

うに、また、摂津市で事業拡大や新たな設

備投資の促進が図れることを目的としま

して、制度化しておるものでございます。 

 新たに大企業を誘致ということになり

ましても、まとまった事業用地を確保する

こと等は困難でございまして、なかなか会

社そのものを呼んでくるというのは難し

い面がございます。 

 大企業には、他市への流出を防ぐこと、

また、他市にある関連事業所を摂津市に移

転して、摂津市で事業を拡大、また継続し

ていただければ、制度の趣旨にもかなった

ものでありまして、また、摂津市の産業の

活性化にもつながるものと考えておりま

す。 

 続きまして、１１２ページ、消費生活相

談の件でございます。還付詐欺等の特殊詐

欺の消費生活相談ルームへの相談件数、ま

たその対応はということでございますけ

れども、まず、特殊詐欺としまして、これ

の定義としましては、不特定の人に対して

対面することなく電話やファクス、メール

を使って行う詐欺のことということにな

っております。 

 振り込め詐欺、オレオレ詐欺、架空請求

詐欺、融資保証金詐欺、還付金詐欺等に加

えまして、金融商品等取引名目の詐欺であ

りますとか、ギャンブル必勝法情報提供名

目の詐欺、異性との交際あっせん名目の詐

欺、それ以外の詐欺と、８種類の総称とな

っております。 

 そこで、平成２８年度に消費生活相談ル

ームに寄せられた相談の総件数につきま

しては、５６９件で、昨年の５３０件より

３９件増加しており、これが消費生活相談

ルームの昨年度の相談の状況でございま

す。 

 そのうち、特殊詐欺に分類される事案の

うち、還付詐欺に係る相談は９件でござい

ました。それも、被害にあう前の相談や情

報提供ということになっております。しか

し、架空請求、不当請求に関する相談につ

きましては１０７件ございました。 

 相談があった場合の対応ですけれども、
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専門知識を有します相談員が親身になっ

てそれぞれのケースに合った対応策等に

ついて丁寧にお伝えするなど、解決に向け

た支援を行っているところでございます。 

○増永和起委員長 川本課長。 

○川本市民課長 先ほど答弁漏れがござ

いました。先ほど、斎場の稼働率は申し上

げましたが、葬儀会館の稼働率が漏れてお

りました。 

 葬儀会館の平成２８年度の利用件数が

年間２７３件でございます。１日２件の葬

儀が可能とすれば、稼働率は約３８％とな

っております。 

○増永和起委員長 それでは、暫時休憩し

ます。 

（午後２時５５分 休憩） 

（午後３時１５分 再開） 

○増永和起委員長 それでは再開します。 

 森西委員。 

○森西正委員 それでは２回目、質問させ

ていただきます。 

 ＬＥＤも含めてですけれども、町美も含

めてですけれども、ＬＥＤは今、自治会の

ほうが多く要望しているということです

けれども、町美も自治会が運営をしていま

して、そうすると自治会の加入が５７．

８％だということで約５８％、これが平成

２０年度では約６８％ということで、この

８年間で約１０％加入率が減っているわ

けですよね。 

 それで、私も自治会長していますから、

５７％ということであれば、もうすぐ５

０％というところですよね。それで今まで

は、自治会に加入している人がもう大多数

ですから、自治会に加入されていない人が

少数であったわけですよ。これから例えば

５０％を切ってきたら、自治会加入の人が

少数になるわけですよ。それまでは大多数

であったから、自治会に入っていない人に

対して、一般的には自治会に入っている人

のほうが多いんだというふうなことが言

えるのが、今度は言えなくなるわけですよ

ね。 

 自治会に入る人が少数になるわけだか

ら、例えば自治会に入ってください、これ

してくださいなんて言っても、結局少数の

人間が言うことになるわけですから、そう

いうことになってくると自治会の加入と

いうこと自身が減ってきてとか、恐らくそ

うしたら５０％を切ったらもう急速的に

４０％、３０％になるかもわからない、と

いうような危惧をするわけですね。 

 それでそういうふうなところを危惧を

するんですけれども、市として以前からこ

の加入率の減少を、議論はされていますけ

れども、改めて聞きますけれども、その点

をどう考えているのかをお聞かせいただ

きたいと思います。 

 それでコミュニティセンター事業の件

ですけれども、改めて聞きます。具体的に

もう少し稼働率を教えていただきたいと

いうふうに思いますので、改めて、先ほど

事務報告で件数でしか載っていないとこ

ろの稼働率を教えていただきたいと思い

ます。 

 市民サービスコーナーの件は結構です。 

 スポーツ推進委員の件も、これも今、全

体的に組織でいうと、自治会もそうですし、

老人クラブもそうですし、こども会もそう

ですし、全て任意で加入をするものに対し

てはやはり加入率が減っていますので、定

数が３４名以下ということでありますと、

定数ということを考えるとそれ以下とい

うことで定数内ということになりますか

ら、減らないように努力をいただきたいと

思います。 
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 温水プールもまだ耐用年数が大丈夫だ

ということでご理解させていただきまし

た。 

 総合体育館ですけれども、問題はないと

いうことでありますけれども、これは今後、

例えば総合体育館がスポーツ広場で開設

をされて、ということであればこの費用と

いうのは支出という部分に関しては問題

なかったということになろうかというふ

うに思います。 

 それがもし、総合体育館の建設自身が行

われないというようなことであったり、そ

の期間がもうかなり先の期間にというこ

とになってくると、この費用というのは無

駄というふうなことにやはりなってくる

と思うんですよね。 

 そういうふうにならないようにという

よりも、今の屋外のスポーツ施設の屋外ス

ポーツをどうするかというところが、ここ

がもう危惧するところですから、私も議会

等でも質問をさせていただきましたけれ

ども、今の鳥飼体育館のところにとかとい

うような、そういう部分も質問させていた

だきました。 

 やはり上に建物が立っているとなかな

か難しい部分がありますから、今、上に建

物が建っていないところを考えると、例え

ば淀川の河川敷というような部分とか、市

内でも建物が立っていないところという

ような考えがありますけれども、余り淀川

の河川敷というのは使われていなかった

りという部分とか、かつて摂津市がそこを

管理をしていたという部分がありますの

で、その淀川の河川敷というところをどう

いうふうに考えているのか、お聞かせいた

だきたいと思います。 

 民生委員の件です。１４５名の定員で１

３１名で欠員が１４名ということで、これ

も先ほどスポーツ推進委員もそうですし、

自治会の件もそうですけれども、なかなか

と定員までいかないというか、なかなか人

が集まらないというようなところですけ

れども、それをまずどういうふうにしてい

くか、一生懸命努力はされていると思いま

す。 

 定員確保のためにどうするのかと、それ

と社会が今なかなかそういうふうに、民生

委員をしたいというようなことにならな

いというか、仕事が多くありますから、そ

の辺をどう考えているのかというところ

で、それとちょっと話が変わりますけれど

も、民生委員の仕事でも、こういうことが

あったんです。 

 あるひとり暮らしの高齢者の方が救急

車で運ばれると、そのときにひとり暮らし

の高齢者ですから、身内もおらないという

ところで救急車に一緒に乗っていこうと

いうところで、そうしたら別に救急車に乗

らなくてもいいんだというようなところ

ですね、それは民生委員の負担の軽減のた

めにという部分があろうかと思いますけ

れども、例えばそういうふうな、本当に命

に別状のあるようなこととか、大変なこと

を、民生委員は心情的にはしてあげたいん

だと、でも別にいいんだということを言わ

れているところをどういうふうに考えて

いるのか。 

 それで余り深入りをしなくてもいいん

だというような、そういうふうなことも民

生委員の中でそんな話があるようですけ

れども、言ったらそういうふうな深入りを

しないというか、希薄というか、余り浅く

ということが、そういうふうな社会の中で、

例えばさまざまなところで定員に満たさ

ないとか、自治会の加入が少なくなってい

るというふうなところがあると私は思う
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んです。 

 それでその意識自体を変えていかない

といけないと思うんですけれども、民生委

員に限ってどういうふうに考えているの

かをお聞かせいただきたいと思います。 

 それで社会福祉法人桃林会の指導監査

の件ですけれども、一定の監査でもって集

約というか、そういうふうな考えを持って

おられると思うんですけれどもね、片や法

人が前理事長に告訴をして訴訟中なわけ

ですよね。それがまだ現実としては結論が

出ていないところで、法人としては一定の

監査をしているんだというふうなところ

が、私はどうなのかなというのがあるんで

す。 

 例えば今、ＪＲの裁判があるじゃないで

すか。それで裁判中で争っていて、ＪＲ東

海が控訴中に井戸水を掘っていると、そう

したら、何で控訴中やのに井戸水を掘るん

だというのと一緒だと思うんですよ。争っ

ているときに、まだ結論が出ていないのに、

監査のほうは一定の結論が出たという、そ

ういうふうな部分で私はどうかと思うん

ですけれども、その部分をお聞かせいただ

きたいと思います。 

 それで災害時の要援護者ですけれども、

実際にこれアプローチが１割以内ですか

ら、アプローチができていないと思うんで

す。それで私の母も高齢者のひとり暮らし

で障害を持っているんです。それで民生委

員がうちは来ますけれども、実際に民生委

員もどこまで情報を知り得て、市のほうか

ら例えば高齢者の方がどこにいてるよと

かというのは、実際に民生委員への情報は

提供されているのか、その点お聞かせいた

だきたいと思います。 

 それから生活困窮者の自立支援の件は

よくわかりました。 

 ひとり暮らしの高齢者の件ですけれど

も、先ほどの件も一緒です、結局災害時の

要援護者もそうですけれども、アプローチ

ですね、愛の一声訪問が週１回で、それで

ライフサポーターも月に１回２回だと。そ

れで本来であれば、隣近所の方が３６５日

ずっと見れるような環境をつくるのが理

想なわけですよね。 

 それをそうではなくて、週に１回の乳酸

菌飲料の配布とそれとライフサポーター

が月に１回だと。言ったら体というのは

日々のことですから、その点の部分はこれ、

災害時の要援護者と重なるところがある

んですけれども、どちらかの部長のほうで、

答弁をいただけたらと思います。その辺、

アプローチできていない人に関してどう

いうふうにしていくのか、お聞かせいただ

きたいと思います。 

 次、老人クラブの件ですけれども、加入

率１１．２％というところで、自治連合会、

老人クラブ、民生委員、それで社会福祉協

議会ですかね、それで連携をとっていると

いうことこですけれども、結局自治会と一

致しないというふうなところの声があり

ますけれども、片やそういうふうな声があ

って、それで上のほうでは協力するという

ふうな、それをどう考えているのかお聞か

せいただきたいと思います。 

 それでシルバー人材センターの件です

けれども、具体的な、例えば就労の期間が

もともとは期間がなくて、それから８年、

５年、３年と短くなって、それで待機は今

１４．８％だというふうなことの答弁です

けれども、市が補助金を出しているわけで

すから、シルバー人材センターのほうでそ

の辺はそうしたらお任せしていいんです

よというふうなことなのか、市が補助金を

出しているから、やはりその点は中身に関
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してももう少し入っていかないといけな

いのか、お考えをお聞かせいただきたいと

思います。 

 それとみきの路の運営ですけれども、今、

入所の支援は特に市内の方で待機が１０

名、それで市外を含めると８０名ほどの方

がおられるという答弁だったんですけれ

ども、みきの路みたいに障害者の入所施設

というのは、市が行っているというところ

はまれなんですよね。ほぼもう少し大きな

ところでやっていたりというところで、実

際に待機をされている方が入所を望まれ

ているというところで、どういうふうに考

えを持っておられるのか、お聞かせいただ

きたいと思います。 

 それで生活保護ですけれども、これは新

聞で私も見たんですけれども、他の市町村

ではパチンコに出入りをしている人を何

か指導したりとか、そういうふうな考えと

いうか、実際にそういうふうなことが他市

ではとり行われているのか、お聞かせいた

だきたいと思います。 

 休日小児急病診療所運営事業ですけれ

ども、前もご答弁いただいて、そうしたら

三島の救命救急センターが以前に協議会

でもご説明いただいているんですけれど

も、その後の進捗状況がどうなのかをお聞

かせいただきたいと思います。 

 乳幼児健康診査事業ですけれども、今、

受診率はお聞かせいただきました。後はケ

アをしているということですけれども、１

００％の方に実際にケアできているのか

お聞かせいただきたいと思います。どこま

でその児童を追っていって、ケアできてい

るものなのか、もうちょっとその辺を教え

ていただけたらと思います。 

 それで飼犬等保護管理事業ですけれど

も、中身の件に関しては今お聞きしました

けれども、実際にその件数が何件あって、

それで例えば問題とか課題がないのかお

聞かせいただきたいと思います。 

 それで先ほどの鳥獣飼養登録等事務事

業ですけれども、カラスの件に関しては東

京で、条例ではないですけれどもそういう

ふうな取り組みをされておるというとこ

ろですけれども、実際に市民が困っておら

れるのはカラスがごみをつつくというよ

うなところで、市のほうはネットではなく

てポリタンクというか、それに入れてくだ

さいというふうなことはされているのは

わかっております。 

 その点、そういうふうなことしかないの

か、ほかに何らかできるのか、お聞かせい

ただきたいと思います。 

 斎場の件に関してはわかりました。 

 それで葬儀会場ですけれども、稼働率が

３８％だというような答弁でありました

けれども、前から質問させていただいてい

て、やはり市民の税金で建てて、結局起債

をしてそれを返済すると。その部分がやは

り多くの市民の方に利用していただくこ

とが、税金を有効活用にというふうなこと

になろうかというふうに思うんですけれ

ども、以前から川本課長から答弁をいただ

いていて、例えば葬儀会館以外でさまざま

なところで葬儀ができるというのは、市民

にとっては多様なことであっていいこと

だというふうな、そういう答弁がありまし

たけれども、今、葬儀会館でやっている規

格葬儀とか、葬儀会館、メモリアルホール

でやっているのが、言ったらほかの民間が

メモリアルホール以外で葬儀をやる金額

と比べて、本当に安価な金額になっている

のかを教えていただきたいと思います。 

 それで市民からすると、メモリアルホー

ルでするのがメリットがあるという形で
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あれば、市民は利用されると思いますけれ

ども、他の民間の葬儀会社のほうがメリッ

トがあるという部分があれば、やはりそっ

ちのほうに行くと思いますので、その点ど

ういうふうに考えていくか、お聞かせいた

だきたいと思います。 

 あとリサイクルプラザ、ごみ収集、ごみ

処理の件ですけれども、これも全体的にち

ょっと質問させていただきたいと思いま

すけれども、ごみ収集で言うと、例えば今、

ごみ当番が困っておられるのは、例えば不

法にごみステーションに捨てられたりと

か、それで捨てられた中の、収集が終わっ

てかごが畳まれて、それで不法に投じられ

たごみはその場に置いていかれるわけで

す、張られてね。それの処理とかはごみ当

番の方がされているわけですね。 

 それで実施に、皆さんそうだと思います、

自分が出したごみであれば納得をして処

理するでしょうけれども、誰かわからん人

に出されたものを処理していかないとい

けないと、要するに家に持って帰らなあか

んとか、どこの誰がわからん人のごみを、

その場にずっと置いたままにできないか

ら家に持って帰らなあかんとかというふ

うなことになっているわけですよ。 

 要するに、まずは市民が、自治会に入っ

ている人、自治会に入っていない人があり

ます、だから決定がその辺はできているの

かどうかです。まずその市民がわかってい

るのかどうかです。その点をお聞かせいた

だきたいと思いますし、それとこれも自治

会によって、自治会に加入している人が、

例えば班長とかが順番にごみ当番をして

いるところと、それで自治会に入っている

人、入っていない人、全ての人がごみ当番

をしているところということで、地域によ

って違うわけですよ。 

 それは市のほうは以前から、自治会に入

っていない人もごみ当番をしていただく

ということを言っているんですけれども、

もう既に動いているところで、自治会の人

しかごみ当番をしないというようなこと

で動いているところの自治会に、そうした

ら自治会に入っていない人も全てごみ当

番をしてくださいと、今この段階で言った

ときに、そうしたら自治会に入っていない

人がそれをしてくれるかどうかというの

があるわけです。 

 そうしたら、結局ごみのケースが出てい

なかったりというようなことも、やはり出

てくるでしょうから、当初の一番最初にそ

れをするときに、市のほうが本来は自治会

のほうに投げかけることじゃなくて、自治

会に入っていない人にもまとめてもらう

ような働きかけを本来はしないといけな

かったと思うんですよ。 

 でも今さら言ってもあれですから、でも

それを市は今、自治会に入っていない人も

ごみ当番をみんなでやってくださいとい

うスタンスですから、それを自治会側、市

民側はどうやって進めていったらいいの

かというところに課題があるわけです。そ

れはどう考えているのかをお聞かせいた

だきたいと思います。 

 鳥飼なすですけれども、できたら摂津市

の中だけでなくて、もっともっと多くを生

産していただいて、本当に特産品として摂

津市以外のところに物流をするような形

をお願いをしたいと思うんです。 

 でもそうなってくると、今の状況からす

ると、農業振興会の会員の高齢化とか限り

がありますので、答弁は結構ですから、な

かなか難しいと思いますけれども、その点

をぜひともいいような形をつくっていた

だくように、よろしくお願いしたいという
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ふうに思います。 

 もともと鳥飼なすは１軒の家にしか苗

がなくなったわけですよ。それを今ここま

で、苗を多くして多くのところで栽培がで

きるまでになったわけですよね。 

 だからそれをもう少し努力いただいて、

何とか物流まで、本当に鳥飼なすというも

のが全国に動くような形を、ぜひとも考え

ていただきたいというふうに思います。 

 それから通行量及び購買実態調査事業

の件ですけれども、これはやはり庁内では

配布はしているけれども、実際に機会を持

っていないということですから、ただ単な

る、言ったら掘っただけになっているわけ

ですよね。 

 結局まちづくりを進めていく上で、やは

りそこは庁内でしていかないとあかんと

思うんです。だからそれはぜひとも、今後

機会をつくっていただきたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

 それで企業立地ですけれども、大企業で

あれば土地の確保がというふうなことの

ご答弁であったというふうに思うんです

けれども、それも先ほどの通行量の件と一

緒だと思うんですよ。結局まちづくりをど

うするのか。例えば税収をふやすためにど

ういうふうなまちづくりというか、政策を

打っていくのかだと思うんですよ。 

 例えば今、大企業が来ないということは、

大企業が入ってくるような政策を打って

いないということなわけですから、それは

個人の市民税をふやすというふうなこと

でいくと、摂津市としてはもうこれは大変

なことだと思います。 

 けれども例えば、全国で売上があって、

かなりの利益があるところが一つ摂津市

に来ていただいたら、その段階で法人市民

税というのは上がるわけですよね。そうい

うふうな考えでいうと、その個人市民税を

ふやしていくというような考えよりも、大

きいところに一つ、来ていただくような施

策のほうがやりやすいわけですよ。 

 だからぜひとも、そういうふうなことを

考えていただきたいと思いますので、その

点は副市長にご答弁いただいて、その点を

どういうふうに考えているのかをお聞か

せいただきたいと思います。 

 それで消費生活相談ルームですね、架空

請求の件は結構、１００件を超える部分が

あるということですから、実際に会わない

ように適切な指導というか、その点は警察

と連携をとっておられると思うんです。未

然に防ぐということでよろしくお願いし

たいというふうに思いますし、啓発も啓蒙

活動もぜひともよろしくお願いしたいと

いうふうに思います。 

 それで歳入のほうにいきます。資源ごみ

の売却収入です。先ほど答弁をいただいた

んですけれども、口頭での説明ですから、

ぜひとも委員長、申しわけないんですが、

後ほど資料をいただけたらありがたいと

思いますので、よろしくお願いしたいとい

うふうに思います。 

 以上です。 

○増永和起委員長 資料については対応

をお願いします。 

次に答弁を求めます。 

 丹羽自治振興課長。 

○丹羽自治振興課長 それでは自治振興

課にかかわります、質問番号１、２、３、

関連の質問かと思いますが、自治会加入率

低下について市はどのように考えている

かというご質問について、ご答弁させてい

ただきます。 

 昨年の１１月に自治連合会、老人クラブ

連合会、民生児童委員協議会、社会福祉協
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議会と、摂津市はつながりのまち摂津をみ

んなで育もうと共同アピールを行ったと

ころでございます。 

 その共同アピールの中の文言でござい

ますが、急速に進行する少子高齢化、多様

化する価値観など、大きく変化する社会環

境の中で、防災、防犯、福祉、教育、まち

の活性化等々、私たちの周りにある課題を

解決するためには、自治会を初め、地域に

おける人と人とのつながりこそが不可欠

です、とございます。この文章がまさに市

の考えを表現しているというふうに考え

ております。 

 現在、このアピールに基づき、地域のコ

ミュニティ団体の活性化を図るとともに、

地域の連携がさらに深まることを目的と

し、啓発活動など新たな取り組みを行おう

としております。 

 この活動を支援、推進していくことによ

り、自治会、老人クラブの加入者・会員の

増へとつながっていくものを考えており

ます。 

○増永和起委員長 船寺市民活動支援課

長。 

○船寺市民活動支援課長 決算概要の５

４ページ、市民ルームフォルテ管理事業、

正雀市民ルーム管理事業、また５８ページ

のコミュニティセンター事業に関係しま

して、市民活動支援課のほうからご答弁申

し上げます。 

 事務報告書については非常にわかりに

くいということで、ご指摘の点については

今後考え、検討させていただきます。 

 また、正雀市民ルームの、先ほど稼働率

とおっしゃいましたけれども、把握しやす

いもので申し上げますと、使用率で申し上

げます。こちらは１日に１件使われても２

件使われても、使われたということの算出

になります。 

 正雀市民ルームの使用率で言いますと、

大会議室が５２％、第１会議室が４２％、

第２会議室が４５．５％、調理室が１４．

６％、和室が３９．６％になってございま

す。フォルテ３０１の使用率につきまして

は６０％、フォルテ３０３については７

５％になっております。 

 委員、一度目のご質問でおっしゃられた

ように、コミュニティプラザの使用率がお

おむね７０％に近く、多い部屋では９８％

の使用率になっております。この辺につい

ては我々も大変心配しておりまして、少し

でも使用率を上げる努力はしております。 

 別府のコミュニティセンターにつきま

しては先ほどもご答弁させていただきま

したように、担当といたしましてはまず施

設のことを知ってもらうことが大切だと

考えており、講座等の開催や、エントラン

スイベントの開催をして、より施設を訪問

していただく機会をふやす努力をしてお

ります。 

 また、講座やイベントに参加された方に

働きかけ、講座終了後もクラブ化して活動

されることを進めたり、地域の活動団体の

クラブ化も働きかけております。今後も、

今申し上げたような取り組みを続けると

ともに、施設のＰＲにも努めてまいります。 

 正雀市民ルームにつきましては、使用率

は先ほど申し上げたとおりですが、平成２

８年度の利用件数は２，１３３件で、平成

２７年度の１，９２９件より約２００件増

加しております。指定管理者におかれまし

ては、フラダンス、マジック、ヨガ教室な

どの自主事業に取り組まれ、利用率の向上

にも努められておられます。 

 フォルテの利用率につきましては、平成

２８年度の利用件数は４９２件で、平成２
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７年度の５５２件から６０件の減少にな

っております。こちらの施設につきまして

は、毎年少しずつですが減少傾向にござい

ます。原因については、同種の施設のコミ

ュニティプラザやいきいきプラザが近隣

にあることから、利用がコミュニティプラ

ザやいきいきプラザに移ってきていると

いうふうに考えています。また、フォルテ

については施設が老朽化していることも

原因の一つと考えております。 

 平成２９年度には、展示用のフックレー

ルや椅子等の収納庫の改修を行いました。

今後も施設のＰＲに努めますとともに、利

用しやすい施設になるように取り組んで

まいりたいと考えております。 

○増永和起委員長 妹尾課長。 

○妹尾文化スポーツ課長 それでは、森西

委員の総合体育館の関係での、代替策とし

ての淀川河川公園の利用についてどう考

えるかということに対しての答弁をさせ

ていただきます。 

 ページ数は総合体育館におきましては、

決算概要の７２ページでございます。総合

体育館をスポーツ広場に建設するという

ことについては、屋外競技の方に影響があ

るということの代替策の一つとして、淀川

河川公園の利用ということがお話に上が

っているところでございます。 

 現在、屋外競技の方々に代替策について

ご意見をお伺いしているところでござい

ますが、スポーツ広場で開催しているよう

な大会を開くということについて、淀川河

川公園を利用する際には、夏場の熱中症対

策でありますとか、大会実施時の審判の控

え場所など、条件のほうがやはりスポーツ

広場とは違っていて、課題があるというよ

うなこともお聞きしております。 

 練習等では、今も利用させていただいて

おるところではございますが、そういった

課題もあるというところが見えてきてお

りますので、代替策として十分機能できる

かどうかということにつきましては、ほか

の青少年運動広場でありますとか、学校施

設等、既存の施設全体の中で考えていきた

いと考えております。 

○増永和起委員長 有場課長。 

○有場保健福祉課長 保健福祉課にかか

りますご質問にお答えします。 

 決算概要７４ページ、まず民生児童委員

についてでございます。民生児童委員の業

務としましては、まず第一に地域の見守り

と、困り事がもしあれば、適切な機関につ

ないでいただくということが非常に大事

かと考えております。 

 先ほど、救急車に同乗すべきかどうかと

いうことでのお話もございましたが、こち

らに関しましてはもし我々のほうに問い

合わせがありましたら、この辺につきまし

ては病院の患者の身元引受人であったり

とか、保証人という話にも影響が及びます

ので、我々としましてはご一報いただけれ

ば保健福祉課のほうで適切に対応してま

いりますので、同乗までは結構ですという

ことでお伝えしたということでございま

す。 

 民生児童委員の確保につきましても、確

かに欠員が出ている状態でして、なかなか

なり手が見つからない状況ではございま

す。まず民生児童委員につきましては、国

の委嘱でございまして、また守秘義務等も

ございまして、ボランティアといえどかな

り業務的にも幅広い、高度なものになって

おりますので、その地域で探していただく

んですけれども、なり手がないような状況

でございます。 

 先ほど、民生児童委員の地域でのかかわ
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り方が、希薄になっていないだろうかとい

うお問いでございますが、確かに地域の担

い手自体が全体的に不足してきている状

況でございますので、民生児童委員でも働

いている方もいらっしゃるような状況で

ございます。 

 この確保の部分について、私も最近経験

したことなんですけれども、ある方に民生

児童委員になっていただけないかとお声

かけをしたところ、児童の見守り、朝の交

通の整理とか朝に街頭に立つということ

が、私には個人的な事情があってできない

んです、だからなれないんですというふう

な形でお返事をいただきました。 

 民生児童委員は、多岐にわたっていろん

なことをされていますが、我々としまして

はそれは民生児童委員の本来の業務では

なくて、やはりボランティアとしての周辺

の業務でありまして、それで民生児童委員

になれないとおっしゃるなら、そこは柔軟

に対応してまいらないといけないという

考えを持っています。 

 そういったことで、民生児童委員がそれ

ぞれにおのおのの事情がございますので、

我々としましても柔軟に対応しつつ少し

でも欠員が補充できるよう、今後も地域の

皆さんとともに欠員補充に努めてまいり

たいと考えております。 

 続きまして、社会福祉法人桃林会の件で

ございます。社会福祉法人桃林会の不祥事

につきましては、前理事長が単独でされた

ということでございまして、法人としまし

ては前理事長を解任した上で、まず民事の

訴訟も起こされております。これに関して

は既に破産管財人が選任されておりまし

て、その業務処理に当たっている所でござ

います。 

 また今年に入りまして、報道等でもあり

ましたとおり、前理事長に対する刑事告訴

もなされている状況でございます。我々と

しましては、前理事長の影響は既に排除さ

れて、ある程度ガバナンス体制が確立され

た状況で、法人運営が適切になされている

と判断したわけでございます。 

 ただ、この民事訴訟または刑事告訴につ

きましては、確かに結果はまだ出ておりま

せんので、状況を見守りつつ、特に法人の

前理事長に対する責任の追求が緩まない

ように監視しながら監査を続けてまいり

たいと考えております。 

 続きまして、決算概要７４ページ、災害

時要援護者支援事業についてでございま

す。これにつきましては、同意要援護者が

１割にも満たないという状況にございま

す。 

 民生委員への周知でございますけれど

も、我々としましても民生委員には周知し

ているつもりではございますが、委員がご

指摘のとおり、周知漏れ等ございましたら、

再度また周知徹底を図ってまいりたいと

思います。 

 あわせてこの制度の内容等について民

生委員に限らず、市民を対象にＰＲに努め

てまいりたいと考えております。 

 続きまして、決算概要９４ページでござ

います。三島救命救急センターの移転の件

に関する現在の状況でございます。三島救

命救急センターの移転につきましては、昨

年度大阪医科大学敷地内に移転すること

が決定されておりましたが、この移転候補

地の決定におきまして、医療機関への意見

聴取が不十分であるというご指摘を受け

たことから、本年５月２３日に開催されま

した公益財団法人大阪府三島救命救急セ

ンターの理事会におきまして、医大敷地内

の場所の選定や救命救急センターの運営
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方法等について、医療関係者も含めた意見

交換会を開催し、意見を聴取するというこ

とが決定されております。 

 以降、１０月３０日までに医療関係者も

含めまして意見交換会が４回開催されて

いる状況でございます。現在は意見交換会

が続いている状況でございます。中身につ

いては、この場ではお答えできない部分も

ありますので、ご理解のほどよろしくお願

いいたします。 

○増永和起委員長 堤部長。 

○堤保健福祉部長 決算概要７８ページ

のひとり暮らし高齢者の見守りにつきま

して、アプローチできていない方への取り

組みにつきましてのご質問にお答え申し

上げます。 

 先ほど保健福祉課長からも答弁させて

いただきましたように、地域で見守りが必

要なひとり暮らしの高齢者の方々に関し

ましては、民生児童委員を通じましてひと

り暮らしの登録をしていただいておりま

す。 

 これまではひとり暮らしの登録をして

いただいた方のうち見守りが必要である

と判断された方に関しまして、ライフサポ

ーターが個別で訪問をさせていただいて

おりました。 

 平成２８年度からはひとり暮らしの登

録等をされておられない７５歳以上の高

齢者の現状確認を行い、見守りが必要な

方々の把握を行うため、ライフサポーター

が戸別訪問を行っているところでござい

ます。また、訪問時には高齢者のための福

祉サービス冊子をお配りしているところ

でございます。 

 このことを通じまして、見守りをより一

層進めていくにはどのようなアプローチ

が必要なのかを検討してまいり、２０２５

年に向け早期に体制を再構築していきた

いと考えております。 

○増永和起委員長 川口参事。 

○川口保健福祉課参事 それでは私から

は、乳幼児健診の未受診の方につきまして

お答えさせていただきます。決算概要９６

ページになります。 

 乳幼児健診の未受診の方の対応につき

ましては、大阪府の乳幼児健康診査未受診

児対応ガイドラインに基づきまして、先ほ

どご答弁させていただきましたように、保

健師によります電話や訪問、また関係機関

との情報連絡によりまして、全数の把握を

行っております。 

 またこの経過の中で、特別に支援が必要

とされた場合においては、必要時、関係機

関で会議を開くなどによりまして、対応を

協議する場合もございます。 

 また転出されました乳幼児につきまし

ても、市町村間での情報提供等によりまし

て、状況の把握をさせていただくとともに、

また必要なケアにつきまして、フォローの

内容等詳細を転出先の市に伝え、フォロー

を依頼するというような場合がございま

す。 

 そのようなことで、平成２８年度につい

て、状況が把握できなかったという乳幼児

はございませんでした。 

○増永和起委員長 吉田部参事。 

○吉田保健福祉部参事 それでは高齢介

護課にかかる意見のご質問についてお答

えさせていただきます。決算概要７８ペー

ジでございます。 

 まず、老人クラブに関しまして、連合会

や自治会などの地域の４団体についての

取り組みに関して、市としてどのように考

えているのかということでございますが、

この４団体に関しましてつながりのまち
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摂津ということで啓発していくというこ

とになっています。 

 特に、地域でのつながりの大切さを確認

していただくことで、地域づくりを進めて

いくということが非常に大切であるとい

うことでございますので、高齢介護課とし

てもその考え方で支援していくつもりで

ございます。 

 またそのことが、老人クラブなどの地域

団体の加入率をアップするということに

つながっていくと考えておる状況でござ

います。 

 続きまして、シルバー人材センターの関

与に関して担当課としてどのように考え

ているのかということでございます。ご質

問にありましたように、会員の方の就業年

限が３年になっている状況でございます。 

 それはやはり、お仕事、業務の件数との

関係がございますので、シルバー人材セン

ターとしてもその件数の増加のために取

り組んでおる状況でございまして、派遣契

約のほうの業務なども実際進められてお

ります。 

 そのような状況で、この平成２９年４月

でございますが、基本的な年限は３年とし

つつも、１年ごとに最大５年まで延長可と

いうことで、就業年限の変更も行ってござ

います。 

 また、シルバー人材センターの理事会等

には私も参加させていただいております

ので、引き続き契約件数の増加や就業機会

の拡大等に努めるように、事務局に伝えて

いきたいと思っております。 

○増永和起委員長 森川課長。 

○森川障害福祉課長 決算概要８２ペー

ジ、市立みきの路運営事業に関する、待機

者に対しての考え方についてでございま

すけれども、障害を持たれている方の個々

の状況を踏まえて対応していくことは必

要であると考えておりますが、基本的には

国は地域移行促進事業を進めており、摂津

市におきましても障害を持たれている方

が、住みなれた地域で安心して暮らしてい

くことが必要であると考えております。 

 障害を持たれている方の日常的な介助

者が、高齢になられているという実態もご

ざいますし、介助者が病気になられたとき、

親亡き後の対応、こちらを不安に思ってい

るとの声もよく聞いております。 

 そのようなことから、地域で安心して生

活ができるための支援、こちらを充実して

いくことが必要と考えております。このこ

とを進めることによりまして、入所の待機

をされている方の中でも、地域で生活をし

ていくことができる方もいると考えてお

ります。 

○増永和起委員長 大西課長。 

○大西生活支援課長 それでは、生活支援

課にかかります２回目のご質問について

ご答弁をさせていただきます。決算概要９

２ページ、生活保護事業でございます。 

 委員がご指摘の生活保護受給者の方の

パチンコの問題についてでございますが、

たしかマスコミで、大分県、兵庫県の一部

の自治体で、そういった取り組みをされた

というような報道がされたことは、私も認

識はしております。 

 しかしながら、このような取り組みが現

在、大阪府下初め全国的に広がっているの

かと申しますと、そうではございません。

これについては、今の生活保護制度上、ギ

ャンブル等の遊興費について、明確に禁止

するといったような項目は全くございま

せんので、制度が変わらない限り、なかな

かこの取り組みを進めるというのは、現実

的には難しいと考えております。 
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○増永和起委員長 飯野課長。 

○飯野環境政策課長 環境政策課にかか

わります２点の質問にお答えいたします。 

 １点目、９８ページ、飼犬等保護管理事

業に関し、所有者不明猫避妊・去勢手術助

成金につきましては、平成２８年度７７件、

３７万７，０００円を支出しております。 

 制度の問題、課題といたしまして、まず

この手術を受けてもらうためには野良猫

を捕獲する必要がございますが、この捕獲

するという作業が一つの制度利用のハー

ドルになっていると考えております。 

 また、手術費用のうち１件当たり５，０

００円に限度を助成しておりますが、実際

の手術費用として５，０００円を超える場

合がございます。この差額も申請者の負担

になっていると認識しております。 

 続きまして１００ページ、鳥獣飼養登録

等事務事業に関し、カラスの対策でござい

ますが、現状では餌となる食べ物を発生さ

せないこととか、食べ物を絶やすことが有

効であると考えております。そのために、

ごみ出しルールの遵守やごみ集積所の管

理が重要であると考えております。 

○増永和起委員長 奥村副市長。 

○奥村副市長 それでは、税収を確保する

ための施策ということでお問いがあった

ので、私のほうから答弁させていただきま

す。 

 まず大企業の誘致というご提案がござ

いました。結果的にはやはり受け皿として

の土地が当然必要となってまいります。民

民の土地取引については我々行政が干渉

できるものではございません。 

 大阪市のように万博誘致を進めておら

れます大阪湾岸の埋立地、そういうような

部分があればまた別ですが、また摂津市が

工業団地の造成の事業に取り組んでいる

ということになれば、また誘致のいわゆる

受け皿としては、整備がされたら積極的に

企業誘致ができるのではないかなと思っ

ております。 

 そうしたら税収についての話をさせて

いただきたいと思います。恐れ入りますが、

決算概要の１２ページを開けていただき

たいと思います。 

 ここには市税の内訳が掲載されてあり

ます。ご提案のように、要は法人を誘致し

たときに、順調に法人税が伸びていけばい

いんですが、やはり法人税は景気変動によ

って大きく変わってまいります。 

 例えば平成２８年度の法人税を見てみ

ますと、前年度と比較いたしましておよそ

１億６，０００万円の減というふうになっ

ております。一番、本市の税収の中で根幹

的なものは、やはり固定資産税になろうか

と。これは構成比４６．６％ということで、

過半は固定資産税が占めております。 

 ちょっとデータが古いんですけれども、

平成２６年度のデータを持っておりまし

て、平成２６年度では人口１人当たりの固

定資産税、いわゆる土地だけなんですけれ

ども、１位は田尻町でございます。これは

１７万５，４１７円ということで、断トツ

でございます。これは、ご存知のように、

関西国際空港の固定資産税が入っている

ということでございます。 

 ２位が摂津市でございまして、４万７，

９８１円ですか。３位が高石市ということ

になっています。そういう意味では、本市

の税収を支えているのは、土地の固定資産

税ということになります。 

 また話が変わるんですけれども、固定資

産税をそうしたらどうして上げていくん

だということになるんですけれども、やは

り摂津市の公共用地の中には行政財産の
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用地もあれば普通財産の用地もございま

す。 

 もちろん普通財産として、あるいは賃借

料とか、あるいは売却収入とかということ

が考えられるんですけれども、もちろん土

地を持っておればコストもかかります。 

 そういう部分では売却をするというの

も一つの方法ですが、ただ普通財産の売却

凍結という方針もございますし、それらを

見ながら今後どうしていくかというのも

やはり今後必要かなというふうに思って

おります。 

 現在では財政は苦しいですけれども、今

すぐ売却しなければならないという逼迫

した状況にはございませんので、行政財産

のいわゆる公共用として使えるのか、ある

いははたまた普通財産として売却をし、あ

るいはその中で固定資産税を得ていくの

か、こういう方法もやはり考えていかなけ

ればならないというふうに思っておりま

す。 

 それから先ほど、総合体育館の中で答弁

漏れがあったように聞いております。先ほ

どの総合体育館の中で、いわゆる基本構想

の委託料が８０８万１，５００円支出して

おります。これが無駄ではなかったかとい

うようなご質問があったかと思っており

ます。 

 これは１４日に予定されております、民

生常任委員協議会で経過・現状については

説明させていただくつもりでございます

が、この中で平成２８年度は確かに８０８

万１，５００円は執行しております。この

部分は、基本計画の中で体育館のあり方、

あるいは役割については我々再認識いた

しましたし、今後建設に向けてのチャレン

ジには、得られた知識、あるいは知見等に

ついては、大いに役立つのではないかなと

いうふうに思っております。 

 そういう意味では、決して無駄にはなっ

ていないということだけは、ご答弁させて

いただきます。 

○増永和起委員長 川本課長。 

○川本市民課長 それでは決算概要１０

０ページ、葬儀会館で行う葬儀費用が民間

の葬儀場に比べて安価であるのかという

お問いでございますけれども、葬儀費用に

つきましては、なかなか会葬者の人数であ

りますとか、祭壇の種類や飾りつけ等々に

より大きく異なってまいります。 

 また、メモリアルホールにつきましては、

施設の使用料と葬儀の中身が別々の料金

になっておりますけれども、民間の葬儀会

社でありましたら、一般的にはセットプラ

ンというのが主流になっており、その形態

は多種多様でございまして、なかなか比較

は難しいという状況でございます。 

 ただ、例えば１業者でございますけれど

も、大手の流通業者がインターネットで企

画している葬儀では、家族葬プランが約５

０万円、一般葬プランが約７０万円となっ

ております。仮に、全く同じは無理なんで

すけれども、これらに近づけて規格葬儀を

利用した場合の額を算出しますと、規格葬

儀のほうが一緒かちょっと高いかなとい

う状況ではございます。 

 ただ、費用につきましては、メモリアル

ホールでもアンケートをとっておるので

すけれども、１００万円、２００万円でも

「思ったより安かった」という方もいらっ

しゃいますし、何十万円という方でも「思

ったより高かった」という場合もございま

す。 

 これにつきましては、利用者、遺族の方

の思いによっても大きく変わってまいり

ますので、なかなか葬儀費用の比較という
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のが難しいというのは、ご理解いただきた

いと思います。 

○増永和起委員長 三浦課長。 

○三浦環境業務課長 それでは決算概要

１０４ページ、ごみ収集処理事業にかかり

ますご質問にお答えいたします。 

 ごみ集積所の不法投棄につきましては、

市民の方々からも相談がございまして、

我々としても苦慮しているところでござ

います。現在のところ不法投棄禁止の看板、

あるいは監視カメラ作動中といった看板

をごみ集積所に掲げるなどして対応して

おるところでございます。 

 また分別不十分のために収集していな

いごみがごみ集積所に多く見られる場合

には、校区担当が周辺の啓発に回っており

ます。 

 自治会非加入の方の資源かごの管理に

ついてでございますが、各校区担当者が自

治会長とごみ減量推進員と協議いたしま

して、許可をいただいてから自治会非加入

の方に、かごの管理をしていただけるよう

指導しているところでございます。 

○増永和起委員長 森西委員。 

○森西正委員 それでは、端的にいろいろ

重なる部分がありますので、省略をしてお

聞きをしたいというふうに思います。 

 コミュニティセンター、今ご答弁いただ

いたんですけれども、今、事務報告書では

簡易な数字だけですから、もっと具体的な

数字が出るようであれば頂戴いただけた

らというふうに思いますので、委員長よろ

しくお願いしたいと思います。 

 総合体育館ですけれども、いろいろと調

査しながら進めていかないといけないと

いうのはもうよくわかっています。最終的

に振り返ったときに、例えば費用を費やし

たのが、これはよかったなというふうにな

るのか、これは無駄だったなとなるのかと

いうのがあると思いますので、ぜひともこ

れ無駄というふうに言われないように、ぜ

ひともよろしくお願いしたいというよう

に思いますし、今、淀川の河川敷と言いま

したけれども、例えば今、建物が建ってい

るところを解体をして、そこを確保すると

いうことであれば多額な費用がかかりま

すから、要するに上に建物が立っていない

ところを、何とかそれを整備をするにして

もやはり費用はかかると思いますけれど

も、やはりコスト、かかる費用の額が違い

ますから、何とか今、さまざまな市民から

の声がある部分を何とか整理をしていた

だいて、皆さんが納得をして総合体育館が

できるように、ご努力をお願いしたいと思

います。 

 民生委員の件ですけれども、これもう大

変なのはよくわかります。今の答弁で、適

切にというようなことです。これ自治会も

そうですし、今言っていますけれども、民

生委員もそうですけれども、結局市民のと

いうか社会全体の結局意識が変わってき

ているというか、希薄であって、そしてや

はりしんどい、汗をかくことをやはり避け

たいというふうなことがあったりとか、担

い手が特定の人物になってしまっている

わけですね。 

 そうしたら余計、結局その人の比重が重

くなるというふうに、それは行政もそうで

す、市もやっていただける可能性のある方

にはやはり話を持っていきますから、何で

も、言ったらこの件に関しても、この件に

関してもということで話を持っていくと、

その人はやはりしんどいですよね。 

 やはり多くの人がそういうふうに担い

手になるように、これは社会自身をつくっ

ていかないといけないので、社会をつくる
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ということは、これはやはり行政側がその

社会の担い手なり市民の意識なり感情と

いうのを、やはりつくっていかないといけ

ないと思うんですよね。 

 まず皆さんに言いますけれども、そうし

たら皆さん、自治会のほうに入っておられ

ますかとか、加入されていますか。そうし

たら例えば加入していますよと、ただ自治

会費を納めて加入だけなんですかと、皆さ

ん住まれている地域の自治会の先頭を切

って地域の活動をされていますかという

ところですよね。 

 だから、皆さんは公僕なわけですから、

役所だけじゃないわけですよ。やはり地域

に行っても公僕でないといけないわけで

すから、その点はもう一度副市長に、職員

に対してやはりそういうふうな意識をし

ていただかないといけないという部分と、

それで自治会の加入率が今もう５７、５

８％ですから、これもう数人で本当に５

０％を切るような状況です。 

 ８年前で６８％ですから、８年の間に１

０％下がっているわけですから、そうする

とやはり前段で言いましたけれども、自治

会に加入している人、自治会長が自治会に

加入していない人に話をするときに、そう

したらもう名目がつかないわけですよ、自

治会に入っていない人が多くなってしま

うと。 

 それはやはり早急にこの辺は対策を考

えないといけないと思いますし、やはりそ

れは職員が率先して自治会活動なり、地域

のリーダーとして出ていかないといけな

いと思います。その点、お答えをお願いし

たいと思います。 

 社会福祉法人桃林会の件ですけれども、

法人と前理事長との間ということであり

ましたけれども、やはりもしそこで結果が

出たときに、すると市民から見たときに、

担当は、市はそうしたら法人と前理事長の

間だからというふうなことでわかってい

ても、市民はそういうふうな部分というの

はわからないわけですから、例えば結論が

出たときに、市民からそういうふうな声が

出てきたりという可能性があるわけです

よね。 

 やはりそういう部分も念頭に置いても

らってその点は考えていただきますよう

にお願いします。 

 要援護者の件ですけれども、アプローチ

ということですけれども、実際に周知漏れ

ということが、周知というか実際にできて

いるのかどうかです。例えば災害時でも、

ひとり暮らしもそうですけれども、民生委

員等に住民基本台帳でもって１００％の

方の情報を提供できているものなのか、そ

の点を教えていただきたいと思います。 

 みきの路です。今、地域移行促進という

ことでありますけれども、しかしながら重

度の障害を持っておられる方は、地域に移

行をしたくてもなかなかできない方がお

られるわけですよね。 

 本当にお困りの方を、やはりどういうふ

うにしてあげるかというところが必要だ

と思うんです。実際にそうしたら一人で生

活ができない人が、地域で生活できない人

が、地域移行にと言われても、これはでき

ないわけですよ。 

 だからそこは、やはり市として本当に困

っておられる方に対しては、何らか対策を

考えてあげるべきだと思うんですけれど

も、その辺、部長、お考えをお聞かせいた

だけたらと思います。 

 カラスの件ですけれども、今、飯野課長

のほうからありましたけれども、本当に多

くの市民から実際に声が上がっていると
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思うんですよね。ポリバケツの中にごみを

入れてということですけれども、例えばそ

ういうふうな対策しか考えられないもの

なのか、お答えをいただきたいと思います。 

 それとごみ全体の件ですけれども、炉を

延命化するということですけれども、結局

はそうしたら広域を進めていくのか、そう

したら摂津市が自前で考えていくのかと

いうところを、どこかで判断をしないとい

けないわけですよ。 

 それで他の委員からも結局延命をした

場合には、費用がどれぐらいかかるかとい

うような質問があって、それだけの負担を

考えていかないといけないわけですね。 

 そのときの負担をしていく場合と、もっ

と早い時点で、例えば炉を更新していく、

建て替えをしていく、新たなものをつくっ

ていく場合と、結局どちらがコスト的には

安いのかというところと、最終的にそうし

たらずっとずっと延命でして、延命したわ、

そうしたら判断しないといけない段階で、

広域化ができないというようなことにな

ったら、摂津市の市民は困るわけですから、

どの段階でやはり判断を考えていかない

といけないのかお聞かせいただきたいと

思います。 

 葬儀会館ですけれども、民間の業者が多

くふえていますけれども、もともとはやは

り集会所や自宅等でされていて、自宅もど

うかということで集会所でされていて、集

会所から摂津のメモリアルホールでとい

うふうなことで、市としては取り組んでき

たわけですよね。 

 やはりその点は、他の業者と比べて摂津

市市営の建物、ホールを使っていただくと

いうことであれば、そこを使っていただく

メリットが民間の業者よりもなかったら

いけないわけですよ。 

 だからその点はちょっと答弁いただい

て、何かあるのか、メリットを考えること

ができるのかをお聞かせいただきたいと

いうふうに思います。 

 リサイクルとかごみ収集も、先ほども言

いましたけれども、あわせてご答弁お願い

します。ごみの炉の件がありましたけれど

も、例えばし尿の処理の件もありますし、

例えば独自でやるか広域かという部分と、

それと収集の考えという部分もあります

よね。 

 摂津市全体でどういうふうに、リサイク

ルプラザをどうするのかという部分もあ

ります。それもあわせてご答弁いただきた

いというふうに思います。 

 それと、企業立地の件ですけれども、先

ほど副市長から詳しくご答弁をいただき

ましたけれども、結局固定資産税でという

ことで、実際そうですからよくわかります。 

 けれども固定資産税が仮に例えば上が

ったときに、市民からするとただ生活をし

ているだけであれば困る方もおられるわ

けですよね。収入が一緒なのに固定資産税

がどんどん上がっていって、家計から固定

資産税を納めないといけないという方に

とっては、固定資産税が上がれば困るわけ

ですよ。 

 やはりそういうふうなことで言うと、大

企業を外から誘致をして、それで今度、国

立循環器病研究センターの横でニプロ株

式会社が、というような話があります。で

すからやはり、ニプロは全国で売上を上げ

て利益があって、その利益でもって法人市

民税を納税されるというような大きな企

業ですから、そういうふうな企業をやはり

確保するために、努力はしていかないとい

けないと思うんです。 

 それでその確保ができると、摂津市の中
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で結局さまざまな部分で市民サービスが

向上できるわけですから、そういうふうな

部分ですね、もう一度ご答弁いただけたら

と思います。 

○増永和起委員長 それでは答弁を求め

ます。 

 山田環境部長。 

○山田環境部長 ごみそれからし尿の一

般廃棄物の処理全般の今後の考え方とい

うことでご答弁申し上げます。 

 現在、粗い試算しかしておりませんけれ

ども、自前で焼却炉を建て替え、あるいは

延命化、超延命化するというよりも、広域

で処理したほうがコスト的には一定その

処理費用を負担したとしても、整備費用の

コスト的には安くなるだろうということ

で、現在茨木市との広域化について協議を

しているところでございます。 

 それで茨木市のほうとしても、現段階で

は摂津市のごみの受け入れは可能ですよ

ということでお聞きしているところでご

ざいます。 

 ただ、これについてはごみの焼却という

ことでございまして、一方で収集業務、こ

ちらについては基本的には、摂津市独自で

収集をするという考え方については変わ

りません。 

 ただ、処理施設が、例えば茨木市の施設

でということになれば、そちらの方法に合

わせていく部分というのはある程度出て

くるのかなと思っております。 

 それでもリサイクルプラザが十分本市

の資源化、それが後退しないように活用で

きるようにという観点では引き続き考え

ていきたいと思っております。 

 それからし尿については現在、豊能町と

茨木市のほうにお願いしている状況では

ございますけれども、これにつきましても、

茨木市とのごみの焼却の委託がどういう

方向になるか、これによって状況は変わっ

てくると思います。 

 いずれにしましても、早い段階で一定の

判断は必要と考えております。 

○増永和起委員長 奥村副市長。 

○奥村副市長 それでは、今、山田部長の

ほうはごみの広域化についてご答弁申し

上げましたが、補足でさせていただきたい

と思います。 

 実はそれぞれ水面下で茨木市のほうと

交渉しております。８月のたしか８日だっ

たと思うんですが、私のほうが茨木市の担

当副市長のほうに面会を求めて行ってま

いりました。 

 一つは、広域化についてお互い努力しま

しょうと、これは合意できました。ただ条

件面等々がございます。その条件面につい

ては、原課でしっかり協議をしていきまし

ょうと。ただ交渉事ですし、茨木市が相手

方ですので、具体の内容については控えさ

せていただきたいと思いますが、広域化に

向けては取り組んでいるということだけ

はご承知おきいただきたいと思っており

ます。 

 それと自治会の会員の増ということで

ございますが、確かに時代の趨勢とともに、

個人主義の台頭というんですか、それで比

較的自治会に加入されておられない方が

ふえてきているというのは承知しており

ます。 

 それで職員の話がございました。これは

統計をとったわけではございませんが、職

員の現在は半数以上は市外に在住されて

おられます。半数以下は市内ということで

ございますが、もちろん我々職員は、自治

会には必ずや加入しているのではないか

なと思っています。 
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 ただそこで加入して、それから積極的に

自治会の活動に参加しているかどうかは

わかりませんが、ただこれは強制すべきも

のではございませんので、できるだけ機会

があれば職員に対して話をしていきたい

というふうに思っています。 

 具体に、自治会の加入率を増にするため

にはどうしたらいいのかというのが、もう

生易しい問題ではないと思います。一度、

原課のほうで検討していただきたいのは、

そうしたら近隣市と比べて摂津市の加入

率はどうなのか、これは調査する必要があ

るのかなと。もし仮に近隣市で自治会の加

入率が高いところがあれば、そこの創意工

夫はどういうことがなされているのか、特

色はどういうことが特色なのか、これを一

回研究する余地があるのではないかなと

いうように思っております。 

 もちろん、摂津市独自でそういうことが

できるわけでもないですし、やはり自治連

合会と協力しながら、いかに会員をふやす

か、これを模索していく必要は当然あろう

かというふうに思っております。 

 それから先ほど、ニプロの話がございま

した。イノベーションパークのところに、

吹田市の持ち分である土地のところに、ニ

プロと、実際に契約したかどうかわかりま

せんが、優先交渉権で交渉しているとは聞

いております。もちろん、ニプロが進出し

てくれば、土地家屋の要は固定資産税も入

りますし、償却資産の固定資産税も当然期

待されます。 

 そういう意味では、まだ摂津市のほうに

６，０００平米という土地がございます。

そこのところをうまく売却をして、企業誘

致ができればというふうに思っておりま

す。 

○増永和起委員長 有場課長。 

○有場保健福祉課長 保健福祉課にかか

わりますご質問にお答えいたします。決算

概要７４ページ、災害時要援護者支援事業

につきましてのご質問でございます。 

 住民基本台帳のデータの活用というご

質問でございましたが、住基のデータにつ

きましては２世帯住宅などでもひとり暮

らしと出る可能性もございますので、基本

的にこれは使っておりません。 

 お年寄りにつきましては、ひとり暮らし

登録の部分で民生委員に名簿をお渡しし

ていますので、そういった名簿をご活用い

ただいて、実際に民生委員が必要と判断さ

れた場合には制度を紹介して、アプローチ

をかけるということでございます。 

 その他、障害者に関しましては、直接窓

口でのアプローチが主流でございます。 

○増永和起委員長 堤部長。 

○堤保健福祉部長 それでは、決算概要８

２ページのみきの路の運営事業に関しま

して、委員がご指摘の地域移行の促進とい

うのがまさしく課題であるということで

ございます。 

 それで平成２９年度の事業ではござい

ますけれども、地域生活支援拠点等の整備

ということで、平成２６年度の制度改正に

おきまして、平成２９年度末までに障害者

の高齢化、重度化、親なき後を見据えて、

障害児の生活を地域全体で支えていく体

制を構築するということが始まっており

ます。 

 委員がご指摘のとおり、この事業は、非

常に困難な事業でございまして、国のほう

も平成２９年度末という期限が困難であ

るということで、先般平成３２年度まで３

年間延ばしたところでございます。 

 摂津市の取り組みとしましては、先般ご

案内申し上げましたように、１０月に障害
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者総合支援センターが移転開所いたしま

した。相談支援体制については、そこで十

分賄えるような体制になっておりますが、

次の課題としましてグループホーム、それ

からショートステイ、そういった本当に重

度の方を家で見れなくなったときの体制

を一体的に整備するというのが、今後の課

題になっております。 

 我々としましては、みきの路を活用して、

それらのグループホームはもうみきの路

が主となって市内各所に建設をしており

ます。もう既に４か５ぐらいのグループホ

ームができていると思いますのでさらに

進めていきたい。 

 それからショートステイですね、それの

強化をしていきたいと考えております。た

だ具体的にショートステイの強化をしよ

うとしますと、そういった場所が必要にな

ってまいりますので、平成３２年度末まで

となっていますので、できるだけよい場所

を見つけて拡大、機能強化を進めて、地域

生活支援拠点が整備できるように努めて

いきたいと思います。 

 そういったことによって地域移行につ

いて、地域移行できない方はきちんとバッ

クでショートステイで見る、あるいは最終

的にはみきの路に入所していただく、みき

の路の中度ぐらいの方はグループホーム

に行っていただくということで、摂津宥和

会の機能をフルに活用して、対応してまい

りたいと考えております。 

○増永和起委員長 三浦課長。 

○三浦環境業務課長 それでは概要１０

０ページの鳥獣に関するところで、カラス

対策についてのご質問にお答えします。 

 カラスがごみを荒らす、ごみを散乱させ

るということにつきましては、毎年のよう

に我々のほうに市民の方から相談が寄せ

られております。その都度、カラス避けネ

ットをご案内させていただいたりしてい

るわけですけれども、近年カラス避けネッ

トそのものをはぐってしまうようなカラ

スがいるケースが見られますので、その際

は委員がおっしゃるようなポリバケツ、ご

みバケツのような容器を用いたごみ出し

をお願いしているところでございます。 

 その他の方法はないかというお問いで

ございますけれども、カラスの目にごみを

触れさせないということが直接的な解決

方法にはなるのかなと、現場のほうでは思

っております。 

 そのほか、光りもの、ＣＤを垂らしたり、

テグスを周辺に置いたりという方法もあ

るとは聞いたことはございますが、効果の

ほどがよくわからないということもござ

います。 

 やはり委員がおっしゃるポリバケツ、ご

みバケツを利用していただくのが一番か

なと思っております。 

○増永和起委員長 川本課長。 

○川本市民課長 それではメモリアルホ

ールのメリットということでございます。 

 近年、市民の葬儀に対する価値観やニー

ズの変化がございます。家族葬の流行に見

られますように、ニーズは変化しておりま

す。そういった中で、我々としましては民

間の葬儀場と共存しながら、葬儀会館の運

営を行ってまいりたいというふうに思っ

ております。 

 そういった中でも、メモリアルホールし

かない、メモリアルホールしかできないこ

とといいますと、やはり近隣の葬儀場では

大規模葬儀が行えません。１００人規模で

したらメモリアルホールということにな

りますので、そういった大規模葬儀ができ

るということはメリットであるかなとい
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うように思っております。 

 また、規格葬儀の部分につきましても、

料金の透明性、わかりやすさということで

はメリットかなというふうに思いますし、

あとメモリアルホールを利用されれば斎

場の火葬枠が優先されますので、そういっ

たこともメリットかなというふうに思っ

ております。 

○増永和起委員長 森西委員。 

○森西正委員 もう要望にさせていただ

きたいと思いますけれども、自治会の加入

の件は、これは本当に切実な問題です。何

度も言いますけれども、これ５０％を割っ

たら、もう本当になし崩し的にだだーっと

やめられていくというか、今でも自治会を

やめたいという方はたくさんおられるわ

けです、声があるわけですよ。それはなぜ

とめられているかというと、自治会に入っ

ている人のほうが比率が高いからです。 

 自治会に入っていない人のほうが比率

が低いからということで、今、市民の皆さ

んが自治会に入っている人の行動は、日常

のことは大多数のことがやってるんです

と言えるからです。それが反対になってし

まうと今度は言えなくなりますから、これ

はもう今のこの減少傾向でいくと、もう本

当に雪崩式のように５０％をあっという

間に数年で切るようなことになろうかと

いうふうに思います。ぜひともこれは対策

を、もう全庁で考えるぐらいのことでお願

いしたいというふうに思います。 

 それでごみの件に関しましては、今ご答

弁いただきましたけれども、今、茨木市と

進められているということでありますか

ら、摂津市からすると何とか茨木市のご協

力をいただいてということで進められた

らというふうな部分はあると思いますけ

れども、それがいつ何時どう変わるかとい

うところもありますので、そういうふうな

ことも想定しながら動いていただきます

ように、よろしくお願いしたいと思います。 

 それで災害時とかひとり暮らしの件で

すけれども、今ご答弁いただいて、全ての

方が漏れなく、例えば民生委員に情報がい

っているようには思えないんですよ。だか

らそれで同意者名簿をつくってください

というと、もうその段階で漏れていたりす

るようなことで、それで民生委員がそうし

たら独自のルートで把握ができるかとい

うと、なかなか難しいところですから、や

はり地域で見るというふうなことを考え

るのであったら、その点はその辺をやはり

ちゃんとしていかないといけないと思い

ますので、だから行政側が情報をまず出し

ますよというスタンスをとるのか、そうし

たら地域でそうしたらまず情報をとって

くださいというふうなことになるのか、今

そうしたら自治会の加入がこういうふう

に少なくなっているところで、そうしたら

情報をどうやってとりにいくんだという

ふうなことになるわけですよ。 

 だからその点も含めて、やはり市として

考えていけないというふうに思いますの

で、よろしくお願いしたいというふうに思

います。 

 葬儀会館の件ですけれども、これから葬

儀がさまざまな部分が、もう想像ができな

いようなことが出てくるかもわかりませ

んので、アンテナを張って、例えば民間の

葬儀が、メモリアルホールでする葬儀より

もうんと安い葬儀が出てくれば、やはりそ

ういうふうなところへ流れるという可能

性がありますから、やはりそういうふうな

部分もアンテナを張っていただいて、メモ

リアルホールがやはり１００％稼働する

ように近づけていただきますように、お願



－72－ 

いしたいというふうに思います。 

 それと戻りますが、ごみの件ですが、リ

サイクルプラザの件もあります。これ茨木

市のごみを燃やさせてもらうどうかによ

って、これはリサイクルプラザを茨木市の

資源ごみを摂津市でとか、もしくは茨木市

は茨木市でするのかというそういうふう

なこともありますから、そこに例えば茨木

市の資源ごみを摂津市のリサイクルプラ

ザで賄うのであれば、そこにかける費用と

いうのもやはりかかってきますから、そう

いうふうな部分も考えていただきたいと

思います。 

 それと委員長にお願いがあるんですけ

れども、１４日に協議会があります。それ

で環境センターの件がありますけれども、

やはり環境センターの件はやはり説明を

受けてから我々は採決に臨まないといけ

ないと思いますので、説明を受けてから採

決ができるような形を、委員長によろしく

お願いしたいというふうに思いまして、こ

れで質疑を終わります。 

○増永和起委員長 森西委員の質問が終

わりました。本日の委員会はこの程度にと

どめ散会いたします。 

（午後４時４７分 散会） 
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